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序     文 
 

日本国政府はカメルーン共和国（以下、「カメルーン」と記す）政府の要請に基づき、森林伐

採や耕地拡大を伴わない持続的な農業開発、非木材森林資源（NTFPs）の持続的な活用、土壌－

植物間の養分動態に基づく持続的な生態系利用、この 3 つの取り組みによって持続的な生業戦略

と自然資源管理の両立をめざす地球規模課題対応国際科学技術協力（SATREPS）を実施すること

を決定し、独立行政法人国際協力機構（JICA）は 2011 年 7 月から 5 年間の計画で本案件を開始

しました。 
本プロジェクトの協力期間の終了を 2016 年 7 月に控え、進捗や実績を確認のうえで目標及び

成果達成に向けた貢献・阻害要因を分析すること、評価５項目（妥当性、有効性、効率性、イン

パクト及び自律発展性）の観点からプロジェクトを評価すること、及び今後の対策について提言

を行うこと、教訓をまとめることを目的として、2015 年 11 月 27 日から 12 月 16 日まで終了時評

価調査団を現地に派遣しました。調査団は、カメルーン側評価メンバーと合同評価調査団を構成

して現地調査を行い、その結果を合同評価レポートとして取りまとめ、カメルーン側調査団と日

本側調査団の間で署名交換を行いました。 
本報告書は、終了時評価調査及び協議に基づく結果を取りまとめたものであり、本プロジェク

ト並びに関連する国際協力の推進に活用されることを願うものです。 
終わりに、これら一連の調査及び協議にご協力とご支援をいただいた関係者の皆様に対し、心

より感謝申し上げます。 
 
2016 年 5 月 6 日 
 

独立行政法人国際協力機構 
農村開発部長 三次 啓都 
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チャン大学でのインタビューの様子 非木材森林資源（NTFPs）の標本 

土壌研究について説明する 
JICA インターンとして採用された 

京都大学修士学生（Gribé） 

プロジェクトにより整備された給水所（Gribé）

プロジェクトで建設された 
キャッサバ加工・乾燥施設（Andom） 

発酵させたキャッサバを乾燥させるため

に細かく切る農民（Andom） 

プロジェクトの成果･課題に関する、地域

住民へのインタビューの様子（Andom）

生産物の付加価値向上･収入増をめざす

キャッサバ・スティックづくり（Bityili）
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評価調査結果要約表 
 

１．案件の概要 

国名：カメルーン共和国 案件名：カメルーン熱帯雨林とその周辺地域における持続

的生業戦略の確立と自然資源管理（FOSAS）：地球

規模課題と地域住民のニーズとの結合 
分野：生物資源 援助形態：技術協力プロジェクト〔地球規模課題対応国際

科学技術協力（SATREPS）〕 

所轄部署：農村開発部 農業・農

村開発第二グループ

第五チーム 

協力金額（評価時点）：4 億 1,000 万円 

協力期間 （R/D）： 
2011 年 7 月 13 日～

2016 年 7 月 12 日（5
年間） 

先方関係機関：科学技術・革新省（MINRESI）、国立農業開

発研究所（IRAD）、チャン大学、ドゥアラ

大学、ヤウンデ第一大学 

日本側協力機関：京都大学 

他の関連協力：特になし 

１－１ 協力の背景と概要 

中央アフリカ地域に位置するカメルーン共和国（以下、「カメルーン」と記す）はアフリカの

縮図と呼ばれ、その国内には半砂漠、ステップ、サバンナ、熱帯雨林などアフリカ大陸が有す

るほぼすべての気候・植生がみられる。そしてその国土の南西部に国境を越えて広がるコンゴ

盆地森林地帯は、アマゾンに次いで世界第 2 の面積を誇り、多様な生態系を維持している。 
しかし、ここ 20 年の間の森林面積の減少が問題として認識されるようになってきており、森

林伐採を伴う焼畑耕地の拡大などにより、1990 年には 24 万 3,000 km2 であった面積が 2010 年

には 19 万 9,000 km2 にまで減少した（FAOSTAT）。この問題に対処するべく、カメルーン政府

は 2003 年に森林・環境セクタープログラム（Forest & Environment Sector Program：FESP）を策

定するなどしてきたが、生計を自然資源に頼る森林地帯の人々の生活を十分考慮できておらず、

持続的な生業戦略と森林資源保護の両立に係る研究が求められている。 
そのような状況のなか、カメルーン政府よりわが国に対して、森林伐採や耕地拡大を伴わな

い持続的な農業開発、非木材森林資源（Non-Timber Forest Products：NTFPs）の持続的な活用、

土壌－植物間の養分動態に基づく持続的な生態系利用、この 3 つの取り組みによって持続的な

生業戦略と自然資源管理の両立をめざす地球規模課題対応国際科学技術協力（Science and 
Technology Research Partnership for Sustainable Development：SATREPS）が要請された。これを

受け、2011 年 7 月から 2016 年 7 月までの 5 年間の協力が実施されることとなった。カメルー

ン側のプロジェクト実施機関は科学技術・革新省（Ministry of Scientific Research and Innovation：
MINRESI）、国立農業開発研究所（Institute of Agricultural Research for Development：IRAD）、チ

ャン大学、ドゥアラ大学、ヤウンデ第一大学であり、日本側の実施機関である京都大学と共に

プロジェクトを遂行してきた。日本側はこれまで延べ 26 名の専門家を派遣してきており、カメ

ルーン側は延べ 37 名の研究者がプロジェクトに従事した。2013 年 11 月には、プロジェクト実

施期間の中間地点に達したことから、中間レビュー調査が実施された。このたび、プロジェク

ト終了 7 カ月前の時点で、終了時評価を実施することとした。 
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１－２ 協力内容 

（１）プロジェクト目標 
カメルーン南部州、東部州の森林帯とその周辺地域において、持続的な土地利用と自然

資源保全の方法が示される。 
 
（２）成 果 

成果１：森林破壊と耕地の外延的拡大を伴わない持続的な農業生産・加工・販売システムの

備えるべき条件が明らかにされる。 
成果２：プロジェクトの活動サイトにおける野生動物を含む非木材森林資源（NTFPs）の生

態、利用実態等に関する基礎的データ、及びその潜在力と持続性の評価に基づいて、

住民組織による NTFPs 利用体制のモデルが確立される。 
成果３：森林、森林－サバンナ境界域の土壌－植物間の養分動態を明らかにすることによる

生態系の合理的、持続的利用のためのガイドラインが策定される。 
 
（３）投入（評価時点） 

日本側：総投入額 4 億 1,000 万円 
長期専門家派遣：2 名〔55.7 人/月（MM）〕 
短期専門家派遣：24 名（147.3 MM） 
研修員受入：9 名（本邦研修名：環境適応型農林業技術開発） 
機材供与：約 5,820 万円 
ローカルコスト負担：約 1 億 3,370 万円 

相手国側 
カウンターパート（C/P）配置：37 名 
土地・施設提供：IRAD 内執務室、倉庫、フィールドステーション用地、キャッサバ加工・

乾燥施設用地、試験圃場用地、など 
ローカルコスト負担：約 6,530 万円（3 億 3,000 万 FCFA） 
 

２．評価調査団の概要 

調査者 ＜日本側＞ 
団  長   鍋田 肇 JICA 農村開発部 参事役 
計画管理   土井 すみれ JICA 農村開発部 農業・農村開発第二グ

ループ第五チーム 職員 
評価分析   松田 健志 株式会社シー・ディー・シー・インター

ナショナル コンサルタント 
科学技術評価 浅沼 修一 JST 研究主幹、名古屋大学名誉教授 
科学技術評価 新谷 靖 JST 国際科学技術部（SATREPS グルー

プ）主任調査員 
＜相手国側＞ 

リーダー   Dr. DONGMO Thomas 科学技術・革新省（MINRESI） 科学技

術協力部部長 
メンバー   Ms. PEDHOM Christine 農業・農村開発省（MINADER） 種子・

播種部門副主任 
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 メンバー   Ms. SANJOH Delphine 環境・自然保護・持続的開発省 

（MINEPDED）環境教育課 課長 
メンバー   Ms. OBAMA Albertine 経済・計画・地域開発省（MINEPAT）

北米・アジア協力課 課長 

調査期間 2015 年 11 月 27 日～12 月 16 日 評価種類：終了時評価 

３．評価結果の概要 

３－１ 実績の確認 

（１）成果の達成度 
＜成果１＞森林破壊と耕地の外延的拡大を伴わない持続的な農業生産・加工・販売システムの

備えるべき条件が明らかにされる。 
本成果達成に向け以下の 3 指標が設定されており、各指標に対し 5 つ、3 つ、2 つの指標（計

10 指標）がそれぞれ設定されている。ここでは各指標を記載しないが（本編第３章の表３－３

「成果１の達成状況」参照）、指標に対する達成状況から、成果１については達成が見込まれる。

指標１：持続的な農業生産システムの確立 
試験圃場において、土のう垣設置による土壌侵食防止効果のデータ、キャッサバ改

良品種が在来の品種よりも 1.4～5 倍の高い収量を示す実証データ、カバークロップ

の導入により通常の休閑よりも土壌の肥沃度が増進する実証データが得られた。現

在、得られた実証データを分析し、持続的農業生産のためのガイドラインを作成中

である。 
指標２：キャッサバの加工・販売システムの確立のためのデータ収集 

キャッサバ加工品のコスト、市場までの中間マージン、各加工品の価格のデータが集

積された。またキャッサバ加工の分析を実施し、東部州 Andom 村と南部州 Bityili 村
において、住民が取り組んでいくキャッサバ加工品が選定され、Andom 村ではキャ

ッサバ乾燥ユニット、Bityili 村ではキャッサバ加工施設が建設された。施設の処理能

力の分析が行われ、現在、運営コスト、労働投入量などのデータを収集中である。 
指標３：キャッサバの加工・販売システムの確立と普及のための文書・記録化 

指標２で建設された施設の運営・加工品販売のための共同組織の規約が策定された。

指標２で得られるデータに基づき、キャッサバの加工・販売システムを確立する予

定である。 
 
＜成果２＞プロジェクトの活動サイトにおける野生動物を含む非木材森林資源（NTFPs）の生

態、利用実態等に関する基礎的データ、及びその潜在力と持続性の評価に基づいて、

住民組織による NTFPs 利用体制のモデルが確立される。 
本成果の達成に向けては 6 つの満たすべき指標が設定されており、各指標の達成状況から、

本成果について達成が見込まれる。 
指標１：NTFPs 利用実態に関する実証データが集積される。 

東部州 Gribé 村において、地域住民が生活のなかで NTFPs をどれだけ利用している

かという利用実態のデータが集積された。また販売用の 35 種の NTFPs を特定した。

指標２：NTFPs の生態学的データが集積される。 
8 つの森林タイプにおける全 464 の樹種の分布、人間の焼畑などの NTFPs の生態に

対する影響、NTFPs の経済的価値、動物の分布と狩猟の実態など、NTFPs の生態学

的データが集積された。 
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指標３：NTFPs 成分分析表が作成される。 

収集された NTFPs の基礎的な栄養分析、アミノ酸、脂肪酸、ミネラルの含有量など

が分析された。 
指標４：NTFPs のインベントリ及びデータベースが作成・構築される。 

Gribé 村で収集された 704 種の NTFPs、南部州で収集された 58 種、また Andom 村

近辺で収集された数十種について、インベントリが作成された。そのデータを共有

するためのデータベースに関しては、プロジェクト終了までに構築される予定であ

る。 
指標５：森林資源利用管理のための住民組織の活動の記録が蓄積される。 

住民の協力を得て NTFPs の採取範囲を明らかにした参加型地図を作成した。また、

森林資源利用管理に向けた、住民組織の活動の記録が蓄積された。 
指標６：NTFPs 利用に基づく持続的森林管理モデルが構築される。 

収集されたデータを基に、NTFPs 利用に基づく持続的森林管理モデルを構築予定で

ある。 
 
＜成果３＞森林、森林－サバンナ境界域の土壌－植物間の養分動態を明らかにすることによる

生態系の合理的、持続的利用のためのガイドラインが策定される。 
本成果の達成に向けては以下の 3 つの指標が設定されており、各指標の達成状況から、本成

果について達成が見込まれる。 
指標１：土壌・気象観測システムのデータ及び土壌、土壌溶液の分析データが集積される。

森林地域と森林－サバンナ地域の土壌の特性と土壌溶液の分析データが得られた。

その結果、森林生態系の土壌－植物間の養分循環パターンが土壌条件によって異な

ることが明らかになった。またカメルーン全土 115 カ所の土壌を採取し、それらの

特徴を解析した。 
指標２：キャッサバ試験圃場における土壌微生物動態解析に基づく、土壌有機物管理モデル

が構築される（学術的に承認される）。 
Andom 村のキャッサバ試験圃場において土壌微生物動態を解析した。結論として、

森林－サバンナ境界域では植生ごとに土壌微生物の活動を制限している養分元素が

異なることが明らかとなった。その研究論文は学術的に承認された。 
指標３：生態系の合理的、持続的利用のガイドラインが作成される。 

森林、森林－サバンナ境界域における生態系の合理的、持続的利利用とそのガイド

ラインを現在策定中である。 
 
（２）プロジェクト目標の達成見込み 
＜プロジェクト目標＞カメルーン南部州、東部州の森林帯とその周辺地域において、持続的な

土地利用と自然資源保全の方法が示される。 
方法を示すための「Forest-Savanna Sustainability Model」は、以下の理由によりプロジェクト

終了までに構築され、プロジェクト目標は達成される見込みであると判断した。 
① モデル構築のために重要なデータが既に取得済みである。 
② 日本・カメルーンの双方の研究者はモデル構築に向けた集中的な議論を 2016 年 3 月に

実施することが見込まれている。 
③ 成果１、２、３のすべてにおいて達成が見込まれている。 
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３－２ 評価結果の要約 

（１）妥当性：高い 
カメルーンで 2009 年に策定された「雇用と成長のための戦略文書（2010/2020）」では環

境資源の減少を食い止めるべく持続的な開発に取り組む方針が記されており、2005～2015
年の「農村開発戦略」では 4 つのチャレンジとして「農村の近代化と成長の促進」「農村地

域の貧困削減」「食料安全保障と自給自足」「自然資源の持続的管理」をめざすとし、7 つ

の戦略目標の 1 つ目と 2 つ目に「農業生産と供給の持続的発展」と「自然資源の持続的管

理」が掲げられている。また、2012 年に策定された日本の対カメルーン国別援助方針では、

上記「雇用と成長のための戦略文書（2010/2020）」の取り組みの支援、そして 3 大重点分

野の 1 つが「農業・農村開発」であること、さらに森林資源の持続的な管理・保全にも留

意している。以上のことから、本プロジェクトがめざしている持続的な農業開発と自然資

源活用の方向性は、カメルーン・日本の両国の方針と合致しており、その妥当性は高いと

評価する。 
 

（２）有効性：やや高い 
成果１、２、３を統合して取りまとめることがプロジェクト目標の達成につながること

が関係者の議論を通じ再確認された。また自然災害や伝染病など、目標の達成を妨げる外

部条件は発生していない。他方、各研究活動でのデータ取得は十分だが、それを取りまと

めて成果に結びつける工程に遅れがみられ、プロジェクト目標の達成度にも影響している。

これらを踏まえ、有効性はやや高いと評価する。 
 
（３）効率性：中程度 

日本・カメルーン双方から、延べ 63 名の研究者・スタッフがプロジェクト活動に従事し、

そのほとんどが予定どおりに活動を行った。ただしプロジェクト後半には日本・カメルー

ンの一部のチームリーダーの活動への参加が限定的となり、一部の研究活動の進捗が遅れ

ることとなった。 
プロジェクト活動に投入した資機材は、概して効率的に使用された。特に 3 つの対象地

域に設置したフィールドステーションは、それぞれの地域での研究活動の実施を容易にし

た。他方、実験室に設置された機材の一部で、不安定な電圧による機材破損の危惧から使

用の控えられるものがみられ、活動の一部も不十分となった。 
効率性に貢献した要因として、地域住民のプロジェクト活動に対する積極的な参加を確

認した。さまざまな予算枠から日本・カメルーン双方の学生も多く参加し、プロジェクト

活動の一端を担った。 
2012 年よりカメルーン側からのカウンターパートファンド（CF）の拠出が始まった。2014

年は手続き上の不備で CF から拠出できななかったが、IRAD が自らの資金を拠出して活動

を継続した。ただし、支出に時間がかかり研究者のサイト訪問が遅れるなどの影響から、

一部の活動には遅れが生じた。 
以上を総合的に判定し、効率性は中程度と評価する。 

 
（４）インパクト：やや高い 

プロジェクトの実施により、いくつかの正のインパクトを確認した。 
まず対象地域の住民の収入向上が挙げられる。Andom 村では発酵後に乾燥させたキャッ

サバチップスの販売による利益を村の頼母子講に預ける女性が増加した。33 人中 19 人の
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女性が利用し、1 年間で総額 713 万 1,000 FCFA（約 141 万円）が預けられた。女性に新た

な現金収入の道を示したことは、ジェンダー間の経済格差の是正にも貢献したと考えられ

る。Gribé 村では 6 割の住民が NTFPs の収集・販売活動に携わるようになり、Bityili 村で

はキャッサバ改良品種が受け入れられ、2013 年から現在まで村全体で約 176 万本のキャッ

サバ茎が販売された（売上は約 4,500 万 FCFA≒約 900 万円）。得られた収入は学校の授業

料の支払い、キャッサバ加工機の購入、家の建築などに使われ、住民の生活向上につなが

った。 
また Andom 村では、7、8 年前に設立されたまま機能していなかった村の開発委員会が

再び開かれ、村の発展に向けた機運が醸成され始めている。プロジェクトに参加した学生

においては、修士や博士の学位取得につながった。 
環境面に関しては、Gribé 村で NTFPs 利用の活動に農耕民の若者が参加することにより、

無駄な狩猟をすることが減ったという証言が得られた。 
 
（５）自立発展性：やや高い 

政策面ではカメルーン政府の方針に大きな変更がないと想定されるため、引き続き政策

的な整合性は維持される。 
組織面では、MINRESI 及び IRAD は積極的にプロジェクト活動を引き継いでいく意志を

示しており、対象地域 3 村のフィールドステーションも引き継ぐ予定で計画を進めている。

しかしながらまだ計画段階であり、そのための予算が確保できたわけではないため、財政

面での自立発展性の確約は得られていない。 
技術的側面に関し、まず対象地域レベルにおいては、Andom 村で住民による自立的な活

動が実施されてきており、活動を持続するための住民の能力は醸成されつつあると考えら

れる。Gribé 村、Bityili 村でもそれぞれの活動は続けられていく見込みだが、Gribé 村では

まだプロジェクトに頼る面が見受けられる。Bityili 村ではキャッサバの生産・販売は持続

する見込みであるも、注文が限られ加工施設の利用が限定的であり、今後の更なる発展を

期待することは現時点では難しい。 
C/P への技術移転に関しては、研究者が所属していたチームにより異なる結果となった。

概してそれぞれの研究は良好に行われたが、一部分野で双方の研究が十分連携できず、カ

メルーン側への技術移転も限定的であったので、日本側が主に進めた研究をカメルーン側

が十分引き継げるかには不安もある。他方、日本側研究者はカメルーンでの研究を更に前

進させるため JICA 草の根技術協力等のプログラムに応募中で、科研費による研究継続の

可能性を含め、カメルーン側による研究継続に向け日本側から当面技術支援が継続する可

能性は高い。 
最後に、プロジェクトの成果を活用していく可能性のある省庁、団体が数多くあり、プ

ロジェクトの成果が自立発展的にカメルーン国内で活用されていく見込みがある。 
以上を総合的に判定して、自立発展性はやや高いと判断した。 

 
３－３ 効果発現に貢献した要因 

（１）計画内容に関すること：該当なし 
 
（２）実施プロセスに関すること 

チャン大学、ドゥアラ大学、ヤウンデ第一大学は、本プロジェクトの開始前から十数年

にわたり、京都大学と共に対象地域での研究を行ってきており、長年の共同研究で培わ 
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れた学術的・人的関係が貴重な財産となって、本件でのスムーズな研究開始に貢献したこ

とは明らかである。 
対象地域の住民の積極的な参加と、学生のプロジェクト活動への参加も、効率性に寄与

したと考えられるが、その土台となったのは、上述の関係構築であった。 
 
３－４ 問題点及び問題を惹起した要因 

（１）計画内容に関すること：該当なし 
 
（２）実施プロセスに関すること 

本プロジェクトの研究領域は幅広く、参加している研究者の数も膨大であり、それぞれ

の研究手法も異なっている。プロジェクトでは農業、森林、土壌、食品の 4 つのチームに

日本側・カメルーン側で計 8 名のチームリーダーを立て、それぞれの班の研究活動を進め

つつ、全体として各班の成果を統合してプロジェクト目標の達成をめざした。その具現化

のためには研究者間・チーム間の連携、コミュニケーションが鍵であり、チームリーダー

会議を約 4 カ月に 1 回程度の割合で開催した点は良かった。ただし、一部のリーダーの参

加は限定的であり、成果の取りまとめの遅延、プロジェクト目標の達成に影響したと思わ

れる。各班の研究者は適切に研究を進め、膨大な研究成果を得たが、個々の研究成果をま

とめ最終的にプロジェクト目標を達成する統率力は課題であった。 
 
３－５ 結 論 

プロジェクト目標である「カメルーン南部州、東部州の森林帯とその周辺地域において、持

続的な土地利用と自然資源保全の方法が示される」ことは、カメルーンにおいて非常に意義の

あることである。これまで、一部のチームリーダーの参加が限られた等により効率性に影響を

与え、チーム内での成果の取りまとめに遅れを来しているものの、3 つの成果を達成するため

に必要な個々の研究はほぼ完了し、現在は各成果を取りまとめている段階である。 
これまでのプロジェクトの実施により地域住民の収入向上などの正のインパクトが観察され

た。プロジェクト終了までの残り期間においては、プロジェクト目標の達成をめざしつつ、プ

ロジェクト終了後も正のインパクトが持続するよう、そしてプロジェクトで得られた研究成果

を社会に還元し、地域住民や関係の省庁に今後幅広く使われるように取り組んでいくことが期

待される。 
 
３－６ 提 言 

（１）協力期間終了までに取り組むべき活動 
＜プロジェクトに対して＞ 

１）ガイドライン、モデルの構築 
成果１、２、３の達成のために求められている以下のガイドライン、モデルを構築す

ること。 
・ 持続的農業生産のためのガイドライン 
・ コスト計算に基づく販売システムモデル 
・ 住民組織による NTFPs 利用体制のモデル 
・ 生態系の合理的、持続的利用のためのガイドライン 

２）プロジェクト目標の達成 
上記ガイドライン、モデルを構築し、各成果を達成したのち、「Forest - Savanna 
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Sustainability Model」を提示して、「カメルーン南部州、東部州の森林帯とその周辺地域

における持続的な土地利用と自然資源保全の方法」を示すこと。 
３）NTFPs のデータベースの作成 

約 800 の NTFPs のデータが得られたものの、遺伝資源へのアクセスと利益配分（ABS）
の問題もあり、それを一般公開するかたちにできるかどうかはプロジェクト内で決定で

きていないため、研究者間で共有できるようにデータベースを作成する。 
４）対象地域の住民に向けてのワークショップ 

3 つの対象地域で行われているキャッサバの加工・販売や NTFPs の有効利用の活動が

プロジェクト終了後も継続するよう、プロジェクトの研究成果を地域住民と共有し、実

用的な情報を提供するため、3 つの村でワークショップを開催する。 
＜MINRESI、IRAD に対して＞ 

５）3 つの対象地域のフィールドステーションの具体的な活用方針の策定 
IRAD はプロジェクト終了後に 3 つのフィールドステーションを継続して活用する方

針であるが、具体的な計画策定や、資金の確保までには至っていない。そのため、2016
年 3 月までに具体的な計画を策定することを提言する。 

 
（２）協力期間終了後に取り組むべき活動 
＜IRAD に対して＞ 

１）実用的な参考書の作成 
研究成果を実社会で活用するためにも、省庁、関係機関、地域住民が使えるような実

用的な参考書を作成すること。 
２）3 地域のフィールドステーションの維持と研究者への開放 

3 地域のフィールドステーションを現在のように維持することと、その地域での研究

が続くようにカメルーンの他大学の研究者や学生、そして日本からの研究者・学生等に

も開放すること。 
３）地域住民グループのサポート 

プロジェクトの正のインパクトが持続するためにも、各地域で形成されている住民グ

ループをサポートすること。例えば Andom 村でのキャッサバの加工・販売活動であれば、

MINADER の技術的な協力を得て助言する。 
４）キャッサバの病害虫管理の知識の普及 

今後の活動の継続のためにも、地域住民に対して正しい知識を普及すること。 
＜JICA に対して＞ 

５）プロジェクトの成果の応用 
本プロジェクトで得られた成果を、JICA が中央アフリカ森林協議会（COMIFAC）と

の協力で実施するプロジェクトを含む持続的な農業開発、あるいは自然資源管理に関連

する他プロジェクトで適宜応用すること。 
 
３－７ 教 訓 
（１）電力の供給や電圧が不安定な地域に機材を供与する必要がある場合、対象国･地域の状況

により、適宜発電機や安定器も合わせて供与すべく、事前調査を慎重に行うこと。 
 
（２）Andom 村は、科学的な研究成果が社会で活用された、社会実装の良い例となった。キャ

ッサバの収量増加という科学的な研究成果が村に受け入れられたが、それと同時に社会の
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構造や意思決定方法を社会･文化人類学の視点から調査し、キャッサバの収量増加の効果を

活用できるよう加工・販売に対し最適な戦略を地域住民と共に考えられたことが、村おこ

し的な機運の醸成という正のインパクトにもつながったと考えられる。地域住民に対する

社会実装に向けては、自然科学の研究に社会･文化人類学的な視点を統合することが重要で

ある。 
 
（３）プロジェクト目標の達成に向けては、分野を跨ぐ協力的な意思疎通が必要である。本プ

ロジェクトでは合同調整委員会（Steering Committee）やチームリーダー会議で個々の研究

活動の進捗が共有されていたが、プロジェクト目標の達成度合いの共有、達成に向けて何

が必要かの議論が遅れた。個々の研究者にも、プロジェクト目標を意識した全体の議論の

促進が期待される。SATREPS のような対象地域が広く分野横断的なプロジェクトを設計す

る場合、本プロジェクトのようにバックグラウンドが異なる多くののチームを取りまとめ

る必要があるので、チームリーダーが全体の議論をうまく促進できるよう、レビュー会議

等を適宜開催することが肝要である。 
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第１章 調査の概要 
 
１－１ 調査団派遣の経緯と目的 

中央アフリカ地域に位置するカメルーン共和国（以下、「カメルーン」と記す）はアフリカの

縮図と呼ばれ、その国内には半砂漠、ステップ、サバンナ、熱帯雨林などアフリカ大陸が有する

ほぼすべての気候・植生がみられる。そしてその国土の南西部に国境を越えて広がるコンゴ盆地

森林地帯は、アマゾンに次いで世界第 2 の面積を誇り、多様な生態系を維持している。 
しかし、ここ 20 年の間の森林面積の減少が問題として認識されるようになってきており、森

林伐採を伴う焼畑耕地の拡大などにより、1990 年には 24 万 3,000 km2 であった面積が 2010 年に

は 19 万 9,000 km2 にまで減少した（FAOSTAT）。この問題に対処するべく、カメルーン政府は 2003
年に森林・環境セクタープログラム（Forest & Environment Sector Program：FESP）を策定するな

どしてきたが、生計を自然資源に頼る森林地帯の人々の生活を十分考慮できておらず、持続的な

生業戦略と森林資源保護の両立に係る研究が求められている。 
そのような状況のなか、カメルーン政府よりわが国に対して、森林伐採や耕地拡大を伴わない

持続的な農業開発、非木材森林資源（Non-Timber Forest Products：NTFPs）の持続的な活用、土壌

－植物間の養分動態に基づく持続的な生態系利用、この 3 つの取り組みによって持続的な生業戦

略と自然資源管理の両立をめざす地球規模課題対応国際科学技術協力（Science and Technology 
Research Partnership for Sustainable Development：SATREPS）が要請された。これを受け、2011 年

7 月から 2016 年 7 月までの 5 年間の協力を実施することとなった。カメルーン側のプロジェクト

実施機関は科学技術・革新省（Ministry of Scientific Research and Innovation：MINRESI）、国立農

業開発研究所（Institute of Agricultural Research for Development：IRAD）、チャン大学、ドゥアラ大

学、ヤウンデ第一大学であり、日本側の実施機関である京都大学と共にプロジェクトを遂行して

きた。 日本側はこれまで延べ 26 名の専門家を派遣しており、カメルーン側は延べ 37 名の研究者

がプロジェクトに従事した。 
今般、プロジェクト期間の終了にあたり、これまでのプロジェクト活動実績・経緯の検証及び

評価５項目に沿った評価を行うとともに、残りプロジェクト期間の課題を確認し、提言及び教訓

を取りまとめることを目的とし、カメルーン側と合同で終了時評価調査を実施した。 
 
１－２ 調査団の構成 

＜日本側＞ 

団  長 鍋田 肇 独立行政法人国際協力機構（JICA）農村開発部 参事役 

計画管理 土井 すみれ JICA 農村開発部 農業・農村開発第二グループ第五チーム 職

員 

評価分析 松田 健志 株式会社シー・ディー・シー・インターナショナル コンサル

タント 

科学技術評価 浅沼 修一 国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）* 研究主幹、名古屋

大学名誉教授 

科学技術評価 新谷 靖 JST 国際科学技術部（SATREPS グループ）主任調査員 
＊：JST はオブザーバー参加。 
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＜カメルーン国側＞ 

リーダー Dr. DONGMO 
Thomas 

科学技術・革新省（MINRESI）科学技術協力部 部長 

メンバー Ms. PEDHOM 
Christine 

農業・農村開発省（MINADER）種子・播種部門 副主任 

メンバー Ms. SANJOH 
Delphine 

環境・自然保護・持続的開発省（MINEPDED）環境教育課 課

長 

メンバー Ms. OBAMA 
Albertine 

経済・計画・地域開発省（MINEPAT）北米・アジア協力課 課

長 

 
１－３ 調査日程 

2015 年 11 月 27 日～12 月 16 日 
 
１－４ 対象プロジェクトの概要 

（１）プロジェクト目標 
カメルーン南部州、東部州の森林帯とその周辺地域において、持続的な土地利用と自然資

源保全の方法が示される。 
 
（２）成 果 

成果１：森林破壊と耕地の外延的拡大を伴わない持続的な農業生産・加工・販売システムの

備えるべき条件が明らかにされる。 
成果２：プロジェクトの活動サイトにおける野生動物を含む非木材森林資源（NTFPs）の生  

態、利用実態等に関する基礎的データ、及びその潜在力と持続性の評価に基づいて、

住民組織による NTFPs 利用体制のモデルが確立される。 
成果３：森林、森林－サバンナ境界域の土壌－植物間の養分動態を明らかにすることによる

生態系の合理的、持続的利用のためのガイドラインが策定される。 
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第２章 調査の方法 
 
２－１ 調査の流れ 

本終了時評価調査は、「新 JICA 事業評価ガイドライン第 1 版」（2010 年 6 月）及び「JICA 事業

評価ガイドライン（第 2 版）」（2014 年 5 月）に沿って実施した。評価の指標となるプロジェクト・

デザイン・マトリックス（Project Design Matrix：PDM）は、2013 年 11 月 29 日に開催された本プ

ロジェクトの第 5 回合同調整委員会（Steering Committee）で承認されたものを使用した（PDM は

付属資料 1 の英文合同評価報告書 Annex 2 を参照）。 
終了時評価に先立ち、プロジェクト関連の報告書（詳細計画策定調査報告書、中間レビュー調

査報告書、各年度の実施報告書、JST へ提出された終了報告書など）を整理・分析した。そして

プロジェクトの実績や実施プロセス、５項目評価に関する評価グリッドを作成し、調査項目、調

査対象者、調査方法を整理した（評価グリッドは付属資料 1 の英文合同評価報告書 Annex 4 及び

付属資料 2 を参照）。 
現地調査では、日本、カメルーン双方の評価者から構成される合同評価調査団による現場視察

や、プロジェクト関係者へのインタビュー・質問票を通して、情報・データを収集した。 
収集した情報・データを整理・分析し、合同評価報告書案（英文）にまとめ、合同評価調査団

内で合意した。その合同評価報告書は 2015 年 12 月 15 日に開催された第 8 回合同調整委員会

（Steering Committee）で承認された。その後、合同評価報告書を基に、終了時評価調査報告書（本

報告書）を作成した。 
 
２－２ 調査項目と方法 

２－２－１ 調査項目 
調査項目は以下のとおりである。 

（１）プロジェクトの実績 
プロジェクトの投入〔専門家・カウンターパート（C/P）の配置、機材、予算〕が計画

どおりになされたかどうかの実績を確認し、その投入の結果、成果（アウトプット）及び

プロジェクト目標が達成されているか、その進捗状況・達成度合いを確認した。 
 

（２）実施プロセス 
プロジェクト活動が計画に沿って実施されてきたか、その活動の進捗度合をモニタリン

グする体制やプロジェクトのマネジメント体制、プロジェクト内のコミュニケーション、

関係組織との協力など、プロジェクト全般の実施プロセスを確認した。 
 

（３）評価５項目 
妥当性、有効性、効率性、インパクト、持続性、の評価５項目の観点から分析を行い、

評価を実施した。５項目の評価の観点は表２－１のとおりである。 
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表２－１ 評価５項目と評価の観点 

評価５項目 評価の観点 

妥当性 妥当性は、プロジェクトの実施に正当性があるのかを評価する。具体的には、

日本の援助政策や相手国の開発政策との整合性はあるか、ターゲットグループ

のニーズに合致しているか、ターゲットエリアの選定は適切だったかを検証す

る。 
有効性 有効性は、プロジェクトの実施により期待される効果が得られたかを評価する。

プロジェクト目標は達成されるか、それは成果の達成の結果もたらされるもの

か、目標達成に影響を与える外部条件や有効性を阻害・貢献する要因などを分

析する。 
効率性 効率性は、投入（インプット）の結果、それに見合った成果（アウトプット）

が産出されているかを検証する。 
インパクト インパクトは、プロジェクトの実施によって、長期的、間接的、波及的効果は

あるか、予期しなかったプラス・マイナスの影響はあるのかを検討する。 
自律発展性 自律発展性は、プロジェクトの終了後にプロジェクトの効果がどれだけ自律発

展するかを、政策面、組織面、財政面、技術面などから検証する。 
 

２－２－２ 情報・データ収集方法 
情報・データは、以下の方法により収集した。 

（１）資料レビュー 
プロジェクト関連の報告書の他、討議議事録（Record of Discussions：R/D）、カメルーン

の開発戦略文書、日本の国別援助方針、ミーティングなどの協議議事録（Minutes of 
Meeting：M/M）など、資料から得られる情報を収集・整理した。 

 
（２）質問票 

日本人専門家・研究者、及び C/P 側研究者・スタッフに対し質問票を事前配布し、実施

プロセスや評価５項目に関する事項を中心に情報・データを収集した。 
 

（３）インタビュー 
日本人専門家・研究者、C/P 側研究者・スタッフ、関係省庁、対象地域の 3 村のフィー

ルドキーパー・住民など、質問票ではカバーし切れない細かな事項や個別の事象に関して、

直接聞き取り調査を実施した。 
 

（４）現場視察 
機材の利用状況、3 村のフィールドステーションやキャッサバの乾燥・加工施設の利用

状況、キャッサバ栽培試験や NTFPs の収集方法、土壌試験の様子など、直接観察した。 
 

２－２－３ 情報・データ分析方法 
得られた情報・データを用いて、成果の発現に貢献・阻害する要因を分析し、評価５項目に

沿って価値判断を行い、提言や教訓を導き出した。 
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第３章 プロジェクトの実績と現状 
 
３－１ 投入の実績 

３－１－１ 日本側の投入 
（１）専門家派遣 

本プロジェクトには 2015 年 11 月末までに、長期専門家として延べ 2 名の業務調整員が

計 55.7 人月（MM）の期間、そして短期専門家として延べ 24 名の研究者が計 147.3 MM の

期間、派遣された。派遣の詳細は付属資料 1 の英文合同評価報告書 Annex 5 を参照された

い。 
 

（２）本邦研修への参加 
カメルーン側 C/P の 9 名が本邦研修の「環境適応型農林業技術開発」に参加した。詳細

は付属資料 1 の英文合同評価報告書 Annex 6 を参照されたい。 
 

（３）機材供与 
2015 年 11 月末までに調達された機材は実験室用あるいはフィールド用の実験機材・器

具、車両、コンピュータなどで、合計額は 5,822 万 9,755 円（2 億 9,406 万 267 FCFA1）で

あった。詳細は付属資料 1 の英文合同評価報告書 Annex 7 を参照されたい。 
 

（４）現地業務費支出 
JICAより支出された現地業務費は、合計で 1億 3,371万 4,662円（6億 7,525万 9,041 FCFA）

であった。年度ごとの支出実績は次の表のとおりである。 
 

表３－１ 日本側の現地業務費支出実績 

年 度 2011 2012 2013 2014 2015(*1) 

現地業務費

（FCFA） 
165,120,868 194,522,459 122,720,969 153,389,190 39,505,555 

合計（FCFA） 675,259,041 

合計（円） 133,714,662 
*1：2015 年度は上半期（9 月末まで）の支出額。 

 
３－１－２ カメルーン側の投入 
（１）C/P 配置 

2015 年 11 月末までに、延べ 37 名の研究者・スタッフがプロジェクトに配置された。

MINRESI から 1 名、IRAD から 25 名、チャン大学から 7 名、ドゥアラ大学から 3 名、ヤ

ウンデ第一大学から 1 名である。詳細は付属資料 1 の英文合同評価報告書の Annex 8 を参

照されたい。 
 

                                                   
1 本報告書内では、本終了時評価調査時の為替レート（1.00 円 = 5.05 FCFA）に基づいて計算した。 
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（２）建物、施設、土地の提供 
カメルーン側より、IRAD 内のプロジェクト執務室が 3 部屋と倉庫 1 室、Andom 村には

フィールドステーション用地（0.15 ha）、4 カ所の試験圃場用地（各 0.7 ha）、4 カ所のキャ

ッサバ乾燥施設用地（各 0.03 ha）、Bityili 村にはキャッサバ加工場用地（0.03 ha）と 3 カ

所の試験圃場用地（Mékoto、Tyele、Minkon-Mingon 地区に各 1 ha）、Gribé 村にはフィール

ドステーション用地（0.3 ha）が提供された。 
 

（３）現地業務費支出 
カメルーン側より、現地業務費として計 6,534 万 6,535 円（3 億 3,000 万 FCFA）の予算

が確保された。カメルーン側 C/P ファンド（CF）の申請手続きが変更され、正しい手続き

が踏めずに支出されなかった 2014 年には、IRAD の予算から現地業務費が割り当てられた。

年度ごとの割当額は次の表のとおりである。 
 

表３－２ カメルーン側の現地業務費予算 

年 度 2012 2013 2014 2015 

カウンターパートファンド（FCFA） 150,000,000 50,000,000 - 100,000,000

IRAD ファンド（FCFA） - - 30,000,000 - 

合計（FCFA） 330,000,000

合計（円）  65,346,535

 
３－２ 成果の達成状況 

３－２－１ 成果１：森林破壊と耕地の外延的拡大を伴わない持続的な農業生産・加工・販売

システムの備えるべき条件が明らかにされる。 
成果１は「持続的な農業生産システム」「キャッサバの加工・販売システム」「キャッサバの

加工・販売システムの確立と普及のための文書・記録化」の 3 つのカテゴリーに分けられてお

り、成果の達成度を測るための指標が合わせて 10 項目設けられている。 
「持続的な農業生産システム」では、試験圃場での研究によって必要なデータはほぼ得られ

ており、一部の収量結果を待って、持続的農業生産のためのガイドラインをプロジェクト終了

までに作成する予定である。 
「キャッサバの加工・販売システム」では、加工品や市場の分析、そして各村で実施する加

工品の選定が終わり、加工品を生産するための施設も建設され稼働している。キャッサバの加

工・販売システムに必要な加工施設の運営コストと労働投入量のデータがプロジェクト終了ま

でに取得･分析される予定である。 
「キャッサバの加工・販売システムの確立と普及のための文書・記録化」では、加工施設を

利用する共同組織が結成されており、前述のデータを取得後、キャッサバの加工・販売システ

ムを確立する予定である。 
計 10 項目設定されている指標の終了時評価時点での達成度は次の表にまとめたとおりであ

る。結論として成果１は、プロジェクト終了までに達成される見込みであると判断した。 
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表３－３ 成果１の達成状況 

指 標 進捗状況（2015 年 11 月末現在） 評 価 

1-1 持続的な農業生産システム 

1-1-1：試験圃場に

おける、土のう垣

設置による土壌侵

食防止効果のデー

タが獲得され、イ

ンフラ整備マニュ

ア ル が 作 成 さ れ

る。 

Andom 村（2010、2012、2013）と Bityili 村（2013～2015）の

試験圃場での研究により、土のう垣設置による土壌浸食防止

効果のデータが以下のとおり獲得された。 
- Andom 村では、キャッサバ栽培区では土壌流亡量は許容範

囲 1 kg/m2/年（10 t/ha/年）を超えるが、土のう垣設置によ

り、土壌流亡量は 0.86 kg（2010）、0.3 kg（2012）、0.68 kg
（2013）と許容範囲内に収まった。 

- Bityili 村では、キャッサバ栽培区の年間土壌流亡量が 0.5～
5.93（t/ha/年）であり、もともと許容範囲内ではあったが、

土のう垣の設置により、土壌侵食量の減少効果がみられた。 
土のう垣設置のためのインフラ整備マニュアルは「持続的農

業生産のためのガイドライン」（指標 1-1-5）の一部として、

プロジェクト終了までに作成される予定である。 

未達成 

1-1-2：試験圃場に

おける、キャッサ

バ改良品種導入に

よる実証データが

集積される。 

キャッサバ改良品種導入による実証データが以下のとおり集

積された。 
- Andom 村（ 2011～ 2013）の試験結果では、改良品種

（TMS92/0326、TMS96/1414）は在来品種に比べて 2～5 倍

の収量であった。 
- Bityili 村（ 2013、 2014）の試験結果では、改良品種

（TMS92/0326、TMS96/1414、IRAD8034）は在来品種に比

べて 1.4 倍の収穫量であり、TMS92/0326 と TMS96/1414 は

他品種に比べて茎部／塊根比率が低く、光合成産物が効率

よく塊根に蓄積されることが判明した。 

達 成 

1-1-3：キャッサバ

試 験 圃 場 に お け

る、耕地のテラス

化、カバークロッ

プ導入、耕運機す

き込みによる増収

効果の実証データ

が集積される。 

- 2 年間の Pueraria 休閑地では、非休閑地と比べて 2 倍程度

の収量増加がみられた。収穫後の土壌全窒素は 0.05%増加

しており、2 年間の Pueraria 休閑による土壌肥沃度増進効

果が明らかになった。 
- また、窒素固定能が有意に高い S3-4 系統を接種した

Pueraria のプロットでは、通常のプロットに比べて空中窒

素固定量が 2.44 倍、土壌窒素吸収が 1.6 倍に増大し、全体

として窒素吸収量が 83%増加した。 
- 現在、大豆導入による耕作休閑の試験を開始しており、畝

間を 1.8 m として耕運機による除草作業を可能とするほか、

キャッサバと同時にカバークロップを植えることによりキ

ャッサバの連作の可能性を試みている。 

一部達成

1-1-4：森林帯にお

ける（持続的）栽

培技術に関する実

証データが集積さ

れる。 

森林帯での実証データが集積された。 
- 2013 年 10 月より、 Gribé 村でキャッサバ改良品種

（TMS92/0326、TMS96/1414）と在来品種 Toso の生育試験を

開始し、2014 年 11 月に収量調査をした結果、TMS92/0326 は

10.5 t/ha、TMS96/1414 は 15.6 t/ha、Toso は 5.7 t/ha であった。 

達 成 
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1-1-5：持続的農業

生産のためのガイ

ドラインが作成さ

れる。 

持続的農業生産のためのガイドラインは、既に得られている、

Bityili 村でのキャッサバ試験栽培の結果と Andom 村での休閑

地の被覆作物（大豆）の収量データを分析のうえ、プロジェ

クト終了までに作成される予定である。作成後は 100 部印刷

し、農家や関係の省庁・団体に配布される予定である。 

未達成 

1-2 キャッサバの加工・販売システム 

1-2-1：キャッサバ

在来加工品の市場

調査の分析結果が

得られる。 

- 2013 年にキャッサバ加工品に関わるコスト分析、2014 年に

キャッサバ加工品の市場調査とキャッサバ加工品の価格分

析、2015 年にも再度市場調査が実施された。 
- 調査では 5 つの主要なキャッサバ加工品（キャッサバ・ス

ティック、キャッサバ・フライ、タピオカ、キャッサバ粉、

フフについて、Ebolowa 市周辺だけでなく、Kye-Ossi 郡（赤

道ギニア国境）、Abang Minko’o 町（ガボン国境）そして

Yaoundé 市でも調査し、生産・加工・販売までのバリュー

チェーンの中の付加価値、コスト、中間マージンなどが分

析された。 

達 成 

1-2-2：キャッサバ

加工･食飲料品の

分 析 結 果 が 得 ら

れ、加工品が選定

される。 

- キャッサバに 3 処理（①水浸発酵処理－天日乾燥、②非発

酵－天日乾燥、③非発酵－電熱乾燥）を行った結果、①水

浸発酵処理－天日乾燥がキャッサバゲルをより固くしっか

りとしたものにすることが判明した。またゲルの固さは品

種や栽培期間によって変化することが分かった。 
- 加工食品の食味試験（①浸水処理をした乾燥キャッサバ粉、

②浸水処理をしないキャッサバ粉）をした結果、①キャッ

サバ粉は従来 Andom 村ではほとんど生産されてこなかっ

たが品種によっては自家消費用としても受容され得る（住

民の嗜好性）、②改良品種キャッサバを生イモ乾燥ののち製

粉した場合、市場価値の高い「白い」キャッサバ粉生産が

可能となることが分かり、キャッサバ粉を用いてパンを試

作した結果、フランスパンであれば小麦粉に対して 15%ま

で、油脂類を用いる菓子パンでは 70%までの割合でキャッ

サバ粉を使用可能であることが分かった。 
- また、キャッサバ酒に関して、在来の醸造法の改良（品質、

生産性）を目的として、単離酵母の諸性質の解析、醸造法

の改良を行い、またその醸造法について「在来醸造研究ハ

ンドブック」が作成された。 
- 各種分析の結果、Andom 村ではキャッサバ・チップス（発

酵処理したキャッサバを乾燥させたもの）とキャサッバ粉

が、Bityili 村ではキャッサバ・スティック、フフ、タピオ

カが、村で取り組んでいく加工品として選定された。 

達 成 

1-2-3：選定された

キャッサバ加工品

の簡易加工施設が

建設され、加工施 

- Andom 村では 2 カ所の加工施設が 2014 年 7 月までに、他 2
カ所も 2015 年 8 月までに建設され、4 カ所すべてが稼働し

ている。 
- Bityili 村では 2013 年 6 月に建設が完了し、発動機駆動バト 

未達成 
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設の処理能力、運

営コスト、労働投

入量データが集積

される。 

ン製造機 1 台、発動機駆動おろし機 1 台、プレス機 1 台が

設置され、2014 年 9 月より本格稼働した。 
- Andom 村、Bityili 村、それぞれの加工施設の処理能力のデ

ータは集積された。運営コスト、労働投入量のデータはプ

ロジェクト終了までに集積される予定である。 

 

1-3 キャッサバの加工・販売システムの確立と普及のための文書・記録化 

1-3-1：加工施設の

運営・加工品の販

売のための共同組

合組織の規約が策

定される（共同組

合メンバー、運営

規約）。 

2013 年 10 月、Andom 村、Bityili 村で、村長を交えた村民会

議が開催され、カメルーン熱帯雨林とその周辺地域における

持続的生業戦略の確立と自然資源管理（FOSAS）運営委員会

（FOSAS Village Committee）の結成が承認され、メンバーが

決定した。その後 Andom 村では、会議を重ねて 2014 年 12 月

に運営規約が定められた。Bityili 村では村の社会･歴史的な事

情もあり規約は定められておらず、委員会のメンバーも 100
名から 20 名へと減少した。 

一部達成

1-3-2：コスト計算

に基づく販売シス

テムモデルが構築

される。 

販売システムモデルは、指標 1-2-3 で集積されるデータに基づ

き、プロジェクト終了までに構築される予定である。 
未達成 

 
３－２－２ 成果２：プロジェクトの活動サイトにおける野生動物を含む非木材森林資源

（NTFPs）の生態、利用実態等に関する基礎的データ、及びその潜在力

と持続性の評価に基づいて、住民組織による NTFPs 利用体制のモデルが

確立される。 
成果２には、その達成度を測る指標が 6 つ設定されている。成果２の 終目標である「住民

組織による NTFPs 利用体制のモデル」の確立に向けて、NTFPs に関するさまざまなデータは収

集されており、プロジェクト終了までにモデルが確立され、成果２は達成される見込みである

と判断した。 
各指標の終了時評価調査時点での達成度は次の表のとおりである。 

 
表３－４ 成果２の達成状況 

指 標 進捗状況（2015 年 11 月末現在） 評 価 

2-1：NTFPs 利用実

態に関する実証デ

ー タ が 集 積 さ れ

る。 

NTFPs 利用実態に関する実証データが集積された。 
- Gribé 村において、2012 年 8 月から 2014 年 10 月まで、狩

猟採集民バカ族（ピグミー系）と農耕民コナベンベ族（バ

ントゥー系）の、森林、農地、休閑地で採取した産物の品

目、重量、採取場所を記録した。その結果、①両民族とも

デンプン食物のほとんどを農作物に依存するが、バカ族は

乾期や小乾期に営む森林内のキャンプ生活で野性ヤムが不

可欠、②副食の蔬菜は森林や休閑林の NTFPs を利用、③獣

肉はコナベンベ族でほぼ毎日、バカ族で 2 日に 1 日消費、

④油脂食物や調味料は野生果実などの NTFPs に全面的に依 

達 成 
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 存、⑤薬、道具、建材として多様な野生植物が使用され、

その大半は古い休閑林や森林から採取、⑥バカ族は現金購

入する食料はほとんどない、ことが分かった。 
- また、35 種の NTFPs が売買の対象となることが判明した。

も種類が多く売り上げが大きかったのは油脂〔果実の種

子内の仁（ナッツ）から得る〕であり、その他の調味料等

の野生果実がそれに続いた。 
- 現金収入源のうち NTFPs が占める割合は、コナベンベ族で

25%、バカ族で 90%だが、売上高はコナベンベ族がバカ族

の 10 倍以上であった。 

 

2-2：NTFPs の生態

学的データが集積

される。 

Gribé 村において、NTFPs の生態学的データが以下のとおり集

積された。 
- 森林構成樹種のインベントリ：長さ 5 km、幅 5 m のトラン

セクトを 16 本設置して調査した結果、464 種の樹木が 1 ha
当たり 539 本の密度で生育していることが分かった。森林

は一次林、老齢二次林、若齢二次林、畑、カカオ・アグロ

フォレスト、湿地などの 8 タイプに区分され、各植生タイ

プにはそこにしかない固有の樹種の生育が認められる一

方、どの植生タイプにも出現する樹木の 11 種を特定した。 
- 有用植物の広範にわたる分布と人間活動との関係：①樹木

の多様度指数が も高いのは、焼畑を含む住民が利用する

区画（アグロフォレストゾーン）であることが分かった。

②焼畑などの小規模開墾と長期休閑に基づく農業を通した

森林への介入は、生物多様性の維持に貢献していることが

分かった。③バカ族による小規模の森林攪乱は、野性ヤム

の生産量の増大につながることを実証した。 
- 食用資源または換金資源として大きな価値を有する野生果

実の季節性と生産量：野生果実 10 種（計 117 個体）を選択

し、その結実時期と落下量を記録した結果、各種は特有の

結実期があることが判明した。つまり住民は年間を通して

いずれかの果実を継起的に利用可能である。 
- 油脂に富む野生果実の生態的潜在力は極めて高く、主要な

7 種だけでも年間 16 万 kcal/ha の熱量を生産、22 人/km2 の

人口をまかなうエネルギーに相当する。 
- 住民が頻繁にアクセスする範囲の NTFPsの潜在的価値は約

9 億 FCFA（約 1 億 8,000 万円）だが、実際の利用率は多く

の植物性 NTFPs において 1～3%である。 
- 動物相と狩猟：504 km2 の範囲で中型～大型動物の生息状況

を調査（2 km のトランセクトを計 227 本設置）した結果、

31 種の動物の生息を確認した。動物の痕跡分布と人間活動

の痕跡（狩猟、農業）の分布では、両者は負の関係であっ

た。しかし、狩猟の 6 割が一次林を含む広範に罠をしかけ

てのダイカー類の捕獲であり、目的は自給のためだが、狩

猟圧は基準値よりも高いと推量される。 

達 成 
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2-3：NTFPs の成分

分析データが集積

される。 

主要な野生果実・葉菜について、成分の基礎分析、及びアミ

ノ酸、脂肪酸、ミネラルの含有量について分析し、データを

集積した。 
達 成 

2-4：NTFPs のイン

ベントリ及び、デ

ー タ ベ ー ス が 作

成・構築される。 

Gribé 村で収集された 704 種類、南部州の Mvangan 郡、Amban
郡、Akom II 郡のコミュニティ・フォレストや Ebolowa 市周辺

で収集された 58 種類、Andom 村の老齢二次林と若齢二次林、

及び裏庭から採集された数十種類の NTFPs については、イン

ベントリが作成された。 
データベースに関しては、京都大学が保有しているアフリカ

有用植物データベース（On-line Database for Plant Utilization 
Information in Africa：AFlora）を利用する計画で、プロジェク

ト開始前に京都大学がカメルーンの南部州と東部州で収集し

た 950 種の NTFPs をデータ入力し、プロジェクト期間で収集

した NTFPs もデータ入力する予定であった。しかし遺伝資源

へのアクセスと利益配分（Access and Benefit Sharing：ABS）
の問題でカメルーン側と合意が取れていないため、AFlora デ

ータベースへの入力には至っておらず、公開を行わない代替

データベースの作成・構築が検討中である（対策については

第５章５－１－１（３）の提言を参照のこと）。 

未達成 

2-5：森林資源利用

管理のための住民

組織の活動の記録

が蓄積される。 

- バカ族の 3 グループを対象に、グループ間の資源採取（ア

クセス）の範囲の重複状況について GPS を用いて調査し、

森林資源の参加型地図が作成された。資源へのアクセス範

囲の重複が緩やかに回避されている傾向が示唆された。 
- 住民が記述に不慣れであるため住民組織の活動記録は書面

として残っていないが、プロジェクト期間中にコナベンベ

族女性による 4 つのグループが形成され、NTFPs の収集と

販売の活動を行った。そのうち 2 つは現在も活動を継続し

ている。 
- NTFPs から得られる経済利益を高め、かつ村全体で共有す

る目的で、「Kona-Baka」と呼ばれる男女、そしてコナベンベ

族・バカ族混合の住民組織が 2014 年に結成された。しかし

ながらコナベンベ・バカ間の利益配分の不平等（コナベンベ

族がより得をする）のため、両民族の経済格差を拡大させる

という課題に配慮せねばならないことが指摘された。 

達 成 

2-6：NTFPs 利用に

基づく持続的森林

管理モデルが構築

される。 

NTFPs 利用に基づく持続的森林管理モデルの構想が 2015 年

11 月の国際シンポジウムで発表された。住民組織が利用でき

る具体的なモデルについては、プロジェクト終了までに構築

される予定である。 

未達成 

 
３－２－３ 成果３：森林、森林－サバンナ境界域の土壌－植物間の養分動態を明らかにする

ことによる生態系の合理的、持続的利用のためのガイドラインが策定さ

れる。 
成果３には、その達成度を測るための指標が 3 つ設定されている。成果３の 終目標である
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生態系の合理的、持続的利用のためのガイドラインを策定するためのデータは各種の試験で得

られており、同ガイドラインがプロジェクト終了までに策定され、成果３は達成される見込み

であると判断した。 
各指標の終了時評価調査時点での達成度は次の表のとおりである。 

 

表３－５ 成果３の達成状況 

指 標 進捗状況（2015 年 11 月末現在） 評 価 

3-1：土壌気象観測

システムデータ及

び、土壌、土壌溶

液分析データが集

積される。 

- Andom 村、Bityili 村で、2012 年 4 月より土壌気象モニタリ

ング（降水量、気温、地温、土壌水分量の日変動・季節変

動）が実施されている。 
- 土壌分析：Andom 村の土壌は赤色オキシソル（Oxisols）で

ある。森林の土壌はサバンナの土壌に比べて pH が低く、炭

素：窒素比も低い（炭素に対する窒素の割合が多い）とい

う特徴が判明した。また、森林は堆積腐食層下に大量の硝

酸イオンが移動しており、それに伴い塩基類（カリウム、

マグネシウム、カルシウム）もまた大量に下層に移動して

いた。すなわち、森林の土壌は開放的な物質循環であり、

サバンナの土壌はイオンの移動量が著しく少なく硝酸イオ

ンがほとんど存在しないことから閉鎖的な物質循環である

ことが分かった。一方、Bityili 村の土壌は黄色アルティソ

ル（Ultisols）である。表層に厚いルートマットが形成され

ており（Andom 村の土壌では形成されていない）、つまり、

土壌酸度の違いが表層のルートマット形成に影響し、養分

循環パターンを決定することが示唆された。具体的には、

中程度の酸性の Andom 村では開放的な養分循環パターン

を、強度の酸性を示す Bityili 村では閉鎖的な養分循環パタ

ーンを示した。 
- 土壌溶液分析：Andom 村において、土壌－植物間の物質動

態（窒素・リン）を調査するため、森林・サバンナ域の、A）

土壌水分動態、B）開墾直後の土壌水分動態、C）開墾して

3 年後（キャッサバの作付け）、において調査した結果、森

林の開墾はサバンナの開墾に比べて、損失する養分量（特

に窒素）が極めて多いため、森林を開墾した耕地には単年

性の畑作物よりも、下層に溶脱した養分をポンプアップで

きる樹木性の作物が適していることが判明した。 
- 結論として、森林生態系における土壌－植物間の養分循環

パターンが土壌条件によって大きく異なる可能性が定量的

に明らかになった。また、森林を開墾するときに、土壌条

件（例えば土壌酸性）を加味した土地利用方策を考える必

要があることが示唆された。 
- さらにカメルーン全土の計 115 地点において土壌断面試料

（計 500 以上）を採取し、土壌肥沃度特性を解明した。結 

達 成 
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 論として、土壌鉱物・肥沃性に関してカメルーン全土のな

かでの各サイトの位置づけが明らかになり、東部（Andom
村、Gribé 村）地域は特徴的・典型的なオキシソル、南部

（Bityili 村）地域はアルティソルに近い性質である。土地

管理に関しては、オキシソルでは養分管理、アルティソル

では酸性改良と異なる対策を取るべきであることが分かっ

た。 

 

3-2：キャッサバ試

験圃場における土

壌微生物動態解析

にもとづく、土壌

有機物管理モデル

が構築される（学

術 的 に 承 認 さ れ

る）。 

- 森林の土壌の方がサバンナの土壌に比べて土壌中の利用可

能な無機態窒素が豊富で、土壌 pH は低いことが分かり、土

壌水分と土壌微生物バイオマス態リンの間に正の相関関係

があることが分かった。一方、サバンナでは窒素と土壌微

生物バイオマス態リンの間に正の相関関係がある。つまり、

森林ではリン制限、サバンナでは窒素制限となる。 
- 森林では土壌中の窒素が極めて豊富なのに対し、土壌微生

物バイオマス態窒素がサバンナの土壌より低く、かつ土壌

微生物態の炭素：窒素比は、森林の方がサバンナよりも高

い。このことは、土壌微生物の基質自体が微生物バイオマ

ス態窒素を制御しているわけでないことを示す。 
- 休閑年数の異なる森林の土壌においては、休閑年数が短い

方が、休閑年数の長い森林の土壌よりも土壌炭素量と土壌

pH は高い。よって、森林植生下の休閑機能は、土壌肥沃度

の回復というよりも、休閑林の樹体中への養分元素の回

収・再集積であると考えられる。 
- 結論として、森林－サバンナ境界帯において、植生ごとに

土壌微生物の活動を制限している養分元素が異なる（森

林：リン、サバンナ：窒素）ことが示され、開墾後の農地

管理は植生ごとに留意すべき養分元素が異なることが明ら

かとなった。 
以上の土壌微生物動態解析に基づく土壌有機物管理のモデル

は以下の論文に詳しく、学術的に承認された。 
- Sugihara S, Shibata M, Mvondo Ze A, Araki S, Funakawa 

S.(2015) Effect of vegetation on soil microbial C, N, and P 
dynamics in a tropical forest and savanna of Central Africa. 
Applied Soil Ecology 87,91-98. 

- Araki, S., Funakawa, S. 2014: Effect of vegetation on soil C, N, 
P and other minerals in Oxisols at the forest-savanna transition 
zone of central Africa. Soil Science and Plant Nutrition, 60(1), 
1–15 

達 成 

3-3：生態系の合理

的、持続的利用と

ガイドラインが作

成される。 

生態系の合理的、持続的利用のためのガイドラインは、プロ

ジェクト終了までに作成され、指標 1-1-5 で作成される持続的

農業生産のためのガイドラインとともに、農家や関係の省

庁・団体に配布される予定である。 

未達成 
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３－３ プロジェクト目標の達成状況 

プロジェクト目標：カメルーン南部州、東部州の森林帯とその周辺地域において、持続的な土

地利用と自然資源保全の方法が示される。 
 

指標：「森林－サバンナ域の持続可能性モデル」に必要な実証データが得られ、その分析結果が

発表される。 

 
持続的な土地利用と自然資源保全の方法を示すための「森林－サバンナ域の持続可能性モデル」

は、以下の理由によりプロジェクト終了までに構築され、プロジェクト目標は達成される見込み

であると判断した。 
 

（１）モデル構築のために重要なデータが既に取得済みである。 
 

（２）日本・カメルーンの双方の研究者はモデル構築に向けた精力的な議論を 2016 年 3 月に実  

施することが見込まれている。 
 

（３）成果１、２、３のすべてにおいて達成が見込まれている。 
 
３－４ プロジェクトの実施プロセス 

３－４－１ プロジェクトの意思決定とモニタリングシステム 
本プロジェクトの意思決定システムは機能した。 高意思決定機関である合同調整委員会

（Steering Committee）はこれまでに 8 回開催されており、プロジェクト全体のフレームワーク

や年間の活動計画（Plan of Operations：PO）、予算計画などを協議し承認してきた。また各回の

会議では PO に沿って個々の活動の進捗も報告された。 
合同調整委員会（Steering Committee）に加え、科学技術・革新省の主導による「モニタリン

グ＆評価ユニット」も存在する。同ユニットはプロジェクトに対し直接の意思決定権はもたず、

PO に沿った細かい活動の進捗を把握することはないが、プロジェクト外部からのモニタリン

グ機関として機能した。 
カメルーン側 C/P の代表としてプロジェクトを束ねるプロジェクト・マネジャーと、日本側

研究者のカメルーンでの活動を調整する日本側長期専門家（業務調整員）も毎月の会議に招待

されており、同ユニットが問題を把握した際は現場視察も行っている。2014 年以降では 3 回の

現場視察を行い、3 対象地域をすべて訪問した。訪問時は地域住民とも積極的にコミュニケー

ションを図り、得られたコメントをプロジェクトへフィードバックしている。同ユニットは郡

や市レベルにも働きかけを行っており、プロジェクト活動への巻き込みにも貢献している。 
このように意思決定とモニタリングの仕組みは一定レベルで機能する一方、個々の研究が成

果達成にどう貢献し、全体としてプロジェクト目標に向け前進しているかの検討はタイムリー

でなかった。プロジェクト PO に沿った個々の進捗はチームリーダーレベルで把握されたが全

体での共有や検討が弱く、これがプロジェクト目標達成の遅れの一因になったと考えられる。 
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３－４－２ プロジェクトの円滑な実施のためのコミュニケーション 
本プロジェクトの研究領域は幅広く、日本・カメルーン双方から延べ 63 名の専門家・研究

者・スタッフが参加した。研究分野により研究手法も異なるため、プロジェクトでは農業、森

林、土壌、食品の 4 つのチームに分けて、日本側・カメルーン側で計 8 名のチームリーダーを

立て、各チームの研究活動を進めつつ、全体として各チームの成果を統合しプロジェクト目標

の達成をめざした。 
その具現化には研究者間・チーム間のコミュニケーションが鍵であり、このことは次節３－

５で記載のとおり中間レビューでも指摘されていたため、プロジェクトではチームリーダー会

議を約 4 カ月に 1 回程度の割合で開催する対応を取った。しかし、プロジェクトの後半では一

部のリーダーがプロジェクト活動に消極的となり、チーム間の連携は時に十分でなかった。チ

ーム内のカメルーン側と日本側のコミュニケーションは、個々の研究者間では十分に行われた

が、カメルーン・日本のどちらかのチームリーダーの参加が不十分なチームでは弱く、全体と

して研究者間のコミュニケーションには課題もあった。このことが各成果の取りまとめの遅延

とプロジェクト目標の達成にも影響したと考えられる。 
全体の良好なミュニケーションは、個々の研究者の努力だけでは得られず、マネジメントの

課題である。共同研究に消極的な一部チームリーダーは調査時点で 1 年以上活動に参加してい

なかったが、依然としてチームリーダーとして正式に任命されていた。チーム間、そしてチー

ム内のカメルーン側と日本側のコミュニケーションを活発にするため、積極的に活動できる新

チームリーダーを任命する必要があったと考えられる。 
 

３－４－３ セミナー・ワークショップ・成果物 
セミナーとワークショップの開催実績は、付属資料 1 の英文合同評価報告書 Annex 9 のとお

りである。そしてプロジェクトの成果物は、同じく付属資料 1 の英文合同評価報告書 Annex 10
を参照されたい。 

 
３－５ 中間レビュー調査での提言事項の進捗 

2013 年 11 月に実施された中間レビュー調査において、プロジェクトの運営面、及び技術面に

関して、以下の 12 の提言がなされた。本調査においてそれらの提言への対応状況を確認した。対

応状況は以下の表のとおりである。 
 

表３－６ 中間レビュー調査での提言事項への対応状況 

提 言 対応状況 

プロジェクトに対する提言 

（１）プロジェクト目標具現

化のための戦略策定 
中間レビュー調査が提言した期限の 2014 年 11 月までには戦略

は策定されなかったものの、2015 年 2 月にその具現化に向けて

の計画を協議し、2015 年 8 月までにモデルのドラフトを準備す

ることが決定された。 
（２）研究チームリーダー会

議の実施 
中間レビュー以後、2013 年に 1 回、2014 年に 4 回、2015 年に

1 回の計 6 回の会議を実施した。また、2015 年 11 月に実施さ

れた国際シンポジウムの準備のための会議が 5 回開催された。
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 ただし、一部のリーダーの不参加のため、2014 年以降は全リー

ダーが集まる機会はなかった。 
（３）地域住民のエンパワメ

ント 
中間レビューは、①プロジェクト活動を簡潔に説明する立て札

（看板）の設置、②キャッサバなど栽培試験品種の立て札表示、

③英語、フランス語、ローカル言語でのプロジェクトの説明資

料の作成、を提言した。①②に関し、終了時評価調査時点で未

実施だったが、③について、パンフレット、リーフレット、3
対象地域用のビデオが作成済み、Andom 村と Gribé 村の地域住

民に向けた、プロジェクト成果と活用方法を説明する新パンフ

レットとパワーポイントが作成中であった。 
（４）中央アフリカ森林協議

会 （ Central African 
Forests Commission ：

COMIFAC）との連携 

COMIFAC 自体との連携には至っていないが、JICA が協力する

「COMIFAC 諸国における生物多様性保全・利用及び気候変動

対策促進プロジェクト」が 2015 年 8 月からカメルーンを拠点

として開始されており、同プロジェクトとの情報交換が行われ

ている。同プロジェクトに本プロジェクトに従事した日本側専

門家とカメルーン側学生が参加予定であり、本プロジェクトの

研究成果が COMIFAC プロジェクトのパイロット事業で活用さ

れる見込みである（詳細は、第４章４－１－５（３）の表４－

１参照）。 
（５）森 林 ・ 野 生 生 物 省

（MINFOF）の国立公園

スタッフ（Eco-Guards）
の活動への参加要望 

同省の要望は聴取されたが正式に要請されていないため、プロ

ジェクトの対応には至っていない。本終了時評価調査において

プロジェクト期間内の on-the-job-training 実施を検討したとこ

ろ、バカ族が自給のために行う国立公園外での狩猟でも

Eco-Guards に追い払われたり拘留されたりした経験をもち、

Eco-Guards を含む外部者に恐怖感があると判明。Eco-Guards の
プロジェクト活動への参加により、Gribé 村での活動の持続性

が損なわれる危険性もあり得ることから、正式要請の取付けを

断念し、プロジェクトの対応も求めないこととした。 
（６）AFlora（データベース

システム）の利用法検

討 

現在 AFlora データベースには、プロジェクト開始前に収集され

たカメルーンの NTFPs950 種が登録されるが、本プロジェクトで

収集した NTFPs データは未登録である。AFlora の利用は、前述

の ABS の課題もあり、プロジェクトで 終合意されていない（こ

れに関連しては第５章５－１－１（３）の提言を参照のこと）。

（７）NTFPs 標本管理 標本管理の方法が 2015 年 8 月に決定された。IRAD 管轄下の国

立植物標本館（National Herbarium）での保存・管理も検討され

たが、新種や未収集のものでないため、当面は各研究者が保管

し、それぞれの研究に活用することとなった。また標本リスト

は同標本館と共有することとなった。 
（８）Bityili 村のキャッサバ

加工機械の調整（修理） 
調整（修理）しても騒音を回避することが難しいことが判明し、

防音ヘッドフォンを導入した。 
（９）Gribé フィールドステ 

ーションへの移動時の

安全確保 

2014 年 12 月にプロジェクトによる現地調査が実施され、日本

側専門家が当フィールドステーションに滞在する際は車をフ

ィールドステーションに 1 台確保しておく方針が定められた。
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カメルーン側に対する提言 

（１）フィールドステーショ

ンの活動継続 
村落住民が活用・運営するフィールドステーションの土地登記

等に関し IRAD が郡、市、村長、地域住民と協議中。IRAD は、

土地・施設を IRAD に移管したのち、各ステーション 1 名のフ

ィールドキーパーの雇用を IRAD が引き継ぎ、プロジェクト活

動の自立発展性確保に向けて各ステーションの活用方針を策

定のうえ予算確保する計画である（第５章５－１－１（５）の

提言を参照のこと）。 
（２）研究者の雇用 農業班と森林班の研究者の異動やプロジェクトからの離脱の

際は、速やかに合同調整委員会（Steering Committee）に報告さ

れ、代わりの研究者が補充された。 

日本側に対する提言 

（１）食品科学分野の専門家

派遣 
食品班の日本人側チームリーダーの交代後、同リーダーを含め

専門家の追加派遣は行われなかった。他方、本プロジェクトの

枠外で日本側学生が現地へ渡航し、食品班のカメルーン側チー

ムメンバーとの間で連携した。 
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第４章 評価結果 
 
４－１ 評価５項目による評価結果 

４－１－１ 妥当性 
以下の理由により、妥当性は高いと評価した。 

 
（１）カメルーン政府の政策との整合性 

カメルーン政府の政策はプロジェクトの開始当初から大きな変更はなく、プロジェクト

は引き続きそれら政策と合致している。2009 年に策定された「雇用と成長のための戦略文

書（2010/2020）」では環境資源の減少を食い止めるべく持続的な開発に取り組む方針が記

されており、2005 年～2015 年の「農村開発戦略」では 4 つのチャレンジとして「農村の

近代化と成長の促進」「農村地域の貧困削減」「食料安全保障と自給自足」「自然資源の持

続的管理」をめざすとし、7 つの戦略目標の 1 つ目と 2 つ目に「農業生産と供給の持続的

発展」と「自然資源の持続的管理」が掲げられている。 
現地調査でのインタビューと質問票では、MINRESI、MINEPDED、MINADER、MINFOF、

MINEPAT のすべての関係者が各省の方針とプロジェクトの方向性は合致しており、プロジ

ェクト内容にとても関心があると述べた。特に MINADER では「農業の市場投資と開発プ

ロジェクト（Agricultural Market Investment and Development Project：PIDMA）」を世界銀行

の協力により 2014 年から 2019 年までの予定で実施しており、キャッサバを含む農業生産

の増大をめざしているため、関心が高い。以上のことから、本プロジェクトの内容はカメ

ルーン政府の政策との整合性が高いといえる。 
 

（２）日本の開発援助政策との整合性 
2012 年に策定された日本の対カメルーン国別援助方針では、上記「雇用と成長のための

戦略文書（2010/2020）」に基づいてカメルーンの取り組みを支援することを大目標として

掲げている。そしてそのなかの 3 大重点分野の 1 つが「農業・農村開発」であり、さらに

コンゴ盆地森林地帯の森林資源の持続的な管理・保全の支援も検討することとしている。

以上のことから、本プロジェクトの取り組み・目標は日本の開発援助政策とも合致してい

る。 
 

（３）受益者のニーズとの整合性 
本プロジェクトの直接的な受益者は IRAD と 3 大学の研究者である。IRAD は研究を通

じて農業開発の促進をめざしており、4 大任務の 1 つとして自然資源と環境の持続可能性

の確保を掲げている。IRAD のめざす方向性はプロジェクト目標と合致しており、その研

究者のニーズとも合致しているといえる。またプロジェクトがカバーする研究範囲は 3 大

学の研究者の研究領域と同じであり、プロジェクトに参加することにより関連の研究が促

進されるため、大学の研究者のニーズとも合致している。 
本プロジェクトの間接的な受益者は対象地域の住民である。村落の住民は収入の向上と

生活改善を強く求めており、プロジェクトはこのニーズを満たすこととなった。例えば

Andom 村では、キャッサバの改良品種の生産とキャッサバ乾燥施設の利用により農家の収
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入向上をもたらし、Gribé 村でも NTFPs の収集・販売活動により、Bityili 村でもキャッサ

バ改良品種の生産とその茎の販売により、住民の収入が向上した。その収入向上により、

子供の学費を賄い、家の補修や建築など、生活改善に貢献していることが確認された。以

上のことから、本プロジェクトの取り組みは受益者ニーズとの整合性が高いといえる。な

お、収入向上に関して、詳しくは本節の４－１－４項「インパクト」を参照されたい。 
 

（４）プロジェクトのアプローチの適切性 
奥深い熱帯雨林地域である東部州の Gribé 村、熱帯雨林地域でも都会に近く Gribé 村と

は社会・経済面で環境の違う南部州の Bityili 村、そしてサバンナと森林域の中間に位置す

る Andom 村をプロジェクトの対象地域に選定し、それぞれの地域で研究を行ったうえでプ

ロジェクト目標の達成へとつなぐアプローチは適切であったと考えられる。このアプロー

チは、京都大学、チャン大学、ドゥアラ大学、ヤウンデ第一大学が、本プロジェクト開始

前から各地域で行ってきた研究を更に進めて統合するかたちでもあり、プロジェクトのス

ムーズな開始につなげた要因でもある。 
 

４－１－２ 有効性 
第３章の３－３節で結論づけたとおり、プロジェクト目標はプロジェクト終了時までに達成

されると見込まれ、かつ以下の理由により、有効性は比較的高いと評価した。 
 

（１）成果のプロジェクト目標達成への貢献 
プロジェクト目標を達成するために必要な「森林－サバンナ域の持続可能性モデル」の

構想が、2015 年 11 月にプロジェクトが Yaoundé 市で実施した国際シンポジウムで発表さ

れ、本終了時評価調査時にもプロジェクト側から説明された。その構想では、成果の１、

２、３である、持続的な農業生産、持続的な NTFPs の利用、生態系の持続的利用の 3 つが

相互に連携するものである。各成果はプロジェクト目標の達成に有効に貢献するとの考え

方は維持できる。 
 

（２）外部条件 
PDM に記されている外部条件は「自然災害（洪水等）が発生しないこと」、「病虫害が蔓

延しないこと」、「カメルーン国の政策（科学技術政策、農業政策、森林政策）に変更が生

じないこと」である。これらプロジェクト目標の達成を妨げる外部条件は発生しなかった。 
 

（３）阻害要因 
第３章の３－４－２項に記載のとおり、おのおのの研究活動におけるデータの取得、研

究は十分行われたが、一部のチームリーダーの不在期間、研究者間のコミュニケーション

が時に不足したなどから、各研究を取りまとめて成果に結びつける工程が遅れ、プロジェ

クト目標の達成度にも影響した。 
 

４－１－３ 効率性 
効率性は以下を総合的に判断し、中程度と評価した。 
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（１）専門家・研究者・スタッフの派遣・配置 
日本・カメルーンの双方から、延べ 63 名の専門家・研究者・スタッフがプロジェクト

活動に従事し、そのほとんどが予定どおりに活動を行った。プロジェクト後半では、日本

側の食品班のリーダーが多忙のため、カメルーン側の森林班と土壌班のリーダーがプロジ

ェクトの実施体制への不満のため、十分現場の活動に参加できなくなった。またそれらチ

ームの成果の取りまとめが遅れることともなった。 
実施体制への不満としては、①担当班内のカメルーン側・日本側の間で、成果達成の

終イメージが十分議論されず、活動への住民の巻き込み方に関する班の進め方にも異論が

あり、またこの問題を解決できないプロジェクトのマネジメント全体にも不満が募った、

②学生のプロジェクトへの参加に関し、多忙な教授の代わりにサンプル収集させる目的で

できるだけ多くの学生の参加を求めたカメルーン側大学の教授陣と、現地業務費支出の面

から必要 低限の参加にとどめたい IRAD のマネジメント陣の間の溝が埋まらず、教授陣

がマネジメントに対し不満を募らせたなどがある。 
以上から、人員の派遣・配置の効率性は、全体として中程度と考えられた。 

 
（２）資機材や施設の投入 

プロジェクト活動に投入した資機材は、大部分が効率的に使用された。特に、対象地域

の施設に関し、3 つの対象地域に設置したフィールドステーションが非常に有効に活用さ

れ、各地域での研究を促進した。Andom 村の乾燥施設の住民による利用率は毎月約 85％で

あり、同じく効率的に利用されたといえる。Bityili 村に設置された加工施設は、加工物の

採算を取ることが難しいことが分かり、利用度は下がった。 
一方、機材投入の遅れによりキャッサバのデータ収集に遅れを生じたことがあった。実

験室用機材では、電圧の不安定さのため故障し修理が難しいことから未修理のものが 5 つ

みられた（全機材の 2.7％）。故障をおそれ、電圧安定器の購入まで使用が控えられている

ものも 9 つあった（全機材の 4.8％に相当）。食品班の活動の遅れから機材の一部が未使用

であったが、サンプル数が増えた時点で使用される予定と理解された。 
以上から、資機材や施設の投入に関し、全体として中程度の効率性と評価する。 

 
（３）カメルーン側の現地業務費の支出 

2012 年よりカメルーン側 CF からの拠出が始まった点は優れている。2014 年は手続き上

の不備で同ファンドから拠出できなかったが、IRAD が自らの資金を拠出し活動を継続し

た。他方、カメルーン側の現地業務費の支出は時に遅れ、2015 年に同ファンドの拠出が開

始されたのは 8 月で、それまでは前年の残金で賄われたものの、研究者のサイト訪問が予

定より遅れた。支出の遅延は効率性を減退させる要因のひとつであった。 
 

（４）その他の要因 
効率性にプラスに働いた要因で、PDM の投入欄に記載のない投入を 3 つ特定した。まず、

地域住民のプロジェクト活動に対する積極的な参加である。特に Andom 村でのキャッサバ

の生産・加工・販売活動で、地域住民が加工施設の利用、施設運営委員会の開催、近隣の

町への販路開拓などを自主的に行い、プロジェクト活動の効率性を向上させた。 
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次に対象地域のフィールドステーションで雇用したフィールドキーパーの存在が挙げ

られる。その役割は施設の維持管理にとどまらず、研究者が滞在していない時期に試験圃

場の栽培管理などの補助業務を行い、地域に密着し草の根レベルで住民へ働きかけるなど、

効率的な活動の実施に貢献した。 
また、学生のプロジェクト活動への参加がある。日本・カメルーンの双方から数多くの

博士課程や修士課程の学生がプロジェクト枠外で活動に参加し、研究者が長期間サイトに

滞在できないときなどにサンプル収集や研究補助を行うなど、協力の一端を担った。日本

側からは 17 名の学生が参加し、その費用は本プロジェクトの予算外である日本学術振興

会（JSPS）の科研費等を使っての渡航である。日本人研究者の派遣の一部も科研費など本

プロジェクト外の予算による渡航であった。このような学生の参加は、効率性の向上に貢

献した。 
 

４－１－４ インパクト 
プロジェクトの実施により以下に挙げるいくつかの正のインパクトを確認した。また負のイ

ンパクトは確認されなかったものの、今後気をつけるべき要因を確認した。結論として、イン

パクトはやや高いと評価する。 
 

（１）正のインパクト 
１）経済的側面 

対象地域では、プロジェクトに参加した住民の収入が向上した。得られた収入は、子

供の学校の授業料の支払い、キャッサバ加工機の購入、家の補修・建築などに使われ、

住民の生活向上につながった。 
Andom 村では発酵後に乾燥させたキャッサバ・チップスの質の良さが評判となってお

り、州都の Bertoua 市や首都の Yaoundé 市のみならず村から 400 km 離れた Edéa 市から

も月に 2 回商人が買いつけに来るほどである。また村ではキャッサバが新たな換金作物

として認知されるようになってきており、畑仕事に積極的でなく都会に出がちであった

村の若い女性も村に残ってキャッサバ栽培に従事し始めるなどしている。 
村では元来、貯金方法として頼母子講が存在するが、プロジェクトによる調査では、

無作為に抽出された 33 名の女性のうち 19 名が頼母子講を利用しており、その預入額総

額は 1 年間で約 140 万円、1 人当たりの平均預入額は 7 万 4,320 円であった。Andom 村

で女性に新たな現金収入の道を示したことは、ジェンダー間の経済格差の是正にも貢献

した。カメルーンでは従来、家庭で食する作物は女性が栽培し、カカオなどの換金作物

は男性が栽培する傾向があり、おのずと男女間で経済格差があった。しかし、従来女性

が育てていた自給用のキャッサバが新たに換金作物として認知され始めたことにより、

女性に現金収入の道を提供することとなった。 
Gribé 村では 6 割の住民が NTFPs（主にナッツ類の Irvingia gabonensis）の収集・販売

の活動に携わるようになった。7 月から 9 月のシーズンになると、ガボン、ナイジェリ

ア、赤道ギニアなど他国からも商人が月に 2 回ほど買いつけに来る。 
Bityili 村では既存品種のキャッサバより収量の高いキャッサバ改良品種が栽培文化に

根づき、プロジェクト活動に直接参加していない農家にも受け入れられ、食料安全保障
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の面が強化された。また、周辺村でキャッサバ改良品種の需要が高まったことから、2013
年から現在までに村全体で 176 万 2,216 本のキャッサバ茎を販売し、その売上は 4,506
万 6,380 FCFA（892 万 3,143 円）にものぼる。 

２）キャパシティ・デベロップメントの側面 
Andom 村では、村の開発を話し合う場として、開発委員会が住民の間で 7、8 年前に

組織されていたが、住民の関心が薄く、設立されたまま住民にも忘れ去られ機能してい

なかった。しかし、プロジェクトに参加し、キャッサバの収量増や、加工品販売による

収益増等の成功体験を積み重ねることで、村民の間で徐々に村の発展に向けた機運が醸

成され、2015 年 8 月に村の開発委員会が再び開かれた。その議長は、キャッサバの加工

施設の維持管理のために村民会議の承認を得て組織された FOSAS 運営委員会の代表で

あった。同運営委員会は、村長を含む村民自体が運営主体であり、Andom 村の 4 つの地

区ごとに設置された加工施設の機械を直接維持管理する 4 つの管理事務所を束ねている。 
プロジェクトはまた、持続的な農業開発と自然資源の管理という当該分野における次

世代の研究者のキャパシティ・デベロップメントにも貢献した。少なくとも 9 名のカメ

ルーン学生と 6 名の日本学生の修士号取得、5 名の日本学生の博士号取得につながり、1
名のカメルーン学生が博士号を取得見込みである。プロジェクトは学生にとり、実地で

の研究と、日本・カメルーン双方の研究者から学べるという面があり、有意義なもので

あったと考えられる。 
３）住民の行動面 

Gribé 村で NTFPs の活動に農耕民の若者が参加することにより、無駄な狩猟をするこ

とが減ったという証言が住民へのインタビューから得られた。村では就労機会がほぼな

く、失業中の若者は何もすることがないため販売目的で狩猟をすることもあるとのこと

だが、少なくとも 7 月から 9 月の Irvingia gabonensis の収集・販売の時期は、若者もそ

の活動に従事するため、無駄な狩猟が減るとのことであった。 
 

（２）負のインパクト 
プロジェクトの実施による負のインパクトは観察されなかった。しかし、キャッサバの

病害虫への対策の不在は将来的にリスクとなり得る。専門家からの聞き取りによると、住

民には改良品種のキャッサバは収量が高いだけでなく病害虫にも強いと信じる傾向があ

るが、在来品種と同様に病害虫の被害を受ける。Andom 村での現場視察や農家へのインタ

ビューでも、2015 年は病気が発生していることを確認した。病害虫の拡大を防ぐためにも、

対策を講じる必要がある。また、改良品種が在来品種にすべて取って代わるということは

現時点では起きていないものの、将来的に品種が単一化していくことで、同品種が被害を

受けやすい病害虫の発生で全滅に至るリスクもあるため、栽培品種と病害虫の対策につい

ては注視していく必要がある。 
もうひとつは、大規模なビール生産工場などでキャッサバが大量に求められ、その結果

耕地が水平拡大するリスクである。プロジェクトでは反収を上げることにより農地を拡大

せずに多くの収量を得られる方法を示唆しているが、大きなプロジェクトや大企業などが

大量のキャッサバを求めた際、持続的な土地利用の国レベルの規制や各地域でのルールが

なければ、プロジェクトの意に反して耕地が拡大されるおそれがある。 
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４－１－５ 自律発展性 
本プロジェクトの自律発展性は、以下の理由によりやや高いと評価する。 

 
（１）政策面 

「雇用と成長のための戦略文書（2010/2020）」は 2020 年まで有効であり、「農村開発戦

略」は 2015 年まで有効だが、2014 年に改訂版が策定され、現在その承認待ちである。こ

のように、カメルーン政府の方針には大きな変更が当面ないと想定される。また、REDD+
（途上国における森林減少・森林劣化に由来する排出の抑制、並びに森林保全、持続可能

な森林経営、森林炭素蓄積の増強）へのカメルーンの準備計画書（Readiness Preparation 
Proposal：R-PP）が 2013 年 2 月に承認され、同年 11 月に署名された。 

以上のことから、カメルーンでの政策的な整合性は引き続き担保されると考えられる。 
 

（２）組織・財政面 
組織面ではまず、MINRESI 及び IRAD はプロジェクトに対し高いオーナーシップを示し

ている。同省はモニタリング＆評価ユニットを自発的に立ち上げて外部からプロジェクト

の進捗を把握しようと努め、IRAD は CF が支出されなかった 2014 年に自らの資金をプロ

ジェクト活動に割り当てた。両者とも積極的にプロジェクト活動を引き継いでいく意志を

示しており、プロジェクト活動の成果やインパクトを持続させるべく対象地域 3 村のフィ

ールドステーションを引き継ぐ計画を進めている。 
一方、フィールドステーションの引き継ぎはまだ計画段階であり、3 村での土地所有に

関し住民側と協議のうえ IRAD に移管されてから、各ステーションのフィールドキーパー

の雇用や施設の維持・管理及びその使用計画を立てることとしている。プロジェクト終了

までにすべての問題を解決し、IRAD の管轄とする予定であるが、現時点では計画が具体

化されておらず予算も未確保なため、財政面での自立発展性の確約は得られていない。 
 

（３）技術面 
対象地域レベルにおいて、Andom 村では住民による自立的活動が実施されてきている。

キャッサバ乾燥施設もプロジェクト終了後に自ら維持するための持続的な施設利用方法

を模索しており、活動を持続していくための住民の能力は醸成されつつあると考えられる。

Gribé 村の住民は NTFPs の価値に気づき、その収集・販売活動による収入向上もみられて

いる。しかし、個別インタビューした住民 3 名全員がプロジェクト終了後は次の新たなプ

ロジェクトによる新たな雇用（プロジェクトで技術移転された GPS などの機器を使っての

調査補助など）が生まれることを希望しており、自立発展より外部機関に頼る傾向がみら

れた。村での NTFPs の収集・販売活動自体は続けられていくと思われるが、住民が自ら活

動を提案し、自立的に継続・発展させていくには時間がかかると思われる。 
Bityili 村ではキャッサバの改良品種が村に受け入れられ、その生産と茎販売は持続する

と見込まれるが、プロジェクトで設置した施設で加工されるキャッサバ・スティックの利

益性が今のところ低く2、注文があったときだけつくられるなど、加工・販売の活動は限定

                                                   
2 プロジェクトによるコスト計算の結果、1 本のキャッサバ・スティックをつくるのに 90 FCFA がかかるが、販売価格はガボ

ン国境の Abang Minko’o 町で 100 FCFA、Bityili 村では 50～75 FCFA である。 
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的である。施設の持続的な運営方法も明確でなく、更なる自立発展の見込みは高いといえ

ない。 

C/P への技術移転に関しては、日々の研究活動を通しての技術移転と、本邦研修を通し

ての技術移転の 2 種類がある。日々の技術移転に関しては、研修者が所属するチームによ

り異なる結果となった。一部で日本側とカメルーン側が別々に研究することがあり、カメ

ルーン側研究者へのインタビューと質問票の結果、11 人中 5 人が日本人研究者とカメルー

ン人研究者間のコミュニケーションが不十分で共同研究も限定的だったと感じており、う

ち 2 名はカメルーン人研究者への技術移転はほとんどなかったと回答した。日本人が主と

して行っていた研究活動のなかで、カメルーン側がその研究を実施するための技術移転を

受けていない場合、今後カメルーン側だけで引き継いで実施できるかどうか疑問が残る。 
一方、日本側研究者は、持続的な農業について JICA の草の根技術協力を、NTFPs の持

続的な利用についてはチャン大学と共に SATREPS を提案するなど、本プロジェクトで取

り組んでいる研究をカメルーンで継続する意欲が高い。科研費による研究継続も含め、日

本側研究者から今後も技術支援が得られる可能性はある。 
本邦研修（環境適応型農林業技術開発）には 9 名のスタッフ・研究者が参加した。イン

タビューの結果、研修で得た研究サンプルの展示の仕方を業務に生かしていると答えた研

究者もおり、研修で学んだことが今後も活用されていくと期待される。 
投入した機材の継続利用に関しては、各フィールドステーションに設置の機材をはじめ、

IRAD の執務室や実験室に投入された PC や実験器具、各班がそれぞれの研究活動に使用し

ていた機材など、大部分の機材が良い状態で使用されており、ほとんどの機材が継続的に

利用されると見込まれる。機材の使用状況は付属資料 1 の英文合同評価報告書 Annex 7 の

とおりである。他方、現在故障中の一部の機材や、電圧変動による故障をおそれ使用が控

えられている機材に関しては、電圧安定器等の導入が必要である。チャン大学に投入され

た食品班用の機材に関してはメンテナンス代や試薬購入の予算確保が課題である。 
3 村のフィールドステーションは、プロジェクトに関わった研究に引き続き利用される

と想定され、今後も研究者同士のアイディア・技術交換に貢献すると期待される。このこ

とに関し、京都大学と IRAD との間で覚書を作成中であり、プロジェクトで投入した資機

材の管理を IRAD に任せることのほか、それら資機材やフィールドステーションの利用を

京都大学だけに限らずあらゆる研究者に提供することが検討されている。 
また、プロジェクトの成果を活用していく可能性のある関係省庁・団体は数多くあり、

プロジェクトの成果が自立発展的にカメルーン国内で活用されていく見込みは十分ある。

以下はその主な候補の省庁・団体の一覧である。 
 

表４－１ プロジェクトの成果の活用先候補と活用見込み 

組織名 活用見込み 

農業・農村開発省 
（MINADER） 

合同調整委員会（Steering Committee）のメンバーであり、キャッサバの

増産をめざす PIDMA を世界銀行の支援により 2014～2019 年の予定で実

施中。本プロジェクトの成果１で示される持続的な農業生産に関する技

術は、MINADER でも今後活用される可能性がある。 
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環境・自然保護・持

続的開発省 
（MINEPDED） 

合同調整委員会（Steering Committee）のメンバーでもある MINEPDED
は成果２に関心をもっている。同省は森林保全のための教育キャンペー

ンを住民に対し行っており、NTFPs の持続的な利用などのアイディアが

その教育キャンペーンで活用されると期待される。 
森林・野生動物省 
（MINFOF） 

合同調整委員会（Steering Committee）のメンバーでもあり、成果２に関

心をもつ。特に暗視カメラによる動物の監視に関心が高い。 

国際熱帯農業研究所

（IITA） 
IITA はプロジェクトの開始当初から情報交換を行っており、IITA の実験

室を使って土壌のサンプルの分析が行われたこともある。 
IITA と CIFOR は Ayos 市で土壌中の温室効果ガスに関する研究を行って

おり、両機関は土壌班の研究成果に特に強い関心を抱いている。 
国際林業研究センタ

ー（CIFOR） 

中央アフリカ森林協

議会（COMIFAC） 
2015 年 8 月から開始されている JICA の「COMIFAC 諸国における生物

多様性保全・利用及び気候変動対策促進プロジェクト」に、本プロジェ

クトに携わった短期専門家とカメルーン人学生が短期専門家と現地ス

タッフとして加わる予定である。同プロジェクトで実施するパイロット

事業として、本プロジェクトの研究成果である Irvingia gabonensis の貿

易、暗視カメラによる動物観察を生態系モニタリングに生かすことなど

を検討中。 
 
４－２ 結 論 

プロジェクト目標の「カメルーン南部州、東部州の森林帯とその周辺地域において、持続的な

土地利用と自然資源保全の方法が示される」は、カメルーン及び日本の両政府にとり非常に意義

のあることであり、対象地域の住民のニーズも満たすと確認された。一部のチームリーダーの不

在等が効率性に影響し、チームの成果取りまとめが遅れたが、3 つの成果を達成するために必要

な個々の研究がほぼ完了し、現在は各成果を取りまとめている段階である。各成果を取りまとめ

た結果、プロジェクト目標がプロジェクト終了までに達成される見込みであると判断する。 
これまでのプロジェクト実施により地域住民の収入向上などの正のインパクトが観察された。

プロジェクト終了までの残り期間では、プロジェクト目標の達成をめざしつつ、プロジェクト終

了後も正のインパクトが持続するよう、またプロジェクトで得られた研究成果を社会に還元し、

地域住民や関係省庁に幅広く使われるように取り組んでいくことが期待される。 
 

表４－２ 評価５項目による評価結果一覧 

評価５項目 評 価 理由／留意事項 

妥当性 高い （＋）カメルーン政府の政策との整合性 
（＋）日本の開発援助政策との整合性 
（＋）受益者のニーズとの整合性 
（＋）プロジェクトのアプローチの適切性 

有効性 やや高い （＋）成果のプロジェクト目標達成への貢献 
（＋）外部条件 
（－）阻害要因（研究者間の意思疎通） 

効率性 中程度 （±）専門家・研究者・スタッフの派遣・配置 
（＋）対象地域の施設の利用   
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  （±）日本側が投入した機材の利用 

（±）カメルーン側の現地業務費の支出 
（＋）その他の要因（地域住民の参加、学生の参加） 

インパクト やや高い （＋）地域住民の収入向上 
（＋）地域住民の村落開発への動機 
（＋）参加した学生の博士課程・修士課程取得 
（＋）狩猟の一部減少 

自律発展性 やや高い （＋）カメルーンでの政策的な整合性の持続 
（＋）カメルーン側 C/P による高いオーナーシップ 
（＋）IRAD による施設の引継の意志・計画 
（±）施設の維持（財政面） 
（±）地域住民の活動の持続発展性 
（±）C/P の能力向上 
（＋）日本人側研究者のカメルーンでの研究の継続 
（±）機材の維持・管理 
（＋）プロジェクトの研究成果の活用先候補 
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第５章 提言及び教訓 
 
５－１ 提 言 

５－１－１ 協力期間終了までに取り組むべき活動 
＜プロジェクトに対して＞ 
（１）ガイドライン、モデルの構築 

各成果の達成のために求められている以下のガイドライン、モデルを構築すること。 
１）持続的農業生産のためのガイドライン（成果１） 
２）コスト計算に基づく販売システムモデル（成果１） 
３）住民組織による NTFPs 利用体制のモデル（成果２） 
４）生態系の合理的、持続的利用のためのガイドライン（成果３） 

 
持続的農業生産のためのガイドラインには、以下の項目を含むことを提案する。①土壌

肥沃性、②土壌流亡（土のう垣設置のためのインフラ整備マニュアルを含む）、③健康な

茎の利用、④圃場管理（雑草防除）。 
これら 4 つのガイドラインは、地域住民や関係の省庁・団体に配布されるものとする。 

 
（２）プロジェクト目標の達成 

上記ガイドライン、モデルを構築し、各成果を達成したのち、「森林－サバンナ域の持

続可能性モデル」を提示して、「カメルーン南部州、東部州の森林帯とその周辺地域にお

ける持続的な土地利用と自然資源保全の方法」を示すこと。 
 

（３）NTFPs のデータベースの作成 
プロジェクト期間中に、東部州や南部州で約 800 の NTFPs の標本が得られ、そのなかで

300 程度の標本については AFlora データベースへ入力するための必要情報が得られている。

しかし、遺伝資源へのアクセスと利益配分（ABS）の問題のため、AFlora データベースへ

の入力は進んでいない。よって、AFlora データベースのようにインターネット上で全世界

からアクセスできないものでも、少なくとも日本・カメルーン双方の研究者の間で研究の

成果を共有できるよう、内部閲覧用のデータベース等を作成すること。 
 

（４）対象地域の住民に向けてのワークショップ 
3 つの対象地域で行われているキャッサバの加工・販売や NTFPs の有効利用等の活動が

プロジェクト終了後も継続され自立的に発展するよう、3 つの村でワークショップを開催

して地域住民に実用的な情報を提供する。そのワークショップには、例えば Andom 村であ

れば MINADER のように、関連省庁も招待すること。 
 

＜MINRESI、IRAD に対して＞ 
（５）3 つの対象地域のフィールドステーションの具体的な活用方針の策定 

IRAD はプロジェクト終了後に 3 つのフィールドステーションを継続して活用する方針

だが、具体的な計画策定や資金確保には至っていない。そのため、2016 年 3 月までにまず
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具体的な計画を策定すること。 
また 2016 年 4 月以降は、施設維持に必要予算を割り当て、フィールドキーパーの給与、

電気代やインターネット代など、プロジェクトが終了するまでにその支払いをプロジェク

トから引き継ぐこと。 
 

５－１－２ 協力期間終了後に取り組むべき活動 
＜IRAD に対して＞ 
（１）実用的な参考書の作成 

研究成果を実社会で活用するため、省庁、関係団体、地域住民が使えるような実用的な

参考書を作成すること。 
 

（２）3 地域のフィールドステーションの維持と研究者への開放 
3 地域のフィールドステーションを現在のように維持することと、その地域での研究が

継続されるようにカメルーンの他大学の研究者や学生、日本の研究者・学生等にも開放す

ること。 
 

（３）地域住民グループのサポート 
プロジェクトの正のインパクト・効果が持続するよう、各地域で形成されている住民組

織をサポートすること。また、必要に応じ省庁や他機関と連携してこれを実施すること。

例えば Andom 村でのキャッサバの加工・販売活動であれば、MINADER から技術的な協力

を得て助言することが考えられる。 
 

（４）キャッサバの病害虫管理の知識の普及 
今後の活動の継続のため、キャッサバの改良品種にも病害虫が発生することを地域住民

に伝え、MINADER 等とも連携のうえ対策の知識を普及すること。 
 

＜JICA に対して＞ 
（５）プロジェクトの成果の応用 

本プロジェクトで得られた成果を、「COMIFAC 諸国における生物多様性保全・利用及び

気候変動対策促進プロジェクト」を含む、自律発展的な農業開発や自然資源管理に関連す

る他のプロジェクトに対して適用すること。 
 
５－２ 教 訓 

（１）対象国の状況を考慮した機材の供与 
不安定な電圧のため機材が故障または使用を控えられるなどの状況がある。かかる状況を

避けるため、対象国・対象地域の電気・電圧が不安定な場合、十分に事前調査を行い発電機

や安定器等の必要機材を合わせて供与する必要がある。 
 
（２）科学的な研究と社会文化人類学的な視点の統合による社会実装 

Andom 村は、科学的な研究成果が実社会で活用された社会実装の好例であった。キャッサ
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バの収量増加という科学的研究成果が村に受け入れられたが、同時に社会構造や意思決定プ

ロセスを社会･文化人類学の視点から調査のうえ、キャッサバの収量増加の効果を活用できる

よう、加工・販売の戦略を地域住民と共に考えたことが、村おこし的な機運の醸成という正

のインパクトにもつながった。科学的な研究と社会文化人類学的な視点の統合により、地域

住民の活動が活性化し、社会実装の良い例を導くことができたと考えられる。 
 
（３）プロジェクト目標の達成に向けての協力的な意思疎通の必要性 

プロジェクトでは合同調整委員会（Steering Committee）やチームリーダー会議で個々の研

究の進捗を共有したが、プロジェクト目標の達成度や、達成に向けた議論が限定的であった。

個々の研究者でも、それぞれの研究とプロジェクト目標を結び付ける意識が十分でない場合

があった。 
本プロジェクトのように参加者が多く、異なる研究手法のチームが混在する場合、プロジ

ェクト目標達成に向けた意思疎通や議論を常に行い、異なるチーム同士を一つにまとまるよ

うなリーダーシップとそれを支える仕組みが必要である。 
 
５－３ 団長所感 

SATREPS は日本の科学技術をツールとした科学外交プログラムで、日本の一線級の研究者と相

手国（本件ではカメルーン）の研究者が当該国の開発課題を題材に共同研究することで、ひとつ

には相手国の研究者と開発担当者の能力向上に貢献し、さらに開発課題そのものの解決に貢献せ

んとするものである。 
今回の合同評価は、協力終了（2016 年 7 月）の 7 カ月前に実施したが、1 つ目の研究に関し、

分野ごとで差はあるものの、良い成果を得ているとした。2 つ目の開発課題解決への貢献（政策

提言）では、進捗に遅れがあるが、 終段階の作業加速でモデル提示は期待できると判断した〔2016
年 5 月に開催されるアフリカ学会（日本）で 1 セッションを設け、成果発表と研究者コミュニテ

ィによる議論を行うことが計画されている〕。 
現場レベルの成果として、Andom 村（開発事業との関わりが特に少ない東部の遠隔地）のキャ

ッサバ生産・加工・販売バリューチェーン（VC）が簡易な施設と新品種や技術の投入により機能

し始めている点が優れている（今後 IRAD が継続する見込み）。中規模都市（Ebolowa）に近い Bityili
村（南部）では、同様のキャッサバ VC は必ずしも機能せず、ビール工場等のキャッサバ買取り

等がインセンティブとなって農地の水平拡大が進む可能性も分かり、かかる地域で如何なる生計

モデルが可能か 終段階で示されると期待される。森林地域での NTFPs の利用の研究成果は、今

後も当面は伝統的な生計が持続できる可能性を示唆するが、広くカメルーンの南東部を単位とみ

る場合、都市の人口増加圧や消費経済の圧力（現金収入の必要性）が森林地域のすぐ外まで届い

ている（Bityili 村の例）ことを考えると、新戦略の策定が待ったなしといえそうである。これら

の統合によるプロジェクト目標達成（モデル提示）を期待したい。 
本研究プロジェクトは、土壌劣化（砂漠化の定義の 1 つ）への対応、二酸化炭素の吸収（森林

の維持）、生物多様性維持（森林の維持）という国連の地球環境 3 条約（砂漠化対処、気候変動対

策、生物多様性）の全課題を扱いつつそれぞれに示唆のある成果を得ている点が特筆される。技

術協力の実施機関である JICA の観点からも、得られた成果を今後の協力に積極的に活用してい

ける点で優れた協力であった。 
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阻 NUTESOF MEETINGS 

BETWEEN THE JAPANESE TERMINAL EVALUATION TEAM 

AND THE AUTHORITIES CONCERNED OF THE GOVERNMENT OF 

REPUBLIC OF CAMEROON ON JAPANESE TE口町ICALCOOPERATION(SATREPS) 

FOR THE PROJECT ON 

ESTABLISHMENT OF SUSTA町ABLELIVELIHOOD STRATEGIES AND 

NATURAL RESOURCE MANAGEMENT 町 TROPICALRA町 FORESTAND ITS 

SURROUND町 GAREAS OF CAMEROON：町TEGRATINGTHE GLOBAL 

ENVIRONMENTAL CONCERNS羽宿IHLOCAL LIVELIHOOD NEEDS 

The Joint Tenninal Evaluation T回m(h自由afterreferred to as唯盟国m”）， headed by Mr. 

Hajime NABETA, jointly reviewed血eprogress of the project on唱羽iblishmentof Sustainable 

Livelihood Strategies飢 dNatural Resource Managem白itin Tropical Rain Forest佃 di臼

Surrounding Areas of Cameroon: Integi百出1g由eGlobal Environmental Con閃 mswith Local 

Livelihood Needs，，。1ereinafterreferred to as‘吐1eProjec門丑om26 November to 16 Decembe巳

2015. 

官1eTeani which consists of five members企omJapan and four memb巴mfrom the Republic of 

Cameroon, w：ぉ jointlyorganizedゐrthe pu中oseof conduc仙沼血eT巴rrninalEvaluation and 

pre par誠ionof necessary recommendations to血白隠spectivegovernments. 

A自己rreview and analysis of the activities and achievements of the Proje叫 theTeam prepared 

the Joint Terminal Evaluation Report (hereinafter referred to俗噛eReport"), and p問sentedit to the 

s旬keholdersconcerned and agreed on the matters referred to in the document at旬.chedhereto. 

私h 々
地.Hajime NABETA / 
Senior Advisor to the Director-General, 
Rural Development Department, 
Japan International Cooperation Agency 
（且CA)
Japan 

れJ

Yaounde, 15 December, 2015 

ヰ

１．ミニッツ（M/M）・合同評価レポート（英文） 
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J1人f

ATTACHED DOCUMENT 

I.P問団n飽tion of the Report 

The Team presented the Report to恥 Mini町 ofScientific R巴searchand Innovation (hereinafter 

問ferredto as“M到RESIなandM到RESIconfirmed血eevaluation of血eProject. The Report is the 

APPENDDι 

II. Approval of R田ommendations命。mthe Team 

The T田mexplained the recommendations in Chapter 6 of血eRepo此tol¥佃呼RESIand h⑪侭ESI

agreed to the recommendations made. 

APPENDIX: JOTI-汀TERMINALEVALUATION REPORT 

ヰ
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THE JOINT TERMINAL EVALUATION REPORT 

ON 

ESTABLISHMENT OF SUSTAINABLE LIVELIHOOD STRATEGIES AND 

NATURAL RESOURCE MANAGEMENT IN TROPICAL RAIN FOREST 

AND ITS SURROUNDING AREAS OF CAMEROON 

Yaounde, 15th Dec巴mber,2015 

JOINT TERMINAL EVALUATION TEAM 

払 h
Mr. Hajime NABETA 
Leader 
Japan巴s巴TerminalEvaluation Team 
Senior Advisor to the Director-Gen巴ral
Rural Development Departm巴nt
Japan International Cooperation Agency 
(JICA) 
Japan 

Dr. DONGMO )-'homas 
Leader 
Cam巴roonianTerminal Evaluation Team 
Head of Science and Technical 
Cooperation Division 
Ministry of Sci巴ntificResearch and 
Innovation (MINRESI) 
The Republic of Cameroon 
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Interview in University of Dschang 

A drying unit for cassava in Andom 
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Photos 

A specimen of Non-Timber Forest Product 

A water point arranged by the Project in Gribe 

%も也

選璽
Farmers are cuttmg色rmentedcassava for 
drying in Andom. 
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Location of the Project 
(Target areas: Bityili in Southern Region, Andom and Gribe in Eastern Region) 

らペ「

37－  －



Table of Contents 

I. Outline of the Terminal Evaluation 
I. I Background of the Terminal Evaluation 
1.2 Objectives of the Terminal Evaluation 
1.3 Members of the Joint Terminal Evaluation T聞 m
1.4 Schedule of the Terminal Evaluation 
1.5 Outline of the Project 

2. Methodology of the Terminal Evaluation 
2.1 Design of the Terminal Evaluation 
2.2 Data Collection Method 
2.3 Confirmation of the Facts 
2.4 Data Analysis 

3. Achievements and Implementation Process of the Project 
3.1 Inputs 
3.2 Achievement of Outputs 
3.3 Achievement of Project Purpose 
3.4 Implementation Process 
3.5 Recommendations from the Mid-Term Review 

4. Results of Review 
4.1 Five Evaluation Criteria 
4.2 Conclusions 

5. Recommendations and Lessons Learned 
5.1 Recommendations for the Remaining Period of the Project 
5.2 Recommendations for Sustaining the Project Achievements after the End of the Pr~リect
5.3 Lessons Learned 

Annexes 
Annex 1・
Annex 2: 
Annex 3: 
Annex 4・
Annex 5目

Annex6：・

Annex 7: 
Annex 8: 
Annex 9: 
Annex 10: 

ふに

Schedule of the Terminal Evaluation 
Project Design Matrix 
Plan of Operation 
Evaluation Grid 
Assignment of Japanese Experts 
T巴chnicalTraining in Japan for Counterpart Personnel 
Provision of Equipment and Machinery from the Japanese Side 
Assignment of Cameroonian Counterpart Personnel 
List of Seminars, Workshop, etc. 
List of the Project Products 

1
 

・11
 

ダ

38－  －



Acronyms and Abbreviations 

ABS Access and Benefit Sharing 
AF!ora On-line Database for Plant Utilization Information in Africa 

C!P Counterpart Personnel 
CIFOR Center for International Forestrv Research 
COMIFAC Central African Forests Commission 
cvc Coordinating Village Committee 
DAC Develooment Assistance Committee 
FESP Forest and Environment Sectoral Program 

POSAS Forest-Savanna Sustainability Pr句ectin Cameroon (Establishment of Sustainable 
Livelihood Strategies and Natural Resource Management in Tropical Rain Forest 
and its Surrounding Areas of Cameroon) 

GESP Growth and Employment Strate,gy Paoer 
GIC Common Initiative Group 
IITA International Institute of Trooical Agriculture 
IRAD Institute of Agricultural Research for Development 
JICA Japan International Cooperation Agency 
JSPS Japan Society for the Promotion of Science 
JST Japan Science and Technology Agency 
MIN ADER Minis仕vof Agriculture and Rural Development 
M到EPAT Ministry of Economy, Planning, and Regional Development 
MINEPDED Ministry of Environment, Protection of Nature and Sustainable Develooment 

MINFOF Ministry of Forestrv and Wildlife 
M悶RESI Ministry of Scientific Research and Innovation 
NTFPs Non-Timber Forest Products 

ODA Official Development Assistance 
PDM Project Design Matrix 

PIIコMA Agricultural Market Investment and Development Project 
PO Plan of Ooeration 

RID Record of Discussion 
REDD+ Reducing Emissions 企omDeforestation and Forest Degradation in Developing 

Countries 

RSDS Rural Sector Development Strategy 

SATREPS Science and Technology Research Partnership for Sustainable Development 
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1. OUTLINE OF THE TERMINAL EVALUATION 
1.1 Background of the Terminal Evaluation 

The Republic of Cameroon (hereinafter referred to as“Cameroon”） located in Central Africa, is 
known as“Africa in Miniature”. All m民jorclimates and vegetation of the African continent from 
semi-deserts, steppes, savanna to tropical rain forest exists in Cameroon. 

Spreading from the eastern and southern area of Cameroon to Central African Republic, the Republic 
of Congo and Gabon, the vast forest of Congo Basin is the second largest tropical rain forest in the 
world, after the Amazon. This tropical rain forest has a diverse ecosystem. People in the forest area 
have sustained their livelihood using natural resource from the forest for centuries. 

However deforestation has emerged as urgent problems in the last two decades, because of accelerated 
timber cuttings and continued slash-and目burnagriculture. The forested area in Cameroon was 
243,000krn2in 1990 but decreased to 199,000km2in 2010 (FAOSTAT). In order to tackle these issues, 
the Government of Cameroon formulated “Forest & Environment Sectoral Program (FESP）＇’ in 2003. 
However, this program enforced protection of the forest without considering any negative impact on 
livelihood of the people in the forest area. The Government of Cameroon requested the Government of 
Japan for technical cooperation to implement a research pr句ectto seek measures to protect 
environment compatible with sustainable livelihood in the area of tropical rain forest. 

To this end, the project for "Establishment of Sustainable Livelihood Strategies and Natural Resource 
Management in Tropical Rain Forest and l臼 SurroundingAreas of Cameroon" (he肥 inafterreferred to 

as“the Project”） under the scheme of Science and Technology Research Partnership for Sustainable 
Development (SATREPS) was launched in July 2011 with the cooperation period of five years until 
July 2016. A total 26 Japanese expert and 37 Cameroonian researchers have participated in the Project目

The Mid-Term Review was implemented from 15 to 29 November 2013. 

1.2 Objectives of the Terminal Evaluation 

(1) To confirm the Inputs made, Activities carried out, Output goals, and the prospect of achievement 
of Pr句ectPurpose. 

(2) To assess the Project in terms of Development Assistance Committee (DAC’）s five evaluation 

criteria, such as “Relevance＇’，“Effectiveness’：“Efficiency＂，“Impact'’and "Sustainabilitダ’
(3) To make recommendations on measures to be taken during the remaining period of the Project and 

after the termination of the Project period, and to draw lessons learn巴dfrom the Project. 

1.3 Members of the Joint Terminal Evaluation Team 

(1) J memb 
Assignment Name Organization/Position 

Leader Mr.H民jimeNABETA 
Senior Advisor to the Director戸 General,Rural 
Development Department, JICA 

Planning and 
Ms. Sumire DOI 

Agriculture and Rural Development Group 2 
Management Team 5, Rural Development Department, JICA 
Evaluation and 

Mr. Takeshi MATSUDA Consultant, C. D. C. International Corporation 
Analysis 

Evaluation for 
Research Supervisor, Japan Science and 

Science T巴chnology
Dr. Shuichi ASANUMA Technology Agency (JST), Professor Emeritus 

of Nagoya University 

Evaluation for 
Senior Associate Research Supervisor, 

Science Technology 
Dr. Yasushi SHINTANI Department of International A百airs(SATREPS 

Group), JST 
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(2) Cameroonian Members 

Assignment Name Organization/Position 

Head of Science and Technical Cooperation 
Leader Dr. DONGMO Thomas Division, Ministry of Scientific Research and 

Innovation (M到RESI)

Sub Director of Seeds and Seedlings, Ministry of 
Member Ms. PEDHOM Christine Agriculture and Rural Development 

(MIN ADER) 
Head of Service for Environmental Education, 

Member Ms. SANJOH Delphine Ministry of Environment, Protection of Nature 
and Sustainable Development (MINEPDED) 

Head of Service for Cooper且tionwith North 

Member Ms. OBAMAAlbertine 
America and Asia, Ministry of Economy, 
Planning, and Regional Development 
(MINEPAT) 

1.4 Schedule of the Terminal Evaluation 

The Joint Terminal Evaluation was conducted from 27th November to 16th December, 2015 as per 
attached in Annex !. 

1.5 Outline of the Pr句ect

Outline of the Project is as follows. Details of the Project a肥 shownin the Project Design Matrix 
(PDM) (Annex 2) and Plan of Operation (PO) (Annex 3). 

Table 1-1 Outline of the Project based on PDM 

(1) Project Title Establishment of Sustainable Livelihood Strategies and Natural Resource 
Management in Tropical Rain Forest and its Surrounding Areas of Cameroon 

(2) Duration 5 years (July 2011 to July 2016) 

(3) Target Area Ebolowa area in Southern Region, Bertoua area in Eastern Region and 
Yokadouma-Ngato Ancien area in Eastern Region 

(4) Target Group Direct beneficiaries: Cameroonian researchers and staぽ involvedin the 
project and local communities directly involved in the project activities 
Indirect beneficiaries: Population in tropical rain forest and its surrounding 
areas 

(5) Project Purpose Methods for sustainable land use and natural resource conservation are 
proposed in forest/forest-savanna margin areas of South and East Regions of 
Cameroon. 

(6) Outputs 1. Conditions that assure sustainable agricultural production, processing, and 
marketing are clarified thereby avoiding deforestation and cropland 
expansion. 
2. A local community model for sustainable use of NTFPs is developed based 
on acquisition of basic data and evaluation of potential/sustainability of 
NTFPs that includes bush meat in pr句ectsites. 
3. A guideline for rational and sustainable巴cosystemuse is presented through 
clarifying nutrient dynamics between soil-plant in forest/forest-savanna 
ロiar日mareas 

(7) Administration Project Director：目 Dr.WOII可Noe,Director General of IRAD 
of the Project as of Project Manager: Dr. FOAHOM Bernard, IRAD 
December 2015 
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2. METHODOLOGY OF THE TERM悶 ALEVALUATION 
2.1 Design of the Terminal Evaluation 

The Terminal Evaluation Study (hereinafter referred to as“the Study”） was conducted by the Joint 
Terminal Evaluation Team (hereinafter referred to as “the Team") based on the Evaluation Grid as per 
attached in Annex 4. 

2.2 Data Collection Method 

The Team collected information through following methods. 

1) Project planning documents such as RID and PDM 
2) Progress repoはsof the Project 
3) Record of inpu岱
4) Interviews with Cameroonian researchers, Japanese experts and other personnel concerned 
5) Questionnaire to Cameroonian researchers and Japanese experts 
6) Observations from field visits to the target areas and discussion with the beneficiaries 

2.3 Confirmation of the Facts 

(1) Achievement of the Project 
Achievement of the Prqリectwas verified in terms of inputs, activities carried out, outputs produced and 
the at同inmentof the Project Purpose with reference to the objectively verifiable indicators of the 
PDM. 

(2) Implementation Process 
Implementation process was examined in terms of management of the Project, implementation of 
activities as scheduled, awareness of the Project by C/Ps and beneficiaries, collaboration with other 
agencies, and occurrence of any factors to a首ectthe implementation of the Project. 

2.4 Data Analysis 
All collected data was analyzed and assessed along with following Five Evaluation Criteria. The 
definitions ar官 asfollows; 

1) Relevance 
The relevance is assessed based on whether or not the Project is consistent with the policy of 
Cameroon and Japan’s foreign assistance and with the needs of the population of the target 
area.目

2) Effectiveness 
The effectiveness is assessed based on the level of achievement of the Project Purpose, and 
whether this was attained through the contribution of outputs produced by the pr句ect
activities. 

3) Efficiency 
The efficiency is assessed based on whether or not the implementation of activities with 
inputs is efficiently converted into the outputs. 

4) Impact 
The impact is assessed based on positive/negative change outside of the s巴t
purpose/objective brought as a result of the Project. 

5) Sustainability 

ふぐ

The sustainability is assessed based on the likeliness of the effects and outcomes of the 
Pr句ectto be continued after the termination of the Project. 
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3. ACHIEVEMENTS AND E岨PLEMENTATIONPROCESS OF THE PROJECT 
3.1 Inputs 
3.1.1 Japanese Side 

Inputs by the Japanese side are summarized in the Table 3-1. 

Table 3-1 Inputs made from the J ideas of the end of November 2015 

Assignment of Long-term experts 
Japanese experts 2 Project Coordinators: 55.7 man/months in total (one from 17th June, 2011 to 

10th July, 2013, the other from !st June, 2013 to date) 
Short-term experts 

24 short-term exp叶~~~1fchief advisor, team leaders and other researchers): 147.3 
man/months in total 
Details are listed as per attached in Annex 5. 

Technical A total of 9 C/Ps participated in the training in Japan. Details are found as per 
Training in Japan attached in Annex 6. 
for C/Ps 

Provision of The approximate total value of equipment and machinery was 294.l million 
equipment and FCFA (JPY 58.2 million＜均）.Equipment and machinery include laboratory 
machinery equipment and apparatus, vehicles, computers, etc. Details are listed as per 

attached in Annex 7. 
Local operational The local operational cost covered by the Japan巴seside was approximately 
cost 675.3 million FCFA (JPY 133.7 million), as shown in the following Table 3-2. 
*l: A part of the assignment of Japanese experts was made by the input世omJapan Society for the Promotion of 
Science (JSPS) 
*2: The exchange rate at the time of the Study (JPY 1.00 = FCFA5.05) 

Tabl operation by the ide 

~！~~~~e Fiscal 2011 2012 2013 2014 2015<'2) 

Local operational 
165,120,868 194,522,459 122,720,969 153,389,190 39,505,555 

cost (FCFA) 

Total in FCFA 675,259,041 
Total in JPY 133,714,662 

*l: Japanese fiscal year starts from April to March. 
*2：・ Bythe end of September 2015 

3.1.2 Cameroonian Side 

Inputs by the Cameroonian side are summarized in the Table 3-3. 

of the end of Novemb 

Assignment of A total of 37 C/Ps were assigned to the Project: 1 person from Mll'ほESI,
Cameroonian officer 25 persons from IRAD, 7 persons from University of Dschang, 3 persons 
and researchers from University of Douala, 1 person from University of Yaounde I. Details 

are listed as per attached in Annex 8. 

Building I Facilities I The physical facilities were provided for the Project activities as follows; 
Land ． 3 0百icesin IRAD (in Yaounde) for Cameroonian P町田tCoordinator, 

Japanese Project Coordinator, and assistants and Secretary ． 1 warehouse in IRAD ． Land for the field station in Gribe (0.3 ha) ． Land for cassava processing factory in Bityili (0.03 ha) ． 3ロilotfarms in Ebolowa (Me pto, Tyele and Mingon-Mingon) (each 1 

ふ「
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ha) ． Land for the field station in Andom (0.15 ha) ． 4 pilot farms in Andom (each 0.7 ha) ． Land for 4 cassava drying units in Andom (each 0.03 ha) 

Local operational The local operational cost (Counterpart fund and !RAD fund) covered by 
cost (Counterpart the Cameroonian side was approximately 330.0 million FCFA (JPY 65.3 
fund and !RAD fund) million), as shown in the following Table 3-4. 

Table 3-4 Local operational cost by Cameroonian side 

Yem 2012 2013 2014 2015 

Counterpart 
150,000,000 50,000,000 100,000,000 

fund(FCFA) 

!RAD fund (FCFA) 30,000,000 

Total in FCFA 330,000,000 

Total in JPY 65,346,535 

3 .2 Achievement of Outputs 

During the Study, the achievement of白ePr句ectwas assessed. The result is described as follows; 

Output 1 

Description I Assessment 
Conditions that assure sustainable agricultural production, prncessing, and 
marketing are clarified thereby avoiding deforestation and cropland I Likely to be achieved 
exoansion. 

In order to produce Output 1, the Pr吋ectimplemented 10 activities in 3 categories. The assessment 
result is based on the level of achi巴vementof the indicators in Table 3-5. 

Output 2 

Description I Assessrn叩 t

A local community model for sustainable use of NTFPs is de~eloped 

based on acquisition of basic data and evaluatiα1 of I Likely to be achieved 
otential/sustainability of NTFPs that includes b旧shm巴atin project目白S

In order to produce Output 2, the Project implemented 10 activities. The assessment result is based on 
the level of achievement of the indicators in Table 3-6. 

Output 3 

Description I Assessment 

A guideline fm rational and sustainable ecosystem use is presented 
through clarifying nutrient dynamics between soil-plant in I Likely to be achieved 
forestff，町官：st-savannamargm areas 

In order to produce Output 3，出ePrqリectimplemented 4 activities. The assessment result is bas巴don 
the level of achievement of the indicators in Table 3-7. 
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ch
 a
ge
nc
y 
an
d 
mi
ni
st
ri
es
. 

1-
1-
2

”T
h
e
 
pr
od
uc
ti
on
 
da
ta
 
b
y
 
th
e 

T
h
e
 d
at
a 
w
a
s
 c
ol
le
ct
ed
. 
In
 A

n
d
o
m
 (
20
11
 -

20
13
),
 t
he
 y
ie
ld
 o
f 
im
pr
ov
ed
 v
ar
ie
ti
es
 (
T
M
S
9
2
/
0
3
2
6
 

in
tr
od
uc
ti
on
 
of
 
in
tr
od
uc
ed
 
va
ri
et
ie
s 

of
 
an
d 
T
M
S
9
6
/
1
4
1
4
)
 w
a
s
 2

 to
 
5

 ti
me
s 
hi
gh
er

白
an

th
e 
lo
ca
l 
va
ri
et
y.
 
In
 B
it
yi
li
 
(2
01
3,
 
20
14
),
 t
he
 

Sa
ti
sf
ie
d 

ca
ss
av
a 
is 
co
ll
ec
te
d
.＇’ 

yi
el
d 
of
 i
mp
ro
ve
d 
va
ri
et
ie
s 
(T
MS
92
/0
32
6,
 T
M
S
9
6
/
1
4
1
4
 a
nd
 I
R
A
D
8
0
3
4
)
 w
a
s
 1
.4
 
ti
me
s 
hi
gh
er
 

th
an
 t
he
 l
oc
al
 v
ar
ie
ty
. 

1-
1-
3
”T
h
e
 p
ro
du
ct
io
n 
da
ta
 b
y
 t
er
ra
ci
ng
, 

L
a
n
d
 i
n 
fa
ll
ow
 w
it
h 
Pu
er
ar
ia
 (
20
13
):
 
T
h
e
 y
ie
ld
 
of
 c
as
sa
va
 i
n 
th
e 
la
nd
 
in
 
a

 2-
ye
ar
 P
ue
ra
ri
a 

Pa
rt
ia
ll
y 

in
tr
od
uc
ti
on
 

of
 

co
ve
r-
cr
op
 

an
d 

fa
ll
ow
 w
a
s
 2

 ti
me
s 
hi
gh
er
 t
ha
n 
in
 t
he
 l
an
d 
in
 a

 na
tu
ra
l 
re
gr
ow
th
. 

Sa
ti
sf
ie
d 

pl
ou
gh
in
g 
b
y
 p
o
w
e
r
 ti
ll
er
 i
s 
co
ll
ec
te
d.
 ”

 
1-
1-
4

’'
Th
e 

pr
ac
ti
ca
l 

da
ta
 
re
ga
rd
in
g 

T
h
e
 d
at
a 
in
 
fo
re
st
 
ar
ea
s 
ha
s 
b
巴
en

co
ll
ec
te
d.
 
T
h
e
 P
ro
je
ct
 
st
ar
te
d 
th
e 
ex
pe
ri
me
nt
 o
f 
ca
ss
av
a 

su
st
ai
na
bl
e 

cu
lt
iv
at
io
n 

te
ch
no
lo
gy
 
in
 

cu
lt
iv
at
io
n 
in
 
Gr
ib
 
d
a
r
o
m
 O
ct
ob
er
 2
01
3.
 T

h
e
 y
ie
ld
 
re
su
lt
s 
in
 
2
0
1
4
 N
o
v
e
m
b
e
r
 w
er
e 

10
.5
t/
ha
 

Sa
ti
sf
ie
d 

fo
r 四

t
ar
ea
s 
is 
co
ll
ec
te
d.
 ”

 
(T
MS
92
/0
32
6)
, 
15
.6
t/
ha
 (
TM
S9
6/
14
14
) 
an
d 
5.
7t
/h
a 
(T
os
o,
 l
oc
al
 v
ar
ie
ty
).
 

1-
1-
5 

"T
he
 
gu
id
el
in
e 

fo
r 

su
st
ai
na
bl
e 

T
h
e
 g
ui
de
li
ne
 f
or
 s
us
ta
in
ab
le
 a
gr
ic
ul
tu
ra
l 
pr
od
uc
ti
on
 h
as
 n
ot
 b
ee
n 
es
ta
bl
is
he
d 
ye
t.
 I
t 
is 
pl
an
ne
d 
to
 

ag
ri
cu
lt
ur
al
 p
ro
du
ct
io
n 
is 
es
ta
bl
is
he
d.
”
 

be
 e
st
ab
li
sh

巴
d
a白

er
th
e 
m
e
a
s
u田

m
e
n
t
of
 y
ie
ld
 o
f 
ca
ss
av
a 
in
 B
it
yi
li
 (
N
o
v
e
m
b
e
r
 2
01
5)
 a
nd
 o
f 
so
y 

Y
己t

to
 b
e 

be
an
s 
in
 t
he
 f
al
lo
w 
la
nd
 i
n 
A
n
d
o
m
 (
De
ce
mb
er
 2
01
5)
. 
Th
is
 w
il
l 
b
e
 d
is
tr
ib
ut
ed
 t
o 
fa
rm
er
s,
 r
el
at
ed
 

sa
ti
sf
ie
d 

re
se
ar
ch
 a
ge
nc
y 
an
d 
mi
ni
st
ri
es
. 

1・
2
C
a
s
s
a
v
a
 p
ro
ce
ss
in
g 
a
n
d
 m
a
r
k
e
t
i
n
g
 s
ys
te
ms
 

1-
2-
1 

”T
h
e
 
an
al
yt
ic
al
 
re
su
lt
 
of
 
th
e 

F
r
o
m
 2
01
3 

to
 
20
15
, 

a
 su
rv
ey
 
fo
r 

ca
ss
av
a 

pr
oc
es
si
ng
 
ma
rk
et
 
w
a
s
 
ca
rr
ie
d 

ou
t 

in
 
so
ut
he
rn
 

ex
is
ti
ng
 
ca
ss
av
a 

pr
oc
es
si
ng
 
ma
rk
et
 
is 

Ca
me
ro
on
. 
T
h
e
 s
ur
ve
y 
fo
cu
se
d 
o
n
 f
iv
e 
m
a
i
n
 b
y-
pr
od
uc
ts
 s
uc
h 
as
 C
as
sa
va
 s
ti
ck
, 
Fr
ie
d 
ca
ss
av
a,
 

ga
in
ed
.
”
 

Ta
pi
oc
a,
 C
as
sa
va
 f
lo
ur
 a
nd
 w
at
er
-f
uf
u 
in
 
th
e 
ma
rk
et
 o
f 
Eb
ol
ow
a,
 K
ye
-O
ss
i,
 A
b
a
n
g
 M
i
n
k
o
 a
nd
 
Sa
ti
sf
ie
d 

Ya
ou
nd
d.
 A
s
 a

 re
su
lt
, 
th
e 
es
ti
ma
te
d 
ad
de
d 
va
lu
e 
fo
r 
pr
od
uc
ti
on
 a
nd
 p
ro
ce
ss
or
, 
co
st
, 
an
d 
ma
rg
in
 

we
re
 a
na
ly
ze
d.
 

1-
2-
2
”T
h
e
 a
na
ly
ti
ca
l 
re
su
lt
 
of
 c
as
sa
va
 
Af
te
r 
an
al
yz
in
g 
ca
ss
av
a 
pr
oc
es
si
ng
 p
ro
du
ct
s,
 D
ri
ed
 f
er
me
nt
ed
 c
as
sa
va
 c
hi
ps
 a
nd
 C
as
sa
va
 f
lo
ur
 

Sa
ti
sf
ie
d 

pr
oc
es
si
ng
 
pr
od
uc
ts
 
in
vo
lv
in
g 

dr
in
ks
 

we
re
 d
et
er
mi
ne
d 
fo
r 
th
e 
fa
ct
or
y 
in
 
A
n
d
o
m
,
 a
nd
 C
as
sa
va
 s
ti
ck
, 
wa
te
r-
fu
fu
 a
nd
 T
ap
io
ca
 w

e 田

6
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a
n
d
 f
oo
ds
 a
re
 g
ai
ne
d 
a
n
d
出
巴

pr
oc
es
si
ng

de
te
rm
in
ed
 f
or

血
e
fa
ct
or
y 
in
 B
it
yi
li
. 

pr
od
uc
t 
is 
de
te
rm
in
ed
 f
or
 f
ac
to
ry
.
”

 
1-
2

目
3

”T
h
e

si
mp
le
 
ca
ss
av
a 

pr
oc
es
si
ng
 

In
 A

n
d
o
m
,
 c
on
st
ru
ct
io
n 
of
 2

 si
te
s 
w
e
r
e
 c
om
pl
et
ed
 a
n
d
 t
he
 o
pe
ra
ti
on
 s
ta
rt
ed
 i
n 
Ju
ly
 2
01
4.
 B

y
 

fa
ct
or
y 
is 

co
ns
tr
uc
te
d 
a
n
d
 i
ts
 
ev
al
ua
ti
on
 

A
u
g
u
s
t
 2
01
5,
 a
ll
 4

 si
te
s 
w
e
r
e
 c
on
st
ru
ct
ed
 a
n
d
 m
a
d
e
 o
pe
ra
ti
on
al
. 

co
nc
er
ni
ng
 
ca
pa
ci
ty
 
wi
th
 
ru
nn
in
g 

co
st
 

In
 B
it
yi
li
, 
co
ns
tr
uc
ti
on
 w

a
s
 c
om
pl
et
ed
 i
n 
Ju
ne
 2
01
3.
 A
ft
er

血
e
in
st
al
la
ti
on
 o
f 
1
 gr
ad
er
, 

1
 pr
es
s 

Ye
t 
to
 b
e
 

a
n
d
 l
ab
or
 i
np
ut

紅
e
se
t.
”
 

a
n
d
 2

 un
it
s 
fo
r 
m
a
k
i
n
g
 c
as
sa
va
 s
ti
ck
, 
th
e 
fa
ci
li
ty
 w
a
s
 m
a
d
e
 a
va
il
ab
le
 f
or
 u
se
 i
n 
S
e
p
t
e
m
b
e
r
 2
01
3.
 

sa
ti
sf
ie
d 

Ca
pa
ci
ty
 o
f 
th
e 
fa
ct
or
y 
in
 A
n
d
o
n
 i
nc
lu
di
ng
 t
he
 r
un
ni
ng
 c
os
t 
a
n
d
 t
he
 l
ab
or
 i
np
ut
 i
n 
A
n
d
o
m
 wi
ll
 b

巴

ev
al
ua
te
d 
b
v
 t
he
 e
n
d
 o
f 
th
e 
Pr
oj
ec
t.
 

1・
3
D
o
c
u
m
e
n
t
a
t
i
o
n
 配

co
rd
s
of
 t
he
 s
y
s
t
e
m
 e
xt
en
si
on
 t
o 
fa
rm
er
s'
 f
ie
ld
s 

1-
3-
1 

”T
h
e
 

re
gu
la
ti
on
 

of
 

vi
ll
ag
e 

P
O
S
A
S
 Vi
ll
ag
e 
C
o
m
m
i
t
t
e
e
 w
a
s
 e
st
ab
li
sh
ed
 i
n 
bo
th
 A
n
d
o
m
 a
n
d
 B
it
yi
li
 i
n 
Oc
to
be
r 
20
13
. 

co
op
er
at
iv
es
 

or
g 阻

1z
at
10
n

to
 

op
er
at
e 

In
 A
n
d
o
m
,
 a
ft
er
 s
ev
er
al
 m

巴
et
in
gs

，
出
e
re
gu
la
ti
on
 w
a
s
 d
et
er
mi
ne
d 
in
 D
e
c
e
m
b
e
r
 2
01
4.
 

ca
ss
av
a 
mi
ni
-f
ac
to
ri
es
 
is 

de
te
rm
in
ed
 f
or
 

T
h
e
 P
ro
je
ct
 a
ls
o 
tr
ie
d 
to
 
de
te
rm
in
e 
th
e 
re
gu
la
ti
on
 i
n 
Bi
ty
il
i,
 
bu
t 
it 
ha
s 
no
t 
b
e
e
n
 m
a
d
e
.
 D

u
e
 t
o 

Pa
rt
ia
ll
y 

se
ll
in
g 
ca
ss
av
a 
pr
oc
es
si
ng
 p
ro
du
ct
s 
(T
he
 

lo
ca
l 
ci
rc
um
st
an
ce
s 
in
cl
ud
in
g 
so
ci
al
 a
n
d
 c
ul
tu
ra
l 
hi
st
or
y 
in
 
th
e 
vi
ll
ag
e,
 t
he
 n
u
m
b
e
r
 o
f 
m
e
m
b
e
r
s
 
Sa
ti
sf
ie
d 

m
e
m
b
e
r
 o
f 
co
op
er
at
iv
e 
or
ga
ni
za
ti
on
 a
n
d
 
o
f
出
e
c
o
m
m
i
t
t
e
e
 h
as
 d
ec
re
as
ed
 f
r
o
m
 1
0
0
 t
o 
20
. 

O
ロe
ra
ti
on
al

re
gu
la
ti
on
）.” 

1-
3-
2
”T
h
e
 s
al
es
 s
ys
te
m 
m
o
d
e
l
 b
as
ed
 o
n
 
T
h
e
 s
al
es
 s
ys
te
m 
m
o
d
e
l
 h
as
 n
ot
 b
e
e
n
 c
on
st
ru
ct
ed
 y
et
. 
T
h
e
 P
ro
je
ct
 p
la
ns
 t
o 
co
ns
tr
uc
t 
it 
ba
se
d 
o
n
 
Ye
t 
to
 b
e
 

co
st
 c
al
cu
la
ti
on
 1
s 
co
ns
tr
uc
te
d.

刷
th
e 
re
su
lt
 o
f 
th
e 
in
di
ca
to
r 
1-
2 
3
 b
y
 t
he
 e
n
d
 o
f 
th
e 
Pr
oj
ec
t.
 

sa
ti
sf
ie
d 

T
a
b
 

-6
 A
c
h
i
e
v
e
m
e
n
t
 o
f 
0
 

Ou
tp
ut
 2
: 

A
 lo
ca
l 
c
o
m
m聞
の

m
o
d
e
l
fo
r 
su
st
ai
na
bl
e 
us
e 
of
 N
T
F
P
s
 is
 
de
ve
lo
pe
d 
ba
se
d 
o
n
 a
cq
ui
si
ti
on
 o
f 
b
田
ic
da
ta
 a
n
d
 e
va
lu
at
io
n 
of
 po
te
nt
ia
L伽

st
ai
na
hi
li
ty

of
 N
T
F
P
s
 

th
at
 i
nc
lu
de
s 
b
u
s
h
 m
e
a
t
 in
 p
ro
je
ct
 s
it
es
. 

In
di
ca
to
rs
 

St
at
us
 o
f 
pr
og
re
ss
 (
as
 o
f 
th
e 
e
n
d
 o
f 
N
o
v
e
m
b
e
r
 2
01
5)
 

A
s
s
e
s
s
m
e
n
t
 

2-
1
”T
h
e
 d
at
a 
fo
r 
su
st
ai
na
bl
e 
ut
il
iz
at
io
n 

T
h
e
 P
ro
je
ct
 r
ec
or
de
d 
it
em
s,
 
we
ig
ht
 a
n
d
 p
la
ce
 o
f 
co
ll
ec
ti
on
 f
or
 N

T
F
P
s
 c
ol
le
ct
ed
 b
y
 B
a
k
a
 a
n
d
 

of
 N
T
F
P
s
 is
 
co
ll
ec
te
d.
”
 

B
a
n
t
u
 i
n 
th
e 
fo
re
st
 i
n 
G
r
i
M
仕
o
m
A
u
g
u
s
t
 2
0
1
2
 t
o 
Oc
to
be
r 
20
14
. 

A
s
 a

 re
su
lt
 
of
 t
he
 
da
ta
 c
ol
le
ct
io
n,
 
th
er
e 
w
e
r
e
 6

 fi
nd
in
gs
: 

1) 
bo
th
 B
a
k
a
 a
n
d
 B
a
n
t
u
 d
e
p
e
n
d
 o
n
 

st
ar
ch
y 
fo
od
 f
or
 t
he
ir
 f
ar
mi
ng
 a
ct
iv
it
y 
bu
t 
wi
ld
 y
a
m
 is 

in
di
sp
en
sa
bl
e 
fo
r 
B
a
k
a
 d
ur
in
g 
dr
y 
se
as
on
, 

2)
 
qu
an
ti
ty
 o
f 
c
o
n
s
u
m
p
t
i
o
n
 o
f 
N
T
F
P
s
 a
s 
ve
ge
ta
bl
e 
fo
r 
B
a
k
a
 a
n
d
 B
a
n
t
u
 i
s 
al
mo
st

恥
sa
me
,
3)
 

B
a
n
t
u
 e
at
s 
m
e
a
t
 a
lm
os
t 
ev
er
y 
d
a
y
 a
n
d
 B
a
k
a
 e
ve
ry
 2

 da
ys
, 
4)
 t
he
y 
d
e
p
e
n
d
 o
n
 N
T
F
P
s
 f
or
 o
il
s 
a
n
d
 
Sa
ti
sf
ie
d 

co
nd
im
en
ts
, 
5)
 N

T
F
P
s
 a
re
 u
se
d 
fo
r 
me
di
ci
ne
, 
to
ol
s 
a
n
d
 b
ui
ld
in
g 
ma
te
ri
al
s,
 6
) 
B
a
k
a
 s
e
l
d
o
m
 b
u
y
s
 

fo
od
. 

Mo
re
ov
er
, 
it 
w
a
s
 f
o
u
n
d
血
at

3
5
 s
pe
ci
es
 o
f 
N
T
F
P
s
 a
re
 f
or
 
sa
le
. 
B
a
k
a’
s
 i
n
c
o
m
e
 r
el
ie
s 
o
n
 N
T
F
P
s
,
 

a
n
d
 t
he
 p
er
ce
nt
ag
e 
of
 N
T
F
P
s
 i
n 
th
ei
r 
i
n
c
o
m
e
 i
s 
2
5
%
 f
or
 B
a
n
t
u
 a
n
d
 9

0
%
 f
or
 B
ak
a.
 H
o
w
e
v
e
r
,
 

B
a
n
t
u
 e
ar
ns
 1
0 
ti
me
s 
m
o肥

m
o
n
e
y
th
an
 B
ak
a.
 

2-
2
”T

h
e
 e
co
lo
gi
ca
l 

da
ta
 
of
 N

T
F
P
s
 i
s 

In
 G

口
be
,
va
ri
ou
s 
ec
ol
og
ic
al
 d
at
a 
w
a
s
 c
ol
le
ct
ed
 a
s 
fo
ll
ow
s;
 

Sa
ti
sf
ie
d 

7
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co
ll
ec
te
d.
 ”

 
-
4
6
4
 s
pe
ci

田
of

tr
ee
 i
n 
8

 ty
pe
s 
of
 f
or
es
t 
zo
ne
 w
e
r
e
 r
ec
og
ni
ze
d 
a
n
d
 1
1 
sp
ec
ie
s 
ex
is
t 
in
 a
ll 

8
 ty
pe
s 

of
 f
or
es
t 
zo
ne
s.
 

-
Re
la
ti
on
sh
ip
 b
et
we
en
 h
u
m
a
n
 b
ei
ng
s 
a
n
d
 n
at
ur
e:
 1
) 
Ag
ro
-f
or
es
t 
zo
ne
 h
as
 t
he
 h
ig
h 田

t
di
ve
rs
i旬

of
位
ee
s,

2)
 
A

 sm
al
l 
sc
al
e 
of
 s
la
sh
-a
nd

目
b
u
m
fa
rm
in
g 
an
d 
lo
ng
 p
er
io
d 
of
 f
al
lo
w 
ca
n 
co
nt
ri
bu
te
 t
o 

ma
in
ta
in
 t
he
 d
iv
er
si
ty
 o
f 
ve
ge
ta
ti
on
 i
n 
fo
re
st
, 
3)
 
A

 sm
al
l 
sc
al
e 
co
ll
ec
ti
ng
 w
il
d 
y
a
m
 a
n
d
 o
th
er
 

N
T
F
P
s
 b
y
 B
a
k
a
 c
an
 c
on
tr
ib
ut
e 
to
 i
nc
re
as
e 
in
 w
il
d 
ya
m.
 

-
Po
te
nt
ia
l 
of
 t
he
 f
or
es
t:
 
O
n
l
y
 7

 m
a
i
n
 w
il
d

仕
ui
ts

ha
ve
 1
60
,0
00
 K
ca
l/
ha
 a
nd

出
is
e
n巴
rg
y
su
pp
li
es
 

2
2
 p
er
so
ns
/k
m2
. 
Th
ei
r 
po
te
nt
ia
l 
va
lu
e 
is 
9
0
0
 m
il
li
on
 F
C
F
A
.
 H
ow
ev
er
, 
th
e 
ac
tu
al
 u
ti
li
za
ti
on
 o
f 

N
T
F
P
s
 is
 
ar
ou
nd
 3
%
.
 

-
An
im
al
s 
a
n
d
 h
un
ti
ng
: 

31
 
sp
ec
ie
s 
of
 m
e
d
i
u
m
 t
o 
la
rg
e 
an
im
al
s 
we
re
 c
on
fi
rm
ed
 i
n 
50
4k
m2
. 

Pr
es
su
re
 o
f 
hu
nt
in
g 
b
y
 B
a
k
a
 a
n
d
 B
an
tu
 is
 
hi
gh
er
 t
ha
n 
st
an
da
rd
. 

2
 3
 "
Th
e 

an
al
yt
ic
al
 
da
ta
 
of
 
ch
em
ic
al
 
T
h
e

出
1a
ly
ti
ca
l
da
ta
 o
f 
ch
em
ic
al
 c
om
po
ne
nt
s 
of
 N
T
F
P
s
 h
av
e 
be
en
 c
ol
le
ct
ed
. 
Ba
si
c 
nu
tr
it
io
na
l 

c
o
m
p
o
n
e
n
t
s
 o
f 
N
T
F
P
s
 is
 
co
ll
ec
te
d.
" 

fa
ct
s,
 
a
m
i
n
o
 a
ci
ds
, 
fa
tt
y 
ac
id
s 
an
d 
mi
ne
ra
ls
 o
f 
N
T
F
P
s
 (
wi
ld

企
ui
t
an
d 
wi
ld
 v
eg
et
ab
le
) 
ha
ve
 b
ee
n 

Sa
ti
sf
ie
d 

an
al
yz
ed
. 

2-
4
”T
h
e
 i
nv
en
to
ry
 a
n
d
 t
he
 d
at
ab
as
e 
of
 
T
h
e
 i
nv
en
to
ry
 
w
a
s
 d
ev
el
op
ed
. 

In
 
Gr
ib
e,
 
7
0
4
 s
pe
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3.3 Achi of Project Purpo 
Description 

Methods for sustainable land use and natural r田 ource conservation are proposed in 
forest/forest-savanna margin ar，田sof South and East Regions of Cameroon. 

Indicator: 
The acquisition of substantial data for “Forest-Savanna Sustainability Model" and the analysis 
results are presented. 

As the aforementioned “＇Forest-Savanna Sustainability Model" and the analysis results have not been 
presented yet, the Project Purpose has not been achieved at the time of the evaluation. However, 
considering the following, the Team is of the opinion that the Pr句ectPurpose would be achieved by 
the end of the pr・ojectperiod (July 2016）：・（i)substantial data required for constructing the Model has 
been acquired, (ii) researchers of both sides are strenuously at work on developing the Model to make 
it available for・discussionin March 2016; and (iii) all Output I, 2 and 3 are considered likely to be 
achieved by the end of the project. 

3 .4 Implementation Process 
3目4.1Decision making and monitoring system of the Project 

There is a functional decision making mechanism in place. Steering Committee, which is the 
decision目 makingauthority of the Project, has held 7 meetings to discuss and approve the overall 
Project framework annual activity plan and budget plan. In the meeting, each activity of the Project 
has been reported and the members have shared the progress of PO. The Eighth Steering Committee 
Meeting is planned to be held at the time of this terminal evaluation in December 2015. The agenda of 
the meeting is shared in advance and all members can participate in the discussion. The Steering 
Committee contributed to achievement of results and coordination between stakeholders. 

In addition to the Steering Committee, there is a Monitoring and Evaluation Unit of the Project 
organized by M悶RESI.The unit has 6 members and is headed by the Secretary General. This unit 
does not have a direct decision making authority over the Project, nor does it monitor the everyday 
activity of the Project. Instead, it functions as an exterior monitoring system for the Project. 
Cameroonian Project Manager and the Japanese Project Coordinator attended the monthly meetings in 
order to communicate any recommendation made by the unit to the Project. The m巴mbersof the unit 
have visited all three sites (Andom, Bityili and Grib6) in order to confirm the progress of the Project 
by conducting interview with the local population. Monitoring and Evaluation Unit of the Pr句ect
promoted the involvement of local authority and community in the Pr~リect.

Despite these decision making and monitoring bodies, their function to assess the quality of research 
activities and their巴ffectivenessto contribute to the achievement of the indicators of the PDM were 
not satisfactory. Although the Project has a review system of the progress of each activity along the PO, 
the system is only functioned at the team leader level and not at the level of individual researchers. 
This may have led to miscommunications among researchers and limited unification towards the 
Project purpose. 

3.4.2 Communication for smooth implementation and progress management of the Pr句ect

Due to the large number of researchers (Japanese 26 ex per臼 andCameroonian 37 researchers) in 
different organizations from different discipline, communication is a key factor for smooth 
implementation of the Project. In order to integrate the different disciplines, the Project organized 12 
Team Leader Meetings to coordinate among the 4 teams and to organize combined activiti田 suchas 
the workshop and the sympos山m However, due to some misunderstanding amongst the researchers 
and changes of circumstances, certain leaders from both Japanese and Cameroonian side did not attend 
all the Team Leader Meetings and were unable to inform the content of discussion to their team 
members. This has hindered the achievement of some Outputs. 

bへ〈
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However, even though there were some obstacles with the management, the Project has pushed 
forward their activities without stop and acquired a lot of important research results by the effort of 
both Cameroonian and Japanese researchers目

3 .4.3 Seminars, Workshops, Products, etc. 

There have been a great number of research outcomes made by the Project. Seminars and Workshops 
conducted by the Project are summarized in Annex 9. Products of the Pr句ectprepared at the time of 
the Study are listed in Annex 10. 

3.5 Recommendations from the Mid-Term Review 

The Team has assessed whether the Project has followed the recommendations from the Mid-term 
review. The results are shown in Table 3-8. 

宮山le3 8 Confirmation of the foll f ’・...－ -F守【守守 F
dations by Mid-term 

Recommendations Status of implementation 

Recommendation to the Project Team 
(1) Establishment of The Mid-Term Review recommended to share a concrete plan to realize 
the strategy to embody the Project purpose by November 2014. The plan was discussed in 
the Project purpose February 2015, and the Project determined to prepare a draft of model by 

August 2015. 
(2) Research Team The Project conducted the Team Leader Meeting once in 2013, 4 times in 
Leader Meeting 2014 and once in 2015 in addition to the 5 meetings to prepare for the 

symposium. 
However, the Project failed at attracting all the team leaders to the 
meeting; certain team leaders did not attend all the meetings or did not 
react timelv to oroiect reauests. 

(3) Empowerment of The Mid-Term Review recommended 1) installation of bulletin boards 
local people with simple explanation of the Project activities at血eexperiment sites, 2) 

installation of labels to show cassava/plantain varieties at experimental 
cropping sites, and 3) preparation of explanatory material in English, 
French and local languages. However, 1) and 2) have not been 
implemented yet. Nevertheless, some explanatory materials such as 
pamphlets, leaflets and videos were prepared目 InAndom and GriM, at the 
time of the Study, the Project was preparing a new pamphlet and 
powerpoint slides to share with the local population what the Project has 
done and what the local population can do with the outcomes of the 
Project. 

( 4) Collaboration with COMIFAC is not ready to collaborate with the Project because of its weak 

COMIFAC organization. Only 3 countries out of 10 member nations donate budget to 
COMIFAC and hence there are only 10 staff members in Cameroon (7 out 
of 10 sta百membersare paid for by other donors). However, a JICA 

project“Project for Promotion of Conservation, Sustainable Use of 
Biodiversity and Climate Change Issues in COMIFAC Countries" was 
launched in August 2015 in Cameroon and the COMIFAC project intends 
to apply some of the research results of the Project such as 

“Trans-equatorial Irvingia gabonensis trade" and “Camera trap and line 
transect survey" for itsロilotactivitv. 

(5) Involvement of The Project was open to conduct on the-job-training for EcかGuardson 
Eco-Guards into the night vision camera monitoring of animals, even though this activity is not 
Project activities a pa抗 ofthe Project activity. However, there has been no official request 

made by MINFOF so far. The Project has not yet received information on 
the availability of funds for conducting the training and purchasing night 
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vision cameras to apロlythe technique learned in the training. 

(6) Management of The Mid Term Review recommended the Project to decide the purpose 

AFlora and rules of the AF!ora database usage by early 2014 but they have not 
been decided yet at the time of the Study. 
A total of 950 specimens have been recorded on AFlora at the time of the 
Study. The remaining 704 specimens which were collected in Gribe will 
be recorded by the end of the Project. 
The data on NTFPs in Andom and the Southern Region has been collected 
by the Cameroonian side but the data has not been recorded on AFlora. 
There is no mutual agreement among researchers on opening the access to 
AFlora to the public because of the issue of Access and Benefit Sharing 
(ABS). 

(7) Management of The management method was decided on 15th August, 2015. The 

NTFPs specimens specimens which were kept in Gribe will be managed by individual 
research巴rs.This is because the specimens collected did not follow the 
protocols of National Herbarium, but it is important for the researchers to 

have access to the original data of their research. The list of specimens 
will be shared with National Herbarium. 

(8) Repairtrune-up of The Project concluded that it was impossible to prevent the noise by 

equipment in the repairing the equipment. Therefo問， soundproofheadphones were installed 

Bityili cassava by the Project. 
ロrocessmgplant 

(9) Ensuring safety of The Project investigat巴dthe road in December 2014. It was decided that 

travel to the Gribe the Project should keep a car available in Gribe when Japanese researchers 

Field Station are present. The road condition is maintained during the dry season. 

Recommendations to the Cameroonian Side 

(1) Operation of the !RAD plans to take over the field stations and facilities in Andom, Bityili 

field stations and Gribe. IRAD has a plan to negotiate with the local authority and local 

population on the land possession by the end of 2015. 
There are no concrete plans for the use of field stations in IRAD available 
in documents, including a budgetary one. Howeve巳ithas been discussed 
that if the negotiation on the land is successful, IRAD will employ field 
keepers for the 3 sites to maintain the facilities and to make action plans to 
support the local population for sustainability of the Proiect activitv. 

(2) Recruitment of Turnover and resignation of the C/Ps has been reported to and approved in 

researchers Steering Committee Meetings and new resear℃hers have been田cruited
without delay so as to cause delay to the Proiect activities. 

Recommendations to the Japanese Side 

Dispatch of experts in After the replacement of the leader of Food Science Team on the Japanese 
the field of food side, th巴newleader has never visited Cameroon and supplementary expert 

science was not assigned. There was communication between one Japanese 
student and Cameroonian researchers in the team, but the joint research 

was not accelerated. 
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4. RESULTS OF REVIEW 
4.1 Five Evaluation Criteria 

Through the Study, the relevance, effectiveness, efficiency, impact and sustainability of the Project 
were assessed 

4.1.1 Relevance 

The relevance of the Project is evaluated as High for the following reasons目

(1) Relevance to the polici田 ofthe government of Cameroon 
The Project is consistent with the policies of the government of Cameroon. There have not been any 
changes in their policies since the beginning of the Project. The objective of the Project is within the 
scope of“Forest and Environmental Sectorial Program σESP）” developed in 2003, and relevant to 
“Growth and Employment Strategy Paper (2010/2020) (GESP）＇’ a nd “Rural Sector Development 
Strategy (RSDS) (2005/2015)". In addition, all answers to questionnaires and interviews from 
Cameroonian government officials including M別RESI,MINADER, MINEPDED, Mひ厄PAT,etc. 
were very positive regarding the relevance of the Project. Moreover, the government of Cameroon 
intends to promote agricultural production including cassava. Mil可ADERcommenced Agricultural 
Market Investment and Development Project (PIDMA) from 2014 with duration of 5 years financed 
by the World Bank. 

(2) Relevance to the Official Development Assistance (ODA) policies of the government of Japan 
In the Country Assistance Policy to Cameroon since 2012, the Japanese government recognized the 
necessity to realize the GESP. One of three main domains in the policy is “agriculture and rural 
development". Moreover it is mentioned in the policy to coop巴ratefor sustainable management and 
conservation of forest in Congo basin. 

(3) Relevance to the needs of the beneficiaries 
Direct beneficiaries of the Project are researchers in IRAD and 3 universities. IRAD aims to promote 
agriculture development through research. One of its 4 mandates is to assure sustainability of natural 
resource and environment. The objective and contents of the Project fully match with the mandate and 
mission of IRAD. The area which the Project covers is in line with the research area of researchers in 
3universities目 Therewas progress made in resear℃hes concerned through the participation in the 
Project. 

Indirect beneficiaries are the local population. The Pr~リect was relevant to the needs of the local 
population: increase of income and improvement of living condition. For exampl巴inAndom, incom巴
of farmers has been increased thr・oughthe production of the n巴W variety of cassava and using drying 
facility which the Project introduced. Farmers can send their children to school, buy cassava crasher, 
build a house, etc. In Gribe, the local population has recognized the value of NTFPs and started selling 
them. This contributed to the increase of income and local population changed their roof, built a house, 
etc. In B ityili, their income increased from selling cuttings of improved variety of cassava. 

( 4) Appropriateness of the approach 
Selection of target areas is assessed as appropriat巴. Kyoto University, University of Yaounde I, 
University of Douala and University of Dschang, had started their research before the Project started 
in Andom, Bityili and Gribe. This led to smooth start of researches and fruitful outcomes. 

4.1.2 Effectiveness 

Assuming the Project Purpose would be achieved by the end of the project period as concluded in the 
section 3.3, the effectiv巴nessof the Project is evaluated as Relatively high for the following reasons. 
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(1) Contribution of Outputs to the achievement of the Pr句ectpurpose 
The concept of “Forest-Savanna Sustainability Model" included all domains of the Project such as 
Sustainable agriculture production and marketing, Sustainable use of NTFPs and Sustainable 
ecosystem use between soil-plant目 AllOutput 1, 2 and 3 are indispensable to construct the model目

(2) Important assumptions 
There have not been any natural disasters (flooding), spread of diseases or change of policies 
regarding agriculture and fo肥stsector observed during the Project duration as of December 2015. 

(3) Hampering factor 
As mentioned in 3 .4.2, although the Project has accumulated adequate data through each research, 3 
Outputs and the Project purpose was not achieved in a timely manner because of insufficient 
communication amongst team leaders and unavailability of certain team leaders. 

4.1.3 E妊1ciency

The efficiency of the Project is evaluated as Moderate for the following reasons. 

Input from the Japanese side (assignment of experts, provision of equipment, local operational cost) 
was made almost as scheduled, except for the assignment of experts to the Food Science Team. After 
the replacement of the team leader, new team leader conducted the research without visiting Cameroon 
and without discussing with Cameroonian team members. This affected the delayed implementation of 
the activity of the Food Science Team目

Cameroonian researchers were also assigned as scheduled except for the limited commitment from 
certain leaders in the latter half of the Project duration. This affected the delayed achievement of the 
Output 2 and 3 because it takes time to compile all research data and develop a required 
model/guideline without help from Cameroonian leaders. 

The facilities of the Project have been well utilized. The field station in Andom and Grib己hasbeen 
frequented by researchers and has become a hub of research activities. The drying unit in Andom has 
85% average use per month. 

As regards to the equipment, almost all of equipment has been appropriately utiliz巴dExceptionally 
there were few cases where the procurement of equipment was delayed and a質的tedthe data collection 
of cassava. Moreover, some of equipment such as Shaking incubator in laboratory has hardly been 
utilized, or broken without repair because of unstable electricity and the difficulty to repair in 
Cameroon. Some equipment was not in full use because of delay in some research activities. It has 
caused insufficient implementation of activity in the Food Science component. 

The local operational cost from the Cameroonian side was provided by the counterpa此fund.However, 
the disbursement of fund was delayed because of a change in the system of funding in 2014. When the 
counterpart fund was unavailable, IRAD was able to provide funds for the Project. In 2015, 
counterpa抗 fundwas not available until August目 Thedelay in funding resulted delay for site visits and 
lo we陀 dthe efficiency of the Project 

Involvem巴ntof local population is one of the key promoting factors. Especially in the cassava 
production, proc巴ssingand marketing in Andom, they have been motivated to join the Project activity 
from their own initiative. Another key promoting factor is high participation of both Cameroonian and 
Japanese students to the Project activities. The participant of students was realized by the input from 
Japan Society for the Promotion of Science (JSPS), outside of the Project budget. Seventeen Japanese 
students conducted their research in Cameroon as part of the Prqリectactivities. Some visits made by 
Japanese expe目swere funded by JSPS as well. 

Finally, even though there have been some difficulties mentioned above, almost of all activities have 
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been executed, and a great number of outcomes of research have been produced because of high 
commitment from both Cameroonian and Japanese res開問hersto the Project. 

4.1.4 Impact 

The impact of the Project is evaluated as Relatively High and positive impacts for the following 
reasons 

(1) Positive Impact 
The following positive impacts have been observed: 

1) Economic aspect 
Income of local population in target ar＇悶shas been increased through the participation in the Project 
activities. For example in Andom, their dried fermented cassava chips (Pongo) has become popular 
for its quality, and a merchant comes to buy their Pongo twice a month from Edea, located 400 km 
away from Andom. Young women have also started cultivating cassava recognizing it as a promised 
cash crop. The increased income' allows them to send their children to school, buy cassava crasher, 
build a house, etc. 

In Gribe, the local population has realized the value of NTFPs such as nuts (Irvingia gabonensis, 
Peke in local name) which they now sell. Merchants from Gabon, Nigeria and Equatorial Guinea 
come to Gribe to buy the nuts every two weeks during its season from July to September. 60% of 
Gribe population are now collecting and selling the nuts. The increased income allows them to send 
their children to school, change a roof, etc. 

In Bityili, food security was enhanced from the increased production of the improved variety. The 
improved variety has adopted in the local cultivating culture even by non-members of eve. 
Moreover, the local population income has been able to gain cash through the sales of cuttings. From 
2013 to 2015, eve has sold 1,762,216 cassava cuttings for 45,066,380 FeFA. 

2) eapacity development asp巴ct
In Andom, capacity of community organization has been developed. eommittee of Development, a 
committee to discuss developmental goals of the village, was established 7 or 8 years ago, but its 
existence was forgotten by the population because it did not function well. As a result of the Project, 
the eommittee of Development was held in August 2015 chai肥dby the president of FOSAS Village 
eommittee. 

Th巴Projecthas contributed to the capacity development of the future generation. According to the 
Study, at least 9 eameroonian students and 6 Japanese students acquired master’s degree and 5 
Japanese students acquired doctorate degree and 1 eameroonian student is expected to 印刷ire
doctorate degree through the activity of the Project. This Project was a good opportunity for the 
students to conduct research in the field and to learn from other researchers. Sustainable agriculture 
and natural resource management were able to recruit fresh researches. 

3) Environmental aspect 
There was an opinion given by an interviewee in Gribe that poaching was reduced because of newly 
recognized value of NTFPs. Some unemployed young men of Bantu go into th巴 nationalpark to 
poach. However, during the season of Peke nuts from July to September, these men collect nuts 
instead of poaching. 

1 According to the random sampling research (33 women), 19 women participated in a mutual 
financing association (jangui in local name). Total 7,131,000 FeFA (average 375,316 FeFA per 
woman) was deposited to the association from their increased income per year. 
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(2) Negative Impact 
There were no negative impacts observed. However, firstly, there may be a risk of pests and diseases 
against cassava in the future. Although the local population believes that the improved varieties of 
cassava can withstand pests and diseases, improved ones are equally affected by them, and need 
caution 
Secondly, there may be a risk of increase in cultivated a問afrom the increase in demand of cassava 
from large scale processing scheme such as beer production. The expansion of newly opened land 
seems to be limited due to the increased productivity of the improved variety. However should there 
be lack of policy on sustainable land use, there is a risk that the villagers will expand their farmland 
for cassava production. 

4.1.5 Sustainability 

The sustainability of the Pr，吋ectevaluated as Relatively High for the following reasons. 

( 1) Policy Asp巴ct
The policy of Cameroon is expected to continue because the “Growth and Employment Stra匂gyPaper 
(2010/2020) (GESP）＇’ is valid until 2020 and the “Rural Sector Development Strategy (RSDS）” is valid 
until 2015 and the revised version is waiting for the approval. As regards to the policy of Japan, the 
main strategy is to support the GESP. In addition, Cameroon’s Readiness Preparation Proposal for 
Reducing Emissions from Deforestation and Forest Degradation in Developing Countries (REDD+) 
was approved in February 2013 and signed in November 2013. In conclusion, there is a prospect that 
the Project will have policy support目

(2) Institutional and Financial Aspect 
High ownership of the Project from the Cam巴roonianside was observed仕omthe commitment of 
Mil恨ESIand IRAD. Mn恨ESIhas created a Monitoring and Evaluation Unit and IRAD has 
provided additional funding a part from counterpart fund. Moreover M悶RESIand IRAD have a very 
strong intention to keep the 3 field stations in Andom, Bityili and Gribe, and the facilities of cassava in 
Andom and Bityili a白erthe Pr句ectends, in order to support the sustainability of the activity through 
using outcomes of the Project. 

The first step to transfer the ownership of the stations and facilities to IRAD is to secure the land 
ownership. IRAD has already conducted site inspection and the negotiation on land ownership with 
the local population will be held from 15 to 19 December. If the negotiation is successful, IRAD plans 
to make an action plan on how to utilize those stations and facilities, and to employ 3 field keepers in 
each station by the end of the Project. However, no concrete plan of use of facilities and no budgetary 
backing for facility maintenance were confirmed by the Study. Nevertheless the institutional support is 
likely to be gained even after the Project ends. 

(3) Technical Aspects 
In the target a問as,local population in Andom may sustain their activity because they have already 
mobilized for their development by their own initiative as mentioned in 4.1.4. The local population in 
Grib6 have started to realize the value of NTFPs and to gain income, but still seem to depend on the 
Project or wait for other donors to come to Gribe. They may continue to sell NTFPs, but there is no 
prospect of expansion of th巴iractivity without further support. In Bityili, the local population is likely 
to continue cultivating the improved variety of cassava because even the non-members of eve has 
gained acc巴ssto the cuttings of improved vari巴tyoutside of the Project activity, and th巴 improved
variety have b巴enadopted. However, the processing of cassava into cassava stick has proved to be 
unprofitable (the cost of making l cassava stick is 90 FeFA and the price of 1 stick is 100 FeFA in 
Abang Minko'o and 50-75 FeFA in Bityili) and the cassava processing activity is unlikely to be 
sustained. 

Joint activities and technology transfers between the eameroonian and the Japanese researchers were 
limited to certain teams. The sustainability of the activities that did not involve the eameroonian 
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researchers are questionable, should there be a situation where the Japanese researchers are unable to 
return to Cameroon due to reasons such as lack of funding. However, 9 Cameroonian researchers were 
trained in Japan in their respective field, and are expected to apply the acquired knowledge in future 
research. 

In terms of continuous use of equipment, some equipment was not being used at the time of the Study 
b巳causeit was broken (and difficult to repair in Cameroon) or never been used since its installation 
due to infrastructural problems. The sustainability of the equipment is questionable, as there are no 
plans of getting the broken equipment fixed in the Soil Science Lab, and no budget for buying reagents 
for equipment in the Food Science Lab. 

Japanese researchers seek further cooperation after the Pr句ectends. In the domain of Sustainable 
Agriculture, researchers have applied for JICA Partnership Program. Researchers in NTFPs team have 
applied for another SATREPS with the University of Dschang. Other researchers are also looking for 
funds to construct eco housing utilizing the construction method d巴velopedby the Project. In addition, 
most of Japanese researchers intend to continue their research by the fund of JSPS. 

There are multiple candidates for institutions to utilize or apply the outcomes of the Pr句ect.
MINADER, one of the S臼eringCommittee members, launched Agricultural Market Investment and 
Development Project (PIDMA) in 2014 to 2019, financed by the World Bank. MINADER is expected 
to utilize the results from Output 1 of the Project, as cassava is one of the main crops for PIDMA. 
M町EPDEDis interested in the domain of forest and they have intention to utilize the idea of the 
Project such as using NTFPs for forest conservation for their educational campaign t刀 localpopulation. 
M町FOP,also one of the Steering Committee members, is interested in the night vision monitoring of 
animals. IITA is an organization in which POSAS has shared information regularly since the beginning, 
and where soil samples were analyzed. CIFOR is an international organization which cooperates with 
IITA to implement a research project on g陀enhousee百ectin soil in Ayos, Eastern Region. The two 
organizations are interested in all the components of the Project, but especially in soil. JICA 
COMIFAC project which was launched in Cameroon in 2015 is also quite interested in the utilization 
of the outcomes of the POSAS Prqリectfor their pilot activity. One of Japanese researcher of the Project 
will join the COMIFAC project as an expe抗.The expert has a plan to apply the result of the Project 
into the pilot activity in COMIFAC pr•句ect. Cameroonian student involved in the Project has joined 
the COMIFAC project as a staff member. Other organizations mentioned by interviewees or 
questionnaires during the Study are as follows; World Wide Fund for Nature, Farmer’s association 
(Chambre d’Agriculture), Pan-African Institute and some Common Initiative Groups (GIC)目

Three field stations will be open to researchers and students from the universities involved in the 
Project. These stations are expected to help sharing ideas or conduct technical exchange with other 
researchers. 

4.2 Conclusions 

The Team confirmed that the significance of the Project. The objective and goal is highly concerned 
by both Cameroonian and Japanese government. The Pr句ectactivity also fulfills the needs of local 
population. 

In accordance with the assessment of Effectiveness and E旺1ciency,there are some hampering factors 
(insufficient assignment of certain team leaders, some unstable equipment, etc.) to delay producing 
Output 1, 2 and 3 and it affects the achievement of the Project purpose. However, substantial data we問
collected and it is concluded that出ePr句ectpurpose would be attained by the end of the Project 
period (July 2016). 

Positive impacts are observed such as increase of income of local population. This also brings 
motivation of community d巴velopment.These impacts should be continued after the Project ends. 
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In order to continue these impacts and assure出esustainability of the Project, more effort by the 
Cameroonian side would be required. Securing of 3 field stations is indispensable for the sustainability. 
Necessary arrangement should be made to continue research activities in these 3 field stations. 

There are some important issues to be addressed in order to produce better outcomes by the end of the 
Project and to secure the sustainability. These issues are explained as recommendation in the next 
chapter. 

Table 4-1 Summary of Evaluation by Five Evaluation Criteria 
Criteria Evaluation Reasons/Remarks 

Relevance High ( +) Relevance to the Cameroonian policies 

( +) Relevance to the Japan/JI CA’s aid strategies 

( +) Relevance to the needs of beneficiaries 

(+)Appropriateness of Approach 

Effectiveness Relatively High ( + ) Contribution of Outputs to the achievement of the 
Project purpose 

( +) Important assumptions 

( ) Hampering factor (Communication amongst researchers) 

Efficiency Moderate ( ± ) Assignment of Japanese experts and Cameroonian 
researchers 

( +) Utilization of facilities in the target areas 

( ±) Utilization of equipment from the Japanese side 

(±)Allocation of operational cost by the Cameroonian side 

( +) Promoting factors (Involvement of local population, 
Participation of students) 

Impact Relatively High ( +) Increase of income of local population 

( +) Motivation for rural development 

( +) Acquisition of doctor and master degree through the 

Project 
( +) Environmental aspect 

Sustainability Relatively High （十） Prospect of Cameroonian policies to be continued 

( +) Ownership of the Project by Cameroonian C/Ps 

( +) Will and plan to keep field stations and facilities by 

IRAD 

（土）Maintenance of facilities 

(±)Technical sustainability of local population 

( ±) Capacity building of C/Ps 

( ±) Maintenance of equipment 

（十） Continuation of research in Cameroon by the Japanese 
side 

(+)Multiple candidates to apply the results of the Project 
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5. RECOMMENDATIONS AND LESSONS LEARNED 
5.1 Recommendations for the Remaining Period of the Project 

E生旦E!Q民主L
( 1) Establishment of Guidelines and models 
The Team recommends the following guidelines/models to be made; 
Guideline for sustainable agricultural production (Output 1) 

-Sales system model based on cost calculation of cassava processing and marketing (Output 1) 
Local community model for sustainable use of NTFPs (Output 2) 

ーGuidelinefor rational and sustainable ecosystem use (Output 3) 

Guideline for sustainable agricultural production should include the followings; 1) Soil fertility, 2) 
Soil erosion (including manual for construction of gravel-bag contour bands), 3) Use of healthy 
cutting and 4) Field management (weeding). 

These guidelines and models should be distributed to the local population, related research agencies 
and ministries. 

(2) Presentation of the Proj巴ctPurpose 
After the completion of Outputs 1, 2 and 3, and integrated the outcomes of 3 Outputs, the Team 
recommends the Project to present a Forest-Savanna Sustainability Model. 

(3) Development of the database for NTFPs 
The Team recommends the NTFPs Team to make a plan on how to make and use the database of 
NTFPs which were collected by the Project in 3 target areas. At the minimum, internal database 
inside the Project should be constructed to share the data of NTFPs in Andom, Bityili and Gribe 
among all researchers of the Project. 

( 4) Workshop for local population in target areas 
To support the continuation of these activities after the Project ends and to secure the sustainability, 
the Team recommends to hold a workshop in 3 target areas to share the data which the Project 
accumulated and to introduce practical information for the local population. It is also recommended 
to invite concerned ministries/o弔問izat旧nssuch as MINADER to the workshop. 

τb M別RES1IRAD
(5) Development of concrete plan and strategy for use of 3 field stations by the end of Mar℃h 2016 
The Team recommends IRAD to make a concrete plan and str百tegyhow to use the 3 field stations. It 
is also recommended to allocate budget to maintain the 3 field stations and take ov町 thepayment 
such as salary of field keepers, fe巴 ofelectr児ity,fee of internet, e民 beforethe Pr句ectends 
(hopefully after April 2016). 

5.2 Recommendations for Sustaining the Project Achievements after the End of the Pr句ect

Tu...!Rtill. 
(1) Development of practical reference material 
In order to utilize and apply the scientific results m白e白 allife, the Team recommends to make a 
practical reference material based on the outcomes of the Pr吋ectfor officers in ministries and other 
related organization, as well as the local population. 

(2) Maintenance of 3 field stations and open to researchers 
The Team recommends to secure the maintenance of these stations as they were before, and to open 
to every researchers and students. So that the Cameroonian and Japanese researchers and students 
can continue th巴research.
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(3) Support of local population groups 
In order to sustain the effect of the Project, the Team recommends !RAD to provide concrete support 
for local population. !RAD should collaborate with陀 levantministries such as MINADER in 
Andom's case to support their activity and advise them. 

( 4) Dissemination of knowledge on management of pests and diseases of cassava 
The Team recommends !RAD to inform the local population on treatment of diseases and pests of 
improved variety of cassava. 

ToJICA 
(5) Application of the Project findings 
JICA should apply the results obtained l;>y the Pr句ectto other pr句ectsin the field of sustainable 
agriculture and natural resource management including the COMIFAC project. 

5.3 L巴ssonsLearned 

(1) Provision of equipment with consideration of the condition of the country 
Some equipment has been never used after the installation and some equipment was broken becaus巴
of unstable electricity condition. 

Equipment sensitive to fluctuation in electricity voltage should b巴procuredtogether with a generator 
and a stabilizer(s). 

(2) Social Implementation 
Andom is a good example for social implementation of scientific research. The visible result of 
scientific research in increasing production was welcomed by the local population and increased 
farming activity. At the same time, the Prqリectinvestigated the social structure and decision making 
approach of the village through Social and Cultural Anthropology method which helped to find a 
suitable strategy to be applied in the village. 

There should be an integration of scientific result and the analytical investigation through the method 
of Social and Cultural Anthropology to boost the activity of local population. 

(3) Necessity of collaborative commu日icationtowards the Proj巴ctPurpose 
Despite the yearly workshops and frequent Steering Committee meetings, the overall goal of the 
research was not shared amongst the researchers. The児 wasa lack of mindset among the researchers 
to connect individual research for a larger Project Purpose. Many interviewees mentioned the lack of 
collaboration between the Cameroonian and Japanese researchers and across the different teams目

This may have led to the delay in the development of the final model. 

In conceiving a project, the project should be structured so白atthe different teams will work together. 
Researchers should have the Project Purpose in mind while conducting individual research. 
Moreover, meetings should include collaborative discussions towards the development of the Project 
Purpose. 
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Annex 5 Assignment of Japanese Experts (including planned schedule) 

(I) Long-term Expert 

Field of Expert Name Organization Period from Period to Days 

Project Coordmator Yoshinobu SUGIYAMA 江CA 13・・Jun-20II IO胴Jul-2013 759 

Project Coordmator Chikato ENDO 江CA l-Jun-2013 12-Jul-2016 1,138 

Total 1,897 

(2) Short司 termExpert 

Field of Expert Name Organization Period from Period to Days 

Chief Advisor/Leader, Shigeru ARAKI Kyoto Umvers1ty 9-Aug-20II 29闘Aug-20II 21 

Agriculture Team 23-0ct-20日 28-0ct-20 II 6 

25-Dec-20II 7-Jan-2012 14 

12-Feb-2012. 5-Mar・2012 23 

31-Jul-2012 13-Sep-2012 45 

16-0ct-2012 26-0ct闘2012 II 

8-Feb-2013 6-Mar-2013 27 

1・Apr-2013 8-Apト2013 8 

23-Jun・2013 29-Jun-2013 7 

4-0ct-2013 30・Oct-2013 27 

13-Feb-2015 2-Mar-2015 18 

27-Mar-2015 5・Apr-2015 10 

28”Jul-2015 20-Aug-2015 24 

30-0ct-2015 19・Nov-2015 21 

5・Dec-2015 18”Dec圃2015 14 

Agriculture Team Makoto KIMURA Kyoto University 19-Aug-20II 1-Sep-2011 14 

3-Dec-20II 12-Dec-201 I 10 

23・Aug-2012 2開Sep・2012 II 

Agriculture Team Hiroki INAIZUMI Tokyo University of 12-Aug・2012 3-Sep-2012 23 

Agriculture 1-Jan-2013 Il-Jan-2013 11 

28-Aug-2013 2-Sep-2013 6 

5-Aug・”2014 15-Aug-2014 II 

Agriculture Team MisaHIRANO Kyoto Umversity 2-Sep-2013 14-Sep-2013 13 

Agriculture Team KazuoANDO Kyoto Umvemty 5-Aug-2014 15・Aug-2014 II 

27・Mar-2015 5-Apr網2015 10 

Agriculture Team Papa Saliou SARR Kyoto University 21-0ct-2011 4・Mar-2012 136 

20-May-2012 25-Jun-2012 37 

10-Jul-2012 28-Sep-2012 81 

8司Feb”2013 25-Mar-2013 46 

31-May-2013 29-Jun-2013 30 

23-Aug-2013 26-0ct-2013 65 

7-Feb-2013 23”Mar-2013 45 

31-May圃2013 29-Jun町2013 30 

23-Aug-2013 26-0ct-2013 65 

II-Jul-2014 28-Sep-2014 80 

20-Feb-2015 15・Mar-2015 24 

5・Sep-2015 19”Nov圃2015 76 

Agriculture Team Akiyo SHIOYA Kyoto Unive目ity トJul-2013 4-0ct-2013 96 

8-Aug-2014 15-Dec-2014 130 

21-Jul-2015 12-Sep-2015 54 

n/  30-0ct-2015 3・Dec-2015 35 

》－｛~
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Field of Expert Name Organization Period仕om Period to Days 

Agriculture Team Fumiyo ASANO Kyoto University 19-Aug-2011 16-Dec-2011 120 

20-May-2012 29司Jun・2012 41 

10-Jui-2012 1 l-Aug-2012 33 

牛Dec・2012 15”・Feb-2013 74 

l-Jul-2013 27-Jul-2013 27 

2司Jul-2014 14-Aug・2014 44 

15-Nov-2015 22-Nov-2015 8 

Agriculture Team Harufumi YASUDA Kyoto Umvers1ty 14・Aug-2011 22・Sep・2011 40 

14・Nov-2011 l-Feb-2012 80 

9”Feb-2012 14・Mar・2012 35 

9-May-2012 28-Jun-2012 51 

7-Jul-2012 28-Sep-2012 84 

14-0cト2012 19-Dec-2012 67 

9-Feb-2013 13-Feb-2013 5 

10-Maト2013 29-Mar・2013 20 

15-May-2013 30-May-2013 16 

5-Jul-2013 24-Maト2014 263 

2-0ct-2014 16-0ct-2014 15 

14-Apr-2015 17・May-2015 34 

8-Nov-2015 19-Nov-2015 12 

Leader, Forest Team Mitsuo ICHIKAWA Kyoto Univesuty 16-Aug'2011 10-Sep-2011 26 

16-Dec・2011 29-Dec司2011 14 

5-Feb-2012 19-Feb-2012 15 

19”May-2012 26占fay-2012 8 

20-Aug-2012 30-Aug-2012 11 

24-Nov-2012 3-Dec-2012 10 

1-Feb-2013 14”Feb-2013 14 

3-Aug-2014 28-Aug-2014 26 

24-Jul-2015 18-Sep-2015 57 

8-Nov-2015 17・Nov-2015 10 

Forest Team Daiji Kil¥叩RA Kyoto Univers1ザ 3-Aug-2012 17-Aug・2012 15 

8-Nov-2015 16-Nov-2015 9 

Forest Team Kaori KOMATSU Shizuoka Umvers1ty 14-Jul-2012 13圃Aug-2012 31 

31-Juト2014 13-Aug-2014 14 

Forest Team Hirokazu YASUOKA Kyoto Umvers1ty 23-Jan-2012 25-Mar-2012 63 

28-May-2012 14-Jun-2012 18 

24同Nov・・2012 29”Nov-2012 6 

19-Jan・2013 5-Feb”2013 18 

23-Feb-2015 20-Mar-2015 26 

8-Nov-2015 16-Nov-2015 9 

Forest Team Shiho HATTORI Tenri Umvers1ty 4-Aug・2012 4”Sep-2012, 32 

Forest Team Masaaki HIRAI Kyoto University 19-Aug-2011 11-Sep”2011 24 

13-Dec-2011 19-Mar-2012 98 

4・May-2012 22-May-2012 19 

3-Aug-2012 3・Dec-2012 123 

トFeb-2013 22-Feb-2013 22 

5-Juト2013 31-Aug-2013 58 

17-Sep-2013 24-Sep-2013 8 

25-Jul-2014 26-Nov-2014 125 

22-Feb-2015 25・Mar-2015 32 

8-Nov”2015 22・Nov・2015 15 

F~／m Koji HAYASHI Kyoto University 12-Aug-2013 20-Dec-2013 131 

23-0ct-2015 24・Dec-2015 63 

dlN" 
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Field of Expert Name Organization Period from Period to Days 

Forest Team MikakoTODA Kyoto Umvers1ty 12・Aug・・2011 26-Sep・2011 46 

13-Dec-2011 5-Mar-2012 84 

6・May-2013 14・Jun・2013 40 

31-Jul-2014 12-Sep-2014 44 

31-Jul-2015 4-Sep”2015 36 

8-Nov-2015 16-Nov-2015 9 

21・Dec-2014 20-Mar・・2015 90 

Leader, S01l Team Shinya FUNAGA WA Kyoto University 9-Sep-2011 2-0ct-2011 24 

19”Feb-2012 29-Feb-2012 11 

l-Jul-2012 11-Jul-2012 11 

7・Dec-2012 17・Dec-2012 11 

8-Mar-2013 3-Apr-2013 27 

28-Nov-2014 10-Dec-2014 13 

16-Maト2015 1-Apト2015 17 

30-0ct-2015 16-Nov-2015 18 

Soil Team Atsushi NAKAO Kyoto Prefectural 
8-Mar-2013 29-Mar-2013 22 

University 

S01l Team Soh SUGIHARA Kyoto Umvers1ty 8-Sep-2011 8-0ct-2011 31 

10-Nov・2011 26司Nov・2011 17 

26-Apr-2012 9-May-2012 14 

l-Jul-2012 20-Jul-2012 20 

7-Dec・2012 21-Dec司2012 15 

9-Feb-2013 15-Feb-2013 7 

7・Maト2013 12・Apr・2013 37 

7-Jul-2013 27-Jul-2013 21 

8・Nov-2015 15-Nov-2015 8 

Soll Team Makoto SHIBATA Kyoto Umversity 1-Apト2015 6-Apr”2015 6 

29-May-2015 20-Jun-2015 23 

30・Oct-2015 15・Nov-2015 17 

8011 Team KaoruANDO Kyoto University 15”Aug-2014 l-Sep-2014 18 

22-Feb-2015 l-Mar-2015 8 

Leader, Food Team Naofumi KITABATAKE Notre Dame Seishm 9-Aug-2011 3l-Aug-2011 23 

University 12-Aug-2012 22”Aug-2012 11 

Food T,eam Keisuke OHTA Kyoto University 9-Aug-2011 3l-Aug-2011 23 

Tota!' 4,447 

}1~ 
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2 Nishigaki, T. et al目（KyotoUniv.) Mulching effects on water erosion characteristic in a 
cassava cropland on Oxisols in East Cameroon 

3 Ngansop, M. et al. (Univ. Yaounde I) Habitat diversity and the distribution of some m司jor
Non Timber Forest Products in the south east forests of Cameroon 

4 A. D. MVONDO Ze .. A., D et al (Univ. Dachang) Comparison of 副首erentphosphorus 
adsorption models in acid forest soils of Bityili (Southern”Cameroon) and their 
relationships with soil properties 

5 A. D. MVONDO Ze. A., D et al (Univ. Dachang) Integrated use of manure and mineral P 

~ ~~！：~~~:igronomic parameters of maize and P uptake in acid soils of Bityili (Southern 

6 Yasuda, H. & Kimura, M. (Kyoro Univ.) The development of a participatory construction 
svstem utilizing local materials: Field study in Cameroon 

7 DJEKDA, D目etal Univ. Dschang) Camera trap and line transect surveys as tool to 
estimate abundance of large and medium-sized mammals in northern Boumba-Bek 
national park, Southeastern Cameroon 

8 Papa Saliou SARR, P. S. et al (Kyoro Univ.) Symbiotic NZ-fixation estimated by the l 5N 
tracer technique and growth of Puerariαphaseoloides (Roxb.) Benth. inoculated with 
B.radyrhizobium strain in field conditions 

＇）＇）.〆 PapaSaliou SARR, P. S. et al (Kyoro Univ.) Phvlo_genv and nitro_gen fixation potential of 
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Bradyrhizobium species isolated from the legume cover crop Pueraria phaseoloides in 
Eastern Cameroon 

10 MPON Y.L.T. (Univ. Dschang) Cassava mycorhizal status 酪 affectedby some 
airricultural management practices in Cameroon 

11 Kubo, R. (Kyoto Univ.) An on-site trial for improving brewing technique in Eastern 

Cameroon 

12 AMANG A. et al (IRAD) Valorisation of data base on Non Timber Forest Products of 

FOSAS oroiect 

13 AMANG A. (IRAD) Contribution of non-timber forest products to the social life of local 
口ooulationsof south Cameroon 

14 Foahom, B. & Araki, S. Integrating local livelihood needs and climate change issues in 
the rain forest zone of Cameroon 

15 Nwegueh A. B. et al (IRAD) The distribution and use values of Non-Timber Forest 
Products gathered from di民rentland use types within community forests in the South 
region, Cameroon 

16 Mabe, M. N. (Univ. Yaounde I) Contribution des PFNLs aux moyens de subsistance des 
populations rurales en zone foresti品開： cas de la foret communautaire AFCO“E2M, 
Region du Sud -Cameroun 

17 Asiane Christelle Guiffo Yimbou, A. C. G. (1 Community Development Specialization 
Training School, Kumba) Importance et contraintes liees it !'exploitation des Produits 
Forestiers Non-Li四 euxdans les villages Andom et Bitvili 

18 FOKO, A. (U凶v.Yaounde II) Assessing technical efficiency of Bityili food crop 
produce四.case of cassava白rmingsystems 

19 Asano F. (Kyoto Univ.) Present condition and Issues of cassava cultivation in Andom 
village 

20 Mfopou、C目 etal. (IRAD) Women involvement in a cassava processing unit in the South 

Region of Cameroon: case ofBityili and surroundings 

21 Josian, f. N. et al (Univ. Dschang) Abondance des populations de mouches blanches sur 
quelques cultivars de manioc en fonction de la fertilisation du sol dans la localite de 
Bityili (Ebolowa-sud Cameroun) 

22 Fouda, M.工 etal (Univ. Dschang) Cassava market and value chain in Southern 

Cameroon 

IV. Report and other documents 

1 

2 

3 
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Pro日間SSReport 2012 

Progress Report 2013 
Kubo, R. & Fonteh, F. 2013. Handbook for the investigation on indigenousalcoholic 
beverages production in Ca血 eroon
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ENTERRE 

dtN 

111－   －



「
（
科

学
技

術
）
カ

メ
ル

ー
ン

熱
帯

雨
林

と
そ

の
周

辺
地

帯
に

お
け

る
持

続
的

生
業

戦
略

の
確

立
と

自
然

資
源

管
理

（
F
O

S
A

S
）
」
終

了
時

評
価

調
査

　
評

価
グ

リ
ッ

ド
案

(1
) 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

績

大
項

目
小

項
目

専
門

家
の

派
遣

（
専

門
分

野
、

人
数

、
派

遣
の

タ
イ

ミ
ン

グ
）
は

計
画

通
り

で
あ

っ
た

か
。

専
門

家
ア

サ
イ

ン
メ

ン
ト

実
績

デ
ー

タ
各

種
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

資
料

レ
ビ

ュ
ー

C
/
P

研
修

（
研

修
分

野
、

内
容

、
人

数
、

実
施

タ
イ

ミ
ン

グ
）
は

計
画

通
り

実
施

さ
れ

た
か

。
研

修
実

績
デ

ー
タ

（
人

数
、

期
間

、
研

修
内

容
）

各
種

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

研
修

員
資

料
レ

ビ
ュ

ー
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

研
究

に
必

要
な

機
材

（
種

類
、

数
量

、
使

用
目

的
、

調
達

の
タ

イ
ミ

ン
グ

）
は

計
画

通
り

調
達

さ
れ

た
か

。
供

与
機

材
リ

ス
ト

、
調

達
の

記
録

供
与

機
材

実
績

表
、

各
種

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
資

料
レ

ビ
ュ

ー

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

運
営

に
必

要
な

費
用

（
在

外
事

業
強

化
費

内
容

、
拠

出
タ

イ
ミ

ン
グ

）
は

計
画

通
り

投
入

さ
れ

た
か

。
在

外
事

業
強

化
費

会
計

報
告

在
外

事
業

強
化

費
会

計
報

告
書

、
各

種
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

資
料

レ
ビ

ュ
ー

C
/
P

（
専

門
分

野
、

人
数

、
職

位
、

タ
イ

ミ
ン

グ
、

交
代

の
有

無
）
は

計
画

通
り

配
置

さ
れ

た
か

。
C

/
P

配
置

の
記

録
各

種
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
C

/
P

配
置

実
績

表
資

料
レ

ビ
ュ

ー

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

関
連

経
費

の
予

算
（
投

入
金

額
、

拠
出

タ
イ

ミ
ン

グ
）
は

計
画

通
り

投
入

さ
れ

た
か

。
カ

メ
ル

ー
ン

側
実

施
機

関
の

予
算

と
投

入
実

績
デ

ー
タ

各
種

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

カ
メ

ル
ー

ン
側

実
施

機
関

の
予

算
書

と
会

計
記

録
資

料
レ

ビ
ュ

ー

土
地

、
建

物
、

施
設

の
提

供
、

日
本

側
で

供
与

さ
れ

な
い

必
要

機
材

の
購

入
は

計
画

通
り

で
あ

っ
た

か
。

投
入

施
機

材
の

リ
ス

ト
、

調
達

実
績

デ
ー

タ
各

種
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
C

/
P

の
記

録
資

料
レ

ビ
ュ

ー

指
標

1
-
1
-
1
「
試

験
圃

場
に

お
け

る
、

土
の

う
垣

設
置

に
よ

る
土

壌
侵

食
防

止
効

果
の

デ
ー

タ
が

獲
得

さ
れ

、
イ

ン
フ

ラ
整

備
マ

ニ
ュ

ア
ル

が
作

成
さ

れ
る

。
」
は

満
た

さ
れ

た
か

。
（
進

捗
状

況
）

研
究

デ
ー

タ
の

集
積

度
合

、
マ

ニ
ュ

ア
ル

（
P

O
に

よ
れ

ば
完

成
済

み
の

予
定

）
マ

ニ
ュ

ア
ル

、
各

種
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

資
料

レ
ビ

ュ
ー

指
標

1
-
1
-
2
「
試

験
圃

場
に

お
け

る
、

キ
ャ

ッ
サ

バ
改

良
品

種
導

入
に

よ
る

実
証

デ
ー

タ
が

集
積

さ
れ

る
。

」
は

満
た

さ
れ

た
か

。
（
進

捗
状

況
）

研
究

デ
ー

タ
の

集
積

度
合

、
各

圃
場

に
お

け
る

こ
れ

ま
で

の
収

穫
デ

ー
タ

、
今

期
栽

培
状

況
（
既

存
デ

ー
タ

を
反

映
し

た
修

正
点

）
各

種
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

資
料

レ
ビ

ュ
ー

指
標

1
-
1
-
3
「
キ

ャ
ッ

サ
バ

試
験

圃
場

に
お

け
る

、
耕

地
の

テ
ラ

ス
化

、
カ

バ
ー

ク
ロ

ッ
プ

導
入

、
耕

運
機

す
き

込
み

に
よ

る
増

収
効

果
の

実
証

デ
ー

タ
が

集
積

さ
れ

る
。

」
は

満
た

さ
れ

た
か

。
（
進

捗
状

況
）

研
究

デ
ー

タ
の

集
積

度
合

各
種

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
資

料
レ

ビ
ュ

ー

指
標

1
-
1
-
4
「
森

林
帯

に
お

け
る

（
持

続
的

）
栽

培
技

術
に

関
す

る
実

証
デ

ー
タ

が
集

積
さ

れ
る

。
」
は

満
た

さ
れ

た
か

。
（
進

捗
状

況
）

研
究

デ
ー

タ
の

集
積

度
合

各
種

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
資

料
レ

ビ
ュ

ー

指
標

1
-
1
-
5
「
持

続
的

農
業

生
産

の
た

め
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

が
作

成
さ

れ
る

。
」
は

満
た

さ
れ

た
か

。
（
進

捗
状

況
）

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

各
種

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

資
料

レ
ビ

ュ
ー

指
標

1
-
2
-
1
「
キ

ャ
ッ

サ
バ

在
来

加
工

品
の

市
場

調
査

の
分

析
結

果
が

得
ら

れ
る

。
」
は

満
た

さ
れ

た
か

。
（
進

捗
状

況
）

分
析

結
果

、
結

果
に

至
る

ま
で

の
研

究
デ

ー
タ

の
集

積
度

合
各

種
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

資
料

レ
ビ

ュ
ー

指
標

1
-
2
-
2
「
キ

ャ
ッ

サ
バ

加
工

食
飲

料
品

の
分

析
結

果
が

得
ら

れ
、

加
工

品
が

選
定

さ
れ

る
。

」
は

満
た

さ
れ

た
か

。
（
進

捗
状

況
）

分
析

結
果

、
結

果
に

至
る

ま
で

の
研

究
デ

ー
タ

の
集

積
度

合
各

種
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

資
料

レ
ビ

ュ
ー

指
標

1
-
2
-
3
「
選

定
さ

れ
た

キ
ャ

ッ
サ

バ
加

工
品

の
簡

易
加

工
施

設
が

建
設

さ
れ

、
加

工
施

設
の

処
理

能
力

、
運

営
コ

ス
ト

、
労

働
投

入
量

デ
ー

タ
が

集
積

さ
れ

る
。

」
は

満
た

さ
れ

た
か

。
（
進

捗
状

況
）

簡
易

加
工

施
設

（
建

設
・
運

営
状

況
）
、

研
究

デ
ー

タ
の

集
積

度
合

各
種

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
資

料
レ

ビ
ュ

ー

指
標

1
-
3
-
1
「
加

工
施

設
の

運
営

・
加

工
品

の
販

売
の

た
め

の
共

同
組

合
組

織
の

規
約

が
策

定
さ

れ
る

（
共

同
組

合
メ

ン
バ

ー
、

運
営

規
約

）
。

」
は

満
た

さ
れ

た
か

。
（
進

捗
状

況
）

村
落

調
査

結
果

、
農

民
グ

ル
ー

プ
の

組
織

化
状

況
、

グ
ル

ー
プ

運
営

規
約

各
種

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

農
民

グ
ル

ー
プ

会
合

議
事

録
、

運
営

規
約

資
料

レ
ビ

ュ
ー

指
標

1
-
3
-
2
「
コ

ス
ト

計
算

に
も

と
づ

く
販

売
シ

ス
テ

ム
モ

デ
ル

が
構

築
さ

れ
る

。
」
は

満
た

さ
れ

た
か

。
（
進

捗
状

況
）

モ
デ

ル
、

お
よ

び
モ

デ
ル

構
築

に
あ

た
り

必
要

な
デ

ー
タ

の
集

積
度

合
各

種
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

資
料

レ
ビ

ュ
ー

情
報

源
デ

ー
タ

収
集

方
法

投
入

実
績

日
本

側
の

投
入

は
計

画
通

り
実

施
さ

れ
た

か
。

カ
メ

ル
ー

ン
側

の
投

入
は

計
画

通
り

実
施

さ
れ

た
か

。

成
果

（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）
の

達
成

ま
で

の
進

捗
状

況

成
果

1
 「

森
林

破
壊

と
耕

地
の

外
延

的
拡

大
を

伴
わ

な
い

持
続

的
な

農
業

生
産

・
加

工
・
販

売
シ

ス
テ

ム
の

備
え

る
べ

き
条

件
が

明
ら

か
に

さ
れ

る
。

」
は

計
画

通
り

産
出

し
て

い
る

か
。

評
価

設
問

評
価

項
目

必
要

な
情

報
・
デ

ー
タ

２．評価グリッド 
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指
標

2
-
1
「
 N

T
F
P

s利
用

実
態

に
関

す
る

実
証

デ
ー

タ
が

集
積

さ
れ

る
。

」
は

満
た

さ
れ

た
か

。
（
進

捗
状

況
）

研
究

デ
ー

タ
の

集
積

度
合

各
種

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
資

料
レ

ビ
ュ

ー

指
標

2
-
2
「
N

T
F
P

sの
生

態
学

的
デ

ー
タ

が
集

積
さ

れ
る

。
」
は

満
た

さ
れ

た
か

。
（
進

捗
状

況
）

研
究

デ
ー

タ
の

集
積

度
合

各
種

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
資

料
レ

ビ
ュ

ー

指
標

2
-
3
「
N

T
F
P

s成
分

分
析

表
が

作
成

さ
れ

る
。

」
は

満
た

さ
れ

た
か

。
（
進

捗
状

況
）

分
析

表
、

分
析

表
作

成
の

た
め

の
サ

ン
プ

ル
の

収
集

・
分

析
デ

ー
タ

の
集

積
度

合
各

種
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

資
料

レ
ビ

ュ
ー

指
標

2
-
4
「
N

T
F
P

sの
イ

ン
ベ

ン
ト

リ
及

び
、

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

が
作

成
・
構

築
さ

れ
る

。
」
は

満
た

さ
れ

た
か

。
（
進

捗
状

況
）

イ
ン

ベ
ン

ト
リ

・
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

作
成

す
る

に
あ

た
り

必
要

な
デ

ー
タ

の
集

積
度

合
、

作
成

し
た

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
試

験
的

利
用

状
況

各
種

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
資

料
レ

ビ
ュ

ー

指
標

2
-
5
「
森

林
資

源
利

用
管

理
の

た
め

の
住

民
組

織
の

活
動

の
記

録
が

蓄
積

さ
れ

る
。

」
は

満
た

さ
れ

た
か

。
（
進

捗
状

況
）

研
究

デ
ー

タ
（
活

動
記

録
）
の

集
積

度
合

各
種

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
資

料
レ

ビ
ュ

ー

指
標

2
-
6
「
N

T
F
P

s利
用

に
も

と
づ

く
持

続
的

森
林

管
理

モ
デ

ル
が

構
築

さ
れ

る
。

」
は

満
た

さ
れ

た
か

。
（
進

捗
状

況
）

モ
デ

ル
、

お
よ

び
モ

デ
ル

構
築

に
あ

た
り

必
要

な
デ

ー
タ

の
集

積
度

合
各

種
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

資
料

レ
ビ

ュ
ー

指
標

3
-
1
「
土

壌
気

象
観

測
シ

ス
テ

ム
デ

ー
タ

お
よ

び
、

土
壌

、
土

壌
溶

液
分

析
デ

ー
タ

が
集

積
さ

れ
る

。
」
は

満
た

さ
れ

た
か

。
（
進

捗
状

況
）

研
究

デ
ー

タ
の

集
積

度
合

各
種

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
資

料
レ

ビ
ュ

ー

指
標

3
-
2
「
キ

ャ
ッ

サ
バ

試
験

圃
場

に
お

け
る

土
壌

微
生

物
動

態
解

析
に

も
と

づ
く
、

土
壌

有
機

物
管

理
モ

デ
ル

が
構

築
さ

れ
る

（
学

術
的

に
承

認
さ

れ
る

）
。

」
は

満
た

さ
れ

た
か

。
（
進

捗
状

況
）

モ
デ

ル
、

お
よ

び
モ

デ
ル

構
築

に
あ

た
り

必
要

な
デ

ー
タ

の
集

積
度

合
各

種
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
学

術
誌

資
料

レ
ビ

ュ
ー

指
標

3
-
3
「
生

態
系

の
合

理
的

、
持

続
的

利
用

と
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
が

作
成

さ
れ

る
。

」
は

満
た

さ
れ

た
か

。
（
進

捗
状

況
）

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

、
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
作

成
に

当
た

り
必

要
な

研
究

デ
ー

タ
の

集
積

度
合

各
種

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

資
料

レ
ビ

ュ
ー

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
度

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

「
カ

メ
ル

ー
ン

南
部

州
、

東
部

州
の

森
林

帯
と

そ
の

周
辺

地
域

に
お

い
て

、
持

続
的

な
土

地
利

用
と

自
然

資
源

保
全

の
方

法
が

示
さ

れ
る

。
」
は

達
成

さ
れ

る
見

込
み

か
。

指
標

「
「
森

林
－

サ
バ

ン
ナ

域
の

持
続

可
能

性
モ

デ
ル

」
に

必
要

な
実

証
デ

ー
タ

が
得

ら
れ

、
そ

の
分

析
結

果
が

発
表

さ
れ

る
。

」
は

満
た

さ
れ

た
か

。
（
進

捗
状

況
）

研
究

デ
ー

タ
お

よ
び

解
析

結
果

、
研

究
デ

ー
タ

の
集

積
度

合
各

種
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
国

際
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
の

議
事

録
、

専
門

家
・
C

/
P

や
対

象
地

域
関

係
者

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

質
問

票

上
位

目
標

の
達

成
見

込
み

（
科

学
技

術
案

件
の

特
性

の
た

め
設

定
さ

れ
て

い
な

い
）

成
果

2
 「

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
活

動
サ

イ
ト

に
お

け
る

野
生

生
物

を
含

む
非

木
材

森
林

資
源

（
N

T
F
P

ｓ
）
の

生
態

、
利

用
実

態
等

に
関

す
る

基
礎

的
デ

ー
タ

、
お

よ
び

そ
の

潜
在

力
と

持
続

性
の

評
価

に
基

づ
い

て
、

住
民

組
織

に
よ

る
N

T
F
P

ｓ
利

用
体

制
の

モ
デ

ル
が

確
立

さ
れ

る
。

」
は

計
画

通
り

産
出

し
て

い
る

か
。

成
果

3
 「

 森
林

－
サ

バ
ン

ナ
境

界
域

の
土

壌
－

植
物

間
の

養
分

動
態

を
明

ら
か

に
す

る
こ

と
に

よ
る

生
態

系
の

合
理

的
、

持
続

的
利

用
の

た
め

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
が

策
定

さ
れ

る
。

」
は

計
画

通
り

産
出

し
て

い
る

か
。
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実
施

プ
ロ

セ
ス

大
項

目
小

項
目

活
動

は
予

定
通

り
の

タ
イ

ミ
ン

グ
で

実
施

さ
れ

た
か

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

進
捗

・
活

動
記

録
、

専
門

家
・
C

/
P

の
意

見
・
評

価
各

種
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
ﾞ議

事
録

、
専

門
家

・
C

/
P

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

成
果

の
達

成
の

た
め

、
活

動
内

容
、

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

に
つ

い
て

、
当

初
計

画
さ

れ
た

P
O

は
変

更
さ

れ
た

か
。

変
更

事
項

に
関

す
る

情
報

各
種

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

ﾞ議
事

録
、

専
門

家
・
C

/
P

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

は
、

適
切

に
行

わ
れ

て
い

る
か

。
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
体

制
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
結

果
、

専
門

家
・
C

/
P

の
意

見
・
評

価
各

種
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
専

門
家

・
C

/
P

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

質
問

票

定
期

会
議

、
チ

ー
ム

リ
ー

ダ
ー

会
議

、
運

営
調

整
委

員
会

は
開

催
さ

れ
、

意
思

決
定

体
制

は
機

能
し

て
い

る
か

、
課

題
解

決
の

た
め

に
機

能
し

て
い

る
か

。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
進

捗
・
活

動
記

録
、

専
門

家
・
C

/
P

の
意

見
・
評

価
、

J
C

C
お

よ
び

意
思

決
定

に
関

す
る

情
報

各
種

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

ﾞ議
事

録
、

専
門

家
・
C

/
P

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

質
問

票

日
本

人
専

門
家

と
C

/
P

間
で

日
常

的
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
・
情

報
共

有
は

、
適

切
に

行
わ

れ
て

い
る

か
。

J
IC

A
本

部
、

J
IC

A
カ

メ
ル

ー
ン

事
務

所
と

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

間
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
は

良
好

に
行

わ
れ

て
い

る
か

。

実
施

機
関

に
よ

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
へ

の
C

/
P

の
配

置
は

適
切

で
あ

り
、

予
算

の
手

当
は

十
分

な
さ

れ
て

い
る

か
。

カ
メ

ル
ー

ン
側

実
施

機
関

の
予

算
・
実

績
デ

ー
タ

、
専

門
家

・
C

/
P

の
意

見
・
評

価
カ

メ
ル

ー
ン

側
実

施
機

関
の

予
算

・
実

績
の

記
録

、
各

種
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
専

門
家

・
C

/
P

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

質
問

票

C
/
P

は
積

極
的

に
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
へ

参
加

し
た

か
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
進

捗
・
活

動
記

録
、

専
門

家
・
C

/
P

の
意

見
・
評

価
各

種
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
ﾞ議

事
録

、
専

門
家

・
C

/
P

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

質
問

票

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
や

関
係

組
織

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

対
す

る
認

識
は

高
い

か
。

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
や

関
係

組
織

は
積

極
的

に
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
へ

参
加

し
た

か
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
進

捗
・
活

動
記

録
、

専
門

家
・
C

/
P

の
意

見
・
評

価
各

種
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
ﾞ議

事
録

、
専

門
家

・
C

/
P

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

C
O

M
IF

A
C

と
の

情
報

共
有

や
連

携
は

適
切

に
な

さ
れ

た
か

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

進
捗

・
活

動
記

録
、

専
門

家
・
C

/
P

の
意

見
・
評

価
各

種
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
ﾞ議

事
録

、
専

門
家

・
C

/
P

、
C

O
M

IF
A

C
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
資

料
レ

ビ
ュ

ー
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

そ
の

他
、

情
報

発
信

・
共

有
や

連
携

・
協

力
し

た
J
IC

A
案

件
・
他

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
あ

っ
た

か
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
進

捗
・
活

動
記

録
、

専
門

家
・
C

/
P

の
意

見
・
評

価
各

種
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
ﾞ議

事
録

、
専

門
家

・
C

/
P

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

実
施

機
関

の
組

織
改

編
、

人
事

異
動

（
責

任
者

・
C

/
P

）
が

あ
っ

た
か

、
あ

っ
た

場
合

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

進
捗

に
ど

う
影

響
し

た
か

。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
プ

ロ
セ

ス
で

生
じ

て
い

る
問

題
や

、
効

果
発

現
に

影
響

を
与

え
た

阻
害

要
因

は
あ

る
か

。

実
施

プ
ロ

セ
ス

に
お

い
て

、
効

果
を

促
進

す
る

た
め

に
特

に
工

夫
し

た
こ

と
は

あ
る

か
。

中
間

レ
ビ

ュ
ー

で
指

摘
さ

れ
た

提
言

に
対

し
適

切
な

対
応

が
な

さ
れ

た
か

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

進
捗

・
活

動
記

録
、

専
門

家
・
C

/
P

の
意

見
・
評

価

各
種

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

ﾞ議
事

録
、

専
門

家
・
C

/
P

、
中

間
評

価
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
シ

ー
ト

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

J
IC

A
の

他
の

案
件

と
の

連
携

や
他

の
援

助
機

関
の

協
力

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

の
協

力
体

制
は

適
切

で
あ

っ
た

か
。

実
施

プ
ロ

セ
ス

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
体

制
に

問
題

は
な

か
っ

た
か

。

実
施

プ
ロ

セ
ス

に
お

け
る

留
意

点
、

貢
献

・
阻

害
要

因
は

何
か

。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

は
計

画
通

り
に

実
施

さ
れ

た
か

。

カ
メ

ル
ー

ン
側

実
施

機
関

責
任

者
、

C
/
P

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

対
す

る
認

識
は

高
い

か
。

評
価

項
目

評
価

設
問

必
要

な
情

報
・
デ

ー
タ

情
報

源
デ

ー
タ

収
集

方
法

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
進

捗
・
活

動
記

録
、

専
門

家
・
C

/
P

の
意

見
・
評

価
各

種
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
専

門
家

・
C

/
P

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

質
問

票

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
進

捗
・
活

動
記

録
、

専
門

家
・
C

/
P

の
意

見
・
評

価
各

種
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
ﾞ議

事
録

、
専

門
家

・
C

/
P

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

質
問

票
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５
項

目
評

価

大
項

目
小

項
目

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

が
設

定
し

た
目

標
は

、
カ

メ
ル

ー
ン

国
の

国
家

開
発

計
画

、
農

業
開

発
政

策
と

の
整

合
性

が
あ

り
、

優
先

度
が

高
い

か
。

カ
メ

ル
ー

ン
国

国
家

開
発

計
画

、
農

業
開

発
政

策
、

政
策

担
当

者
・
専

門
家

・
C

/
P

の
意

見
カ

メ
ル

ー
ン

国
国

家
開

発
計

画
書

、
政

策
担

当
者

・
専

門
家

・
C

/
P

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

質
問

票

対
カ

メ
ル

ー
ン

国
の

日
本

の
援

助
政

策
・
J
IC

A
の

援
助

実
施

方
針

と
の

整
合

性
は

あ
る

か
。

カ
メ

ル
ー

ン
に

対
す

る
協

力
重

点
分

野
外

務
省

国
別

援
助

方
針

、
J
IC

A
国

別
援

助
実

施
方

針
資

料
レ

ビ
ュ

ー

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
必

要
性

は
高

い
か

。
協

力
内

容
は

対
象

地
域

お
よ

び
そ

の
住

民
の

ニ
ー

ズ
に

合
致

し
て

い
る

か
。

対
象

地
域

の
住

民
（
農

家
）
の

意
見

対
象

地
域

の
住

民
（
農

家
）
、

各
種

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
資

料
レ

ビ
ュ

ー
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
ア

プ
ロ

ー
チ

は
実

施
手

段
と

し
て

適
切

で
あ

っ
た

か
。

専
門

家
・
C

/
P

・
受

益
者

の
意

見
各

種
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
専

門
家

・
C

/
P

・
受

益
者

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
対

象
地

域
の

選
定

は
、

適
切

に
行

わ
れ

た
か

。

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
の

絞
り

込
み

は
、

適
切

に
行

わ
れ

た
か

。
（
対

象
、

規
模

、
男

女
比

）

日
本

の
技

術
の

比
較

優
位

性
は

あ
っ

た
か

。
（
日

本
の

ノ
ウ

ハ
ウ

、
経

験
）

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

達
成

へ
の

進
捗

は
順

調
か

。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

は
十

分
に

特
定

さ
れ

て
い

た
か

。
関

係
者

の
理

解
各

種
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
専

門
家

・
C

/
P

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

質
問

票

「
成

果
が

す
べ

て
達

成
さ

れ
れ

ば
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
は

達
成

さ
れ

る
だ

ろ
う

」
と

い
う

論
理

に
無

理
は

な
か

っ
た

か
。

因
果

関
係

を
示

す
活

動
結

果
等

の
情

報
、

専
門

家
・

C
/
P

の
意

見
各

種
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
専

門
家

・
C

/
P

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

成
果

1
～

3
以

外
に

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

達
成

に
貢

献
し

た
要

因
は

あ
る

か
。

関
連

す
る

出
来

事
の

情
報

、
専

門
家

・
C

/
P

の
意

見
各

種
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
専

門
家

・
C

/
P

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

質
問

票

外
部

条
件

の
影

響
は

あ
っ

た
か

。
成

果
か

ら
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
に

至
る

ま
で

の
外

部
条

件
「
自

然
災

害
(洪

水
等

)が
発

生
し

な
い

こ
と

」
「
病

虫
害

が
蔓

延
し

な
い

こ
と

」
「
カ

メ
ル

ー
ン

国
の

政
策

（
科

学
技

術
政

策
、

農
業

政
策

、
森

林
政

策
）
に

変
更

が
生

じ
な

い
こ

と
」
の

影
響

は
あ

っ
た

か
。

関
連

す
る

出
来

事
の

情
報

、
専

門
家

・
C

/
P

の
意

見
各

種
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
専

門
家

・
C

/
P

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

達
成

を
阻

害
し

た
、

予
期

せ
ぬ

要
因

は
あ

る
か

。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

達
成

に
貢

献
し

た
、

予
期

せ
ぬ

要
因

は
あ

る
か

関
連

す
る

出
来

事
の

情
報

、
専

門
家

・
C

/
P

の
意

見
各

種
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
専

門
家

・
C

/
P

妥
当

性

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
手

段
と

し
て

適
切

で
あ

っ
た

か
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
優

先
度

は
高

い
か

。

有
効

性

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

は
達

成
さ

れ
る

見
通

し
か

。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
成

果
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
に

貢
献

し
て

い
る

か
。

そ
の

他
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

達
成

に
影

響
し

た
要

因
は

あ
る

か
。

専
門

家
・
C

/
P

の
意

見

評
価

項
目

評
価

設
問

必
要

な
情

報
・
デ

ー
タ

デ
ー

タ
収

集
方

法
情

報
源

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
各

種
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
専

門
家

・
C

/
P

「
（
1
）
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
績

」
の

と
お

り

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

質
問

票
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成
果

を
達

成
す

る
た

め
に

十
分

な
活

動
が

、
タ

イ
ミ

ン
グ

よ
く
実

施
さ

れ
た

か
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
進

捗
・
活

動
記

録
各

種
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
議

事
録

資
料

レ
ビ

ュ
ー

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

は
成

果
の

達
成

に
貢

献
し

た
か

。

成
果

の
各

指
標

は
、

成
果

の
達

成
に

貢
献

し
た

か
。

専
門

家
の

専
門

性
・
能

力
、

派
遣

人
数

・
期

間
・
タ

イ
ミ

ン
グ

は
適

切
か

。
専

門
家

派
遣

実
績

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

進
捗

・
活

動
記

録
、

専
門

家
・
C

/
P

の
意

見
各

種
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
議

事
録

、
専

門
家

・
C

/
P

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

質
問

票

供
与

機
材

の
種

類
、

量
、

供
与

時
期

は
適

切
か

。
機

材
供

与
実

績
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
進

捗
・
活

動
記

録
、

専
門

家
・
C

/
P

の
意

見
各

種
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
議

事
録

、
専

門
家

・
C

/
P

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

質
問

票

本
邦

・
第

三
国

研
修

の
対

象
人

数
、

分
野

、
研

修
内

容
、

研
修

期
間

、
実

施
時

期
は

適
切

か
、

得
ら

れ
た

知
識

・
技

術
は

帰
国

後
に

活
用

さ
れ

て
い

る
か

。
研

修
員

受
入

実
績

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

進
捗

・
活

動
記

録
、

専
門

家
・
C

/
P

・
研

修
員

の
意

見
各

種
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
研

修
員

レ
ポ

ー
ト

、
専

門
家

・
C

/
P

・
研

修
員

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

日
本

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
予

算
は

、
金

額
、

使
途

、
拠

出
タ

イ
ミ

ン
グ

か
ら

み
て

適
正

か
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
進

捗
・
活

動
記

録
、

専
門

家
・
C

/
P

の
意

見
各

種
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
議

事
録

、
専

門
家

・
C

/
P

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

質
問

票

C
/
P

の
人

数
、

配
置

、
能

力
は

適
切

か
。

C
/
P

配
置

状
況

表
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
進

捗
・
活

動
記

録
、

専
門

家
・
C

/
P

の
意

見
各

種
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
専

門
家

・
C

/
P

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

質
問

票

土
地

、
建

物
、

施
設

の
規

模
、

質
、

利
便

性
に

問
題

は
な

い
か

。
建

物
・
施

設
の

状
況

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

進
捗

・
活

動
記

録
、

専
門

家
・
C

/
P

の
意

見
各

種
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
議

事
録

、
専

門
家

・
C

/
P

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

現
場

視
察

カ
メ

ル
ー

ン
側

が
拠

出
し

た
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
予

算
額

は
、

適
正

規
模

か
。

カ
メ

ル
ー

ン
側

コ
ス

ト
負

担
実

績
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
進

捗
・
活

動
記

録
、

専
門

家
・
C

/
P

の
意

見

カ
メ

ル
ー

ン
側

実
施

機
関

予
算

書
、

各
種

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

議
事

録
、

専
門

家
・

C
/
P

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

質
問

票

投
入

は
十

分
に

活
用

さ
れ

て
い

る
か

。
供

与
機

材
は

活
用

さ
れ

て
い

る
か

。
機

材
の

利
用

頻
度

、
当

該
機

材
を

利
用

し
た

研
究

の
進

捗
状

況
、

機
材

供
与

実
績

、
専

門
家

・
C

/
P

の
意

見

機
材

利
用

状
況

表
、

研
究

成
果

物
、

各
種

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

専
門

家
・
C

/
P

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

現
場

視
察

活
動

か
ら

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

に
至

る
ま

で
に

何
か

外
部

条
件

の
影

響
は

あ
る

か
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
進

捗
・
活

動
記

録
、

専
門

家
・
C

/
P

の
意

見
各

種
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
議

事
録

、
専

門
家

・
C

/
P

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

効
率

性
を

促
進

し
た

要
因

は
あ

る
か

。

効
率

性
を

阻
害

し
た

要
因

は
あ

る
か

。

政
策

、
制

度
、

社
会

経
済

、
技

術
面

な
ど

で
、

プ
ラ

ス
あ

る
い

は
マ

イ
ナ

ス
の

効
果

・
影

響
が

あ
っ

た
か

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

進
捗

・
活

動
記

録
、

専
門

家
・
C

/
P

の
意

見
各

種
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
議

事
録

、
専

門
家

・
C

/
P

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

質
問

票

マ
イ

ナ
ス

の
影

響
に

関
し

て
は

軽
減

す
る

た
め

の
対

策
は

と
ら

れ
て

い
る

か
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
進

捗
・
活

動
記

録
、

専
門

家
・
C

/
P

の
意

見
各

種
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
議

事
録

、
専

門
家

・
C

/
P

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

C
/
P

側
の

研
究

者
お

よ
び

ス
タ

ッ
フ

に
、

能
力

の
向

上
が

み
ら

れ
た

か
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
進

捗
・
活

動
記

録
、

専
門

家
・
C

/
P

の
意

見
、

研
究

成
果

各
種

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

議
事

録
、

専
門

家
・
C

/
P

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

C
/
P

、
タ

ー
ゲ

ッ
ト

グ
ル

ー
プ

へ
正

負
の

イ
ン

パ
ク

ト
は

生
じ

た
か

。
関

連
す

る
出

来
事

の
情

報
各

種
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
専

門
家

・
C

/
P

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

質
問

票

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
以

外
へ

波
及

し
た

イ
ン

パ
ク

ト
の

事
例

は
あ

る
か

。
関

連
す

る
出

来
事

の
情

報
各

種
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
専

門
家

・
C

/
P

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

質
問

票

両
国

若
手

研
究

者
の

能
力

向
上

に
与

え
た

影
響

は
あ

る
か

。
若

手
研

究
者

の
上

位
職

へ
の

就
業

状
況

、
学

位
取

得
実

績
専

門
家

・
C

/
P

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

成
果

の
算

出
状

況
は

適
切

か
。

予
期

さ
れ

な
か

っ
た

イ
ン

パ
ク

ト
・

波
及

効
果

は
あ

る
か

。

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
以

外
に

波
及

し
た

影
響

は
あ

る
か

。

イ
ン

パ
ク

ト

効
率

性

達
成

さ
れ

た
成

果
か

ら
み

て
、

日
本

側
の

投
入

の
質

・
量

・
タ

イ
ミ

ン
グ

は
適

切
か

。

達
成

さ
れ

た
成

果
か

ら
み

て
、

カ
メ

ル
ー

ン
側

の
投

入
の

質
・
量

・
タ

イ
ミ

ン
グ

は
適

切
か

。

成
果

の
発

現
に

影
響

し
た

要
因

は
他

に
あ

る
か

。

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

質
問

票
因

果
関

係
を

示
す

活
動

結
果

等
の

情
報

、
専

門
家

・
C

/
P

の
意

見
各

種
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
専

門
家

・
C

/
P

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

質
問

票
各

種
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
議

事
録

、
専

門
家

・
C

/
P

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
進

捗
・
活

動
記

録
、

専
門

家
・
C

/
P

の
意

見
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政
策

的
な

支
援

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

も
続

く
見

込
み

が
あ

る
か

。

カ
メ

ル
ー

ン
の

国
家

開
発

計
画

や
関

連
政

策
に

お
い

て
、

持
続

的
生

業
戦

略
と

自
然

資
源

管
理

の
両

立
の

重
要

性
は

継
続

す
る

見
込

み
か

。
国

家
政

策
、

関
係

者
の

意
見

カ
メ

ル
ー

ン
国

国
家

開
発

計
画

書
、

政
策

担
当

者
・
専

門
家

・
C

/
P

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

実
施

機
関

の
組

織
的

な
整

備
（
人

材
配

置
、

意
思

決
定

プ
ロ

セ
ス

等
）
は

ど
の

程
度

行
わ

れ
て

い
る

か
（
見

込
み

が
あ

る
か

）
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
進

捗
・
活

動
記

録
、

専
門

家
・
C

/
P

の
意

見
各

種
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
専

門
家

・
C

/
P

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

質
問

票

実
施

機
関

の
予

算
措

置
は

十
分

に
講

じ
ら

れ
て

い
る

か
、

予
算

確
保

の
た

め
の

対
策

は
ど

の
程

度
行

わ
れ

て
い

る
か

（
見

込
み

が
あ

る
か

）
。

予
算

計
画

書
、

専
門

家
・
C

/
P

の
意

見
各

種
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
専

門
家

・
C

/
P

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

質
問

票

実
施

機
関

は
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
自

分
た

ち
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
し

て
認

識
し

て
い

る
か

。
（
オ

ー
ナ

ー
シ

ッ
プ

の
確

保
）

C
/
P

の
意

見
C

/
P

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
推

奨
さ

れ
た

知
識

・
技

術
・
モ

デ
ル

・
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
は

、
C

/
P

・
対

象
地

域
の

住
民

（
農

家
）
に

受
容

さ
れ

つ
つ

あ
る

か
。

協
力

終
了

後
、

C
/
P

・
受

益
農

家
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
成

果
を

持
続

的
に

活
動

・
実

施
で

き
る

能
力

を
身

に
付

け
て

い
る

か
。

当
該

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
成

果
を

活
か

し
た

農
業

生
産

や
N

T
F
P

sの
利

用
体

制
の

モ
デ

ル
を

、
農

家
が

継
続

・
活

用
す

る
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

が
見

込
め

る
か

。

機
材

の
維

持
・
管

理
は

適
切

に
行

わ
れ

て
い

る
か

、
協

力
終

了
後

に
も

適
切

に
行

わ
れ

る
見

込
み

が
あ

る
か

。
機

材
利

用
状

況
表

、
専

門
家

・
C

/
P

の
意

見
各

種
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
専

門
家

・
C

/
P

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

現
場

視
察

各
施

設
（
フ

ィ
ー

ル
ド

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

、
キ

ャ
ッ

サ
バ

加
工

施
設

）
の

維
持

・
管

理
は

適
切

に
行

わ
れ

て
い

る
か

、
協

力
終

了
後

も
持

続
的

に
活

用
さ

れ
る

見
込

み
が

あ
る

か
。

利
用

計
画

、
予

算
措

置
、

運
営

体
制

、
専

門
家

・
C

/
P

・
F
O

S
A

S
運

営
委

員
会

・
C

V
C

の
意

見
各

種
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
計

画
書

、
専

門
家

・
C

/
P

・
F
O

S
A

S
運

営
委

員
会

、
C

V
C

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

現
場

視
察

他
省

庁
、

他
ド

ナ
ー

、
他

J
IC

A
案

件
に

お
い

て
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
よ

っ
て

導
入

さ
れ

た
技

術
や

研
究

成
果

を
活

用
す

る
見

込
み

が
あ

る
か

。
他

省
庁

（
M

IN
A

D
E
R

等
）
・
他

ド
ナ

ー
・
他

J
IC

A
案

件
（
C

O
M

IF
A

C
）
と

の
情

報
共

有
の

記
録

他
省

庁
（
M

IN
A

D
E
R

等
）
・
他

ド
ナ

ー
・
他

J
IC

A
案

件
（
C

O
M

IF
A

C
）
・
専

門
家

・
C

/
P

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

協
力

終
了

後
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
成

果
が

対
象

地
域

以
外

の
地

域
へ

普
及

す
る

見
込

み
は

ど
の

程
度

あ
る

か
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
進

捗
・
活

動
記

録
、

専
門

家
・
C

/
P

・
対

象
地

域
の

農
家

の
意

見
各

種
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
専

門
家

・
C

/
P

・
対

象
地

域
の

農
家

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

女
性

、
貧

困
層

、
そ

の
他

社
会

的
弱

者
へ

の
配

慮
不

足
に

よ
り

持
続

性
が

損
な

わ
れ

る
可

能
性

は
あ

る
か

。

そ
の

他
、

持
続

性
に

影
響

を
与

え
る

貢
献

・
阻

害
要

因
は

あ
る

か
。

総
合

的
自

立
発

展
性

は
あ

る
か

。
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
よ

る
イ

ン
パ

ク
ト

の
総

合
的

な
持

続
性

は
、

ど
の

程
度

見
込

め
る

か
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
進

捗
・
活

動
記

録
、

専
門

家
・
C

/
P

・
対

象
地

域
の

農
家

の
意

見
各

種
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
専

門
家

・
C

/
P

・
対

象
地

域
の

農
家

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

持
続

性
（
見

込
み

）

実
施

機
関

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

後
も

活
動

を
続

け
て

い
く
こ

と
が

で
き

る
か

。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

後
も

、
当

該
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
証

モ
デ

ル
お

よ
び

研
究

成
果

が
持

続
的

に
活

用
さ

れ
る

見
込

み
が

あ
る

か
。

持
続

性
に

影
響

を
与

え
る

、
貢

献
・
阻

害
要

因
は

あ
る

か
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
進

捗
・
活

動
記

録
、

専
門

家
・
C

/
P

・
対

象
地

域
の

農
家

の
意

見
各

種
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
専

門
家

・
C

/
P

・
対

象
地

域
の

農
家

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
進

捗
・
活

動
記

録
、

専
門

家
・
C

/
P

・
対

象
地

域
の

農
家

の
意

見
各

種
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
専

門
家

・
C

/
P

・
対

象
地

域
の

農
家

資
料

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
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＜カメルーン側＞ 
MINRESI（Ministry of Scientific Research and Innovation） 
Dr. DONGMO Thomas（Focal Point of FOSAS Project, Head of Cooperation Division） 
Mr. Amos Mogo（Head of Unit） 
Mr. Jean Marcel（Head of Follow up Unit） 
 
IRAD（Institute of Agricultural Research for Development） 
Dr. FOAHOM Bernard（Project Coordinator） 
Dr. YEMEFACK Martin（Leader of Sustainable Agriculture Team） 
Dr. KAMENI Anselme（Leader of Food Science Team） 
Dr. AMANG à Mbang Joseph（NTFPs Team researcher） 
Mr. TENKU Simon（NTFPs Team researcher） 
Ms. Pauline Mounjouenpou（Head of Food Laboratory, Food Science Team researcher） 
Ms. Patience Bongse K Andoseh（Food Laboratory support staff） 
Ms. Clarisse Yvette Nfopou Newovo（Head of Soil Laboratory, Food Science Team researcher） 
Mr. AGOUME Victor（Soil Science Team, Former Chief of Soil Program［now research officer］） 
Mr. NGOUCHEME René（Research assistant for monitoring of scientific aspects, Control Team） 
Mr. TAO Patrick（Research assistant for monitoring of financial aspects, Control Team） 
 
University of Dschang 
Prof. Roger TSAFACK NANFOSSO（Rector） 
Prof. Donfack Sonken Leopold（Vice-Rector in charge of Internal Control） 
Prof. Carl EBOBISSÉ（Technical Advisor of Rector） 
Prof. MVONDO ZE Antoine（Leader of Soil Science Team, Dean of Faculty of Agriculture） 
Dr. MOULENDE épouse FOUDA Thérèse（Sustainable Agriculture Team researcher） 
Mr. ONANA ADIBIME Adalbert（Soil Science Team, PhD student） 
 
University of Douala 
Mr. Evariste FONGNZOSSIE（NTFPs Team researcher, Senior Lecturer） 
 
University of Yaoundé I 
Prof. NKOGMENECK Bernard Aloys（Leader of NTFPs Team） 
 
GIC FEPROMA 
Mr. KAYO GAIN-YO Alain（Assitant Project Manager［Financial］） 
 
Gribé 
Mr. Alidou Lytti（Field Keeper） 

３．主要面談者リスト 
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Mr. MEDIPEH Lenirole（Head of a Village） 
Mr. ONANA Sypriano（Kona Benbe） 
Mr. ZOUOM Sylvain（Kona Benbe） 
Mr. ASSOLO. MESSABA Rodin（Kona Benbe） 
Mr. MBOSSI Jean（Baka） 
 
Andom 
Mr. Dieuolonne Nolong（Field Keeper） 
Mr. Mbele Avom Magloire（Head of a Village） 
Ms. Essam Celestine（Member of FOSAS Village Committee） 
Ms. Nguesrom Marceline（Member of FOSAS Village Committee） 
Okala Ritba（Member of FOSAS Village Committee） 
Aye Avom（Member of FOSAS Village Committee） 
Nogono（Member of FOSAS Village Committee） 
Sawaka（Member of FOSAS Village Committee） 
Essinga Essam Maithe（Member of FOSAS Village Committee） 
Essinga Reine Hireelle（Member of FOSAS Village Committee） 
Kgsinbi Aceina（Member of FOSAS Village Committee） 
Essam Gregoire（Member of FOSAS Village Committee） 
Zonybila（Member of FOSAS Village Committee） 
Messina Amougou Mogla（Member of FOSAS Village Committee） 
Nyassam Yeanne（Member of FOSAS Village Committee） 
 
Bityili 
Mr. Tabi Andre（Field Keeper） 
Ms. Mezene Houire Sylvie（President of CVC） 
Ovonna Reve（Secretary General of CVC） 
Eben Salvador（Head of Bityili II） 
Bengono Marie Paul（Member of CVC） 
Mve Christelle（Member of CVC） 
Ebaa Pelagie（Member of CVC） 
Assomo（Member of CVC） 
Ebanban Rosalie（Member of CVC） 
Olou’ou Georh Comiell（Member of CVC） 
Evina Yosephine Ariane（Member of CVC） 
Ntoutoum Ebaistane（Member of CVC） 
Ekounrou Chritine（Member of CVC） 
Meva’a Rollin（Member of CVC） 
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Miulia Selix（Member of CVC） 
 
MINADER（Ministry of Agriculture and Rural Development） 
Ms. PEDHOM Christine（Sub Director of Seeds and Seedlings） 
 
MINEPDED（Ministry of Environment, Protection of Nature and Sustainable Development） 
Ms. SANJOH Delphine（Head of Service for Environmental Education） 
 
MINEPAT（Ministry of Economy, Planning, and Regional Development） 
Ms. OBAMA Albertine（Head of Service for Cooperation with North America and Asia） 
 
MINFOF（Ministry of Forestry and Wildlife） 
Mr. NKOUOLEND SAKPAK Ferrand Patrice（Director of Cooperation Unit） 
Mr. ALADOUM Theodor（Research Officer） 
Mr. APANDE MaPurin（Support Managerial Staff） 
 
その他の機関 
CIFOR（Center for International Forestry Research） 
Dr. Denis J. SONWA（Senior scientist） 
IITA（International Institute of Tropical Agriculture） 
Dr. Rachid Hanna（Country Representative, IITA Cameroon Station） 
 
＜日本側＞ 
JICA カメルーン事務所 
梅本 真司 所長 
丸田 詠子 企画調査員 
浜口 由紀子 インターン 
山江 海邦 インターン 
 
FOSAS プロジェクト日本人専門家 
遠藤 和士 業務調整員 
塩谷 暁代 農業班専門家 
林 耕次 森林班専門家 
 
その他 JICA プロジェクト 
COMIFAC 諸国における生物多様性保全・利用及び気候変動対策プロジェクト 松本 淳一郎 副

総括 
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１．国際協力機構（JICA）カメルーン事務所 

日 時 2015 年 11 月 27 日（金） 08:30～09:30 

場 所 JICA カメルーン事務所 

先 方 梅本所長、丸田企画調査員、遠藤業務調整員、浜口 JICA インターンシップ、山江 JICA
インターンシップ 

調査団 松田（評価分析） 

要 旨 ＜安全ブリーフィング＞ 
ヤウンデでの一般的な犯罪や身の処し方を確認した。また地方出張（特に Gribé、

Andom）ではマラリアやムトゥムトゥに気をつけること。装備品にも要注意が必要

とのこと。 
＜スケジュール確認＞ 

本日の予定、及び 12 月 4 日までの面談スケジュールの最新情報を確認した。また、

それぞれの面談者の個別の情報や、聞き取ってほしい内容を確認した。 
＜丸田企画調査員のコメント＞ 
・プロジェクトでは、それぞれ個別の研究成果は出しているが、全体としてまとま

っていない印象がある。 
・Gribé では日本人研究者とカウンターパート（C/P）側研究者が連携している場面

もあるが、他地域ではうまく統合できていない。 
＜梅本所長のコメント＞ 
・地球規模課題対応国際科学技術協力（SATREPS）の特徴である社会実装に向け

て、研究成果が出たのち、いかにそれにつなげていくか。今後どのように進めて

いくべきか、調査の結果として提言事項でまとめてほしい。 
 
２．カメルーン側評価委員との打合せ 

日 時 2015 年 11 月 27 日（金） 10:00～11:30 

場 所 国立農業開発研究所（IRAD） 

先 方 Ms. PEDHOM Christine（MINADER）、Ms. SANJOH Delphine（MINEPDED）、Ms. 
OBAMA Albertine（MINEPAT）、Mr. Amos Mogo（MINRESI、カメルーン側評価委員

リーダーの代理）、Dr. FOAHOM Bernard（IRAD）、Mr. Jean Marcel（MINRESI） 
調査団 松田（評価分析）、丸田企画調査員、遠藤業務調整員、浜口 JICA インターンシップ、

山江 JICA インターンシップ 

要 旨 ・カメルーン側評価委員のリーダーである Dr. DONGMO は所用により欠席で、代理

の Mr. Amos Mogo が出席した。また、評価委員メンバーではないが、プロジェク

トコーディネーターの Dr. FOAHOM と、科学技術・革新省（MINRESI）の Mr. Jean 
Marcel が出席した。 

・丸田企画調査員より、評価スケジュールを説明した。またサイト視察（特に Gribé）
に誰が参加するか質問し、次週の 30 日（月）に回答をもらうこととした。 

・松田より、評価グリッドに沿って評価手法の概要を説明した。 
・カメルーン側より、インパクトについて質問があった。例えば、非木材森林資源

（NTFPs）の研究成果を村人が使うようになった場合、これは良いインパクトの

事例ととらえるのかどうか。調査団側より、それはプロジェクトがめざしている
  

４．面談議事録 
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 ところであり、プロジェクトの枠組みのなかであるので、インパクトではなく成

果の 1 つとしてとらえるものである、インパクトはより副産物に近く予期せぬも

のである、と説明した。 
 
３．カメルーン側評価委員との個別面談 

日 時 2015 年 11 月 27 日（金） 11:30～12:30（各 20 分ずつ） 

場 所 国立農業開発研究所（IRAD） 

先 方 Ms. PEDHOM Christine（MINADER） 
Ms. SANJOH Delphine（MINEPDED） 
Ms. OBAMA Albertine（MINEPAT） 

調査団 松田（評価分析） 

要 旨 ＜Ms. PEDHOM Christine（MINADER）＞ 
・合同調整委員会（Steering Committee）のメンバーでもある。同委員会はよく機能

している。問題があった場合、全員で議論し解決している。また、メンバー全員

で Andom のサイトの視察も行った。 
・農業・農村開発省（MINADER）としては、カメルーン熱帯雨林とその周辺地域に

おける持続的生業戦略の確立と自然資源管理（FOSAS）プロジェクトが自律発展

的な農業開発を行っていることに関心がある。MINADER でもイモ類開発国家プ

ログラム（Programme National de Développement des Racines et des Tubercules：
PNDRT）を国際農業開発基金（IFAD）の協力で行っていた。 

・FOSAS プロジェクトは自律発展的な農業開発を行っており、それは MINADER の

ポリシー、カメルーン国家のポリシーと同じである。 
＜Ms. SANJOH Delphine（MINEPDED）＞ 
・合同調整委員会（Steering Committee）のメンバーでもあり、メンバーになってか

らは毎回出席している。議題がいつも事前に配られ、全メンバーに発言の機会が

与えられており、同委員会はとてもよく機能していると思う。 
・環境・自然保護・持続的開発省（MINEPDED）は自然環境保護と自律的な発展を

目標としている省であり、プロジェクトもまさに同じことを目標としているため、

プロジェクトに関心がある。 
・研究成果の自律発展性に関しては、例えば Gribé での NTFPs では、これまで住民

が知らなかった NTFPs の存在により収入を得るということも起きているため、

FOSAS プロジェクト終了後も成果は住民によって使われていくのではないかと思

う。 
・MINEPDED は教育キャンペーンを実施して、村の住民に環境に優しい生活を伝え

る活動をしており、FOSAS プロジェクトの成果・アイディアをそのキャンペーン

に活用していきたい。 
＜Ms. OBAMA Albertine（MINEPAT）＞ 
・Follow-up Committee of FOSAS プロジェクトのメンバーでもある。この Committee

は MINRESI が主体となって 5 人のメンバーにより構成されており、プロジェクト

の外部よりプロジェクトの進捗を確認するのが目的である。会議は毎月開催、そ

して年に 4 回フィールド視察を行う計画である。 
・経済・計画・地域開発省（MINEPAT）は 2 年前までは、カメルーンのすべてのプ  
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 ロジェクトの C/P ファンドを管理し、その支払いもしてきたが、ここ 2 年はシス

テムが変わり、同ファンドの予算はそれぞれの省が管理することになった。FOSAS
プロジェクトの例では、プロジェクトコーディネーター（Dr. FOAHOM）が

MINRESI に活動計画と予算書を提出するときにそのコピーを MINEPAT にも提出

し、MINEPAT の認可がなければ、C/P ファンドが財務省（MINFI）から支出され

ない仕組みになっている。 
・2014 年度に C/P ファンドが FOSAS プロジェクトに割り当てられなかった件につ

いては、システムが変わったばかりでありプロジェクト側で対応がうまくできな

かったからではないか。 
 
４．FOSAS プロジェクト 

日 時 2015 年 11 月 27 日（金） 14:00～14:45 

場 所 国立農業開発研究所（IRAD） 

先 方 Dr. FOAHOM Bernard（Project Coordinator, IRAD） 

調査団 松田（評価分析）、浜口 JICA インターンシップ、山江 JICA インターンシップ 

要 旨 ・プロジェクト目標の達成について、各研究のデータは得られた状態ではあるが、

そのデータを取りまとめる、パンフレットなどを作成して情報共有に努めるなど、

プロジェクトが 2016 年の 7 月まであるのでまだまだ取り組むことがある。 
・プロジェクト活動の進捗はおおむね予定どおりに行われた。しかしプロジェクト

の当初は少し遅れたこともあった。理由は活動の資金の遅れであったり、日本人

と働くのが初めてであったことによる文化の違い、そして異なる研究手法を取り

まとめていくことなどに困難があったためだが、その後キャッチアップできた。

・日本人側研究者とカメルーン人側とのコラボレーションについては、それぞれの

研究活動において、日本側とカメルーン側がともに協力して研究していくことを

期待していた。それは土壌チームでは多少みられたものの、基本的に日本側は日

本人だけで研究し、カメルーン側はカメルーン人だけで研究した。それぞれの研

究者が自分の研究に集中することが多かったが、日本側とカメルーン側、さらに、

チームを超えての統合・集約がもっとできればよかったと思う。 
・ターゲットエリアの選定では、プロジェクトは日本人側の計画によって始められ、

日本人研究者の見知っている地域が選ばれたため、カメルーン側に選択の余地は

なかった。しかし結果としては、ターゲットエリアの選定に問題はなかったと思

う。 
・C/P の選定について、カメルーンの大学からも C/P が選ばれたが、これは日本人

研究者側の意向が大きかった。しかし大学の C/P はプロジェクトを自分の学生た

ちの研修の機会としかとらえていないようであり、プロジェクト全体のことをみ

ずにそれぞれ自分たちの好きなように研究活動をしていた節がある（チャン大学

を除く）。IRAD の C/P はそれぞれの研究者のバックグラウンドにより選定した。

・C/P ファンドの遅れについては、2014 年はお金を一切受け取れず、2013 年の残り

のお金を使って活動した。理由は、2014 年から C/P ファンドのシステムが変わっ

たが、その情報が MINRESI に伝わったのが遅かったため、対応が遅れてしまった。

・ターゲットグループは、積極的に活動した。特に Andom では、プロジェクトによ

り収入が向上し、子供を学校に通わせることができるようになった。 
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 ・自律発展性に関して、IRAD はこのプロジェクトの成果、特にサイトの施設やフィ

ールドステーションの維持を引き継いで、そこで研究活動が継続できるようにし

ていく予定である。 
・しかし、予算の確保は自律発展性に影響を与える。もし不十分であれば、当然な

がら続けていくことはできないが、続けていけるように予算の申請を行っていく。

 

５．FOSAS プロジェクト食品班 

日 時 2015 年 11 月 27 日（金） 14:45～15:30 

場 所 国立農業開発研究所（IRAD） 

先 方 Dr. KAMENI Anselme（Leader of Food Science Team, IRAD） 

調査団 松田（評価分析）、浜口 JICA インターンシップ、山江 JICA インターンシップ 

要 旨 ・食品班は日本側チームリーダーの交代などがあったものの、カメルーン側として

はベストを尽くしたと思っている。後半は日本側のチームリーダーは来なかった

ものの、久保氏と協力して活動をした。しかし、日本側がカメルーンに来るとき

に、いきなり来週行くという連絡があることもあり、カメルーン側が他の業務と

の兼ね合いをつけられずに、現地に一緒に行くことができなかったこともある。

もっと事前に相談して連絡をくれればよかったと思う。 
・食品班の活動は、森林班ともっと協力体制を敷くべきであったが、それぞれの班

が別々に活動してしまった節がある。また機材の故障もあり、食品班の活動は実

質 3 年目からスタートした。しかしもしまだプロジェクトが続くのであれば、食

品班の活動はもっとなされるべきである。なぜならば、キャッサバの製品化・食

品化の分野に関しては、まだまだ研究が足りていないと感じるためであり、また

せっかくこの 5 年間でお互いをよく知ることができたのだから、これから発展さ

せていくためにも、個人的には FOSAS プロジェクトの第 2 フェーズが実施されて

ほしい。 
・食品班のカメルーン側で一番難しかったのは、全員が首都にいないことであった

（2 人がチャン大学）。 
・持続性に関して、キャッサバに関するテクノロジーはカメルーンの他地域でも使

われるものであろう。NTFPs も、地域住民に受け入れられるだろう。 

 

６．FOSAS プロジェクト森林班 

日 時 2015 年 11 月 27 日（金） 15:30～16:15 

場 所 国立農業開発研究所（IRAD） 

先 方 Dr. AMANG à Mbang Joseph（Forest Team researcher, IRAD） 

調査団 松田（評価分析）、浜口 JICA インターンシップ、山江 JICA インターンシップ 

要 旨 ・活動 2-4 「To develop inventory and database for NTFPs」を担当した。学生たちの

指導にも積極的に関わり、プロジェクトへの参加を通して 2 人の学生が修士を取

得した。 
・アフリカ有用植物データベース（AFlora）の構築にあたっては、日本人側研究者

より教えてもらった。 
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 ・プロジェクト終了までに、京都大学は AFlora を IRAD に渡すことになっている。

・データベースの活用に関して、プロジェクトはデータを取得したところまでしか

行っていないので、このデータベースの情報（どれが食べ物で、どれがいくらで

売れて、どれが薬になるか、など）をターゲットエリアの住民に伝えて広めてい

く必要がある。プロジェクトコーディネーターや荒木先生ともこのことについて

協議した。 
・データベースの情報の普及について、まずはすべての研究者が集まっていつ地域

に行くか協議し、そして村でワークショップを開催、そして村のなかでリーダー

をセレクトし、彼（女）を中心にして情報を普及させていくことが可能である。

このアイディアについてはまだプロジェクト内で議論をしていないので、これか

ら行っていく必要がある。 
 
７．国際林業研究センター（CIFOR） 

日 時 2015 年 11 月 27 日（金） 16:30～17:00 

場 所 CIFOR 

先 方 Dr. Denis J. SONWA（Senior scientist, CIFOR） 

調査団 松田（評価分析）、遠藤業務調整員、浜口 JICA インターンシップ、山江 JICA インタ

ーンシップ 

要 旨 ・今月に開催された国際シンポジウムで基調演説を行った。 
・CIFOR は森林分野の研究を行う国際機関で、このヤウンデ支所ではカメルーンを

含む中央アフリカ地域全体を管轄している。1990～2000 年頃にかけては NTFPs の
調査も行った。森林とガバナンスに関する活動を行っており、また最近では国際

熱帯農業研究所（IITA）と協力し東部州 Ayos で土壌における温室効果ガスのプロ

ジェクトも行っている。 
・CIFOR として FOSAS プロジェクトの研究活動で最も関心があるのは、土壌に関

する分野である。上記プロジェクトにも、FOSAS プロジェクトの科学的な手法が

生かせるのではと考えている。また、CIFOR が最も関心があるのが森林であり、

森林と農業の関係にも深い関心をもっている。また CIFOR は気候変動の問題にも

取り組んでいる。 
・将来的なプロジェクトとのコラボレーションに関して、もし第 2 フェーズがある

のであれば、興味がある。プロジェクトのすべてのコンポーネント、そしてその

対象地域（サバンナと森林の境界）も CIFOR にとっても興味があり、もし連携の

可能性があるのであれば、CIFOR は準備ができている。 
・国際シンポジウムに関して、科学的にはとてもよかったと思うが、村の人や違う

研究手法の人、そして省庁からも参加していたので、科学的な方面に寄りすぎて

いたのではないかと思う。成果を本にまとめる場合、1 冊は科学的な研究者向けの

本でいいかもしれないが、もう 1 冊はシンプルに教訓などを共有し、省庁や政策

決定者がすぐに活用できるようなものにする方がいいのではないか。研究成果は、

科学者にしか有効でないので、研究成果をかみ砕いてまとめて、例えば MINADER
など、政策決定者が使えるようなものにする必要があると思う。 

・この意見に対し遠藤専門家より、ノンアカデミックな研究成果をまとめたものの

作成に向けて動き出していると説明した。 
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８．FOSAS プロジェクト森林班 

日 時 2015 年 11 月 30 日（月） 13:00～14:00 

場 所 国立農業開発研究所（IRAD） 

先 方 Mr. NWEGUEH Alfred BEKWAKE（Forest Team researcher, IRAD） 

調査団 松田（評価分析）、浜口 JICA インターンシップ、山江 JICA インターンシップ 

要 旨 ・活動計画（PO）の活動 2-10「Survey on NTFPs in Ebolowa areas」を担当。①Mvangan、
②Amban、③Akom II の Community Forest と④Ebolowa 周辺、の 4 サイトより NTFPs
を収集。大きく 58 種の NTFPs を特定した。 

・AFlora への入力はまだできていない。プロジェクトコーディネーターからも言わ

れており、データベース担当の Dr. Amang とこれから協力していく。 
・AFlora の構築は、森林班だけの活動ではなく、独立して 1 つのチームとして、全

体のデータバンク管理とすればよいと思った。 
・大学の先生たちは自分たちの学生をプロジェクトによく参加させるが、プロジェ

クトは学生の研修がメインの目的ではない。人数は制限すべきと思う。 
・森林チームでは月に 1 度くらいのペースでインターナルミーティングを開いてい

た。 
・中央アフリカ森林協議会（COMIFAC）が Amban のサイトを良い Community Forest

の例として使おうと試みている。 
・Njansang や Pentachlatra など、すべてのサイトで得られるが、Ebolowa でしか売ら

れていない NTFPs がある。そのようなものが Ebolowa 以外の 3 サイトで住民に知

られるようになり、NTFPs を活用する動きが出てきている。 
 
９．FOSAS プロジェクト森林班 

日 時 2015 年 11 月 30 日（月） 14:00～15:00 

場 所 国立農業開発研究所（IRAD） 

先 方 Mr. Evariste FONGNZOSSIE（Forest Team researcher, University of Douala） 

調査団 松田（評価分析）、浜口 JICA インターンシップ、山江 JICA インターンシップ 

要 旨 ・PO の活動 2-3-2（Vegetation survey to clarify the regeneration state of main NTFPs 
species）を担当し、Gribé で活動。インベントリーを作成し、それぞれの種の密集

度、活用可能な量、再生能力などを分析した。 
・いくつかの種はビジネスモデルになり得る。人々の収入増加の道もあると思う。

シンプルな言葉でターゲットエリアの住民に伝えていき、彼らの利益になるよう

にしていく必要があると思う。しかし、FOSAS プロジェクトは科学的な研究成果

を発生させることが目的であり、ターゲットエリアの住民のために活動すること

はできなかった。 
・〔上記の件につき、プロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM）でも成果２で

はターゲットエリアの住民のためのモデルを構築することが目的であり、プロジ

ェクトは最終的にはそこをめざしているはずだが、と更に聞いたところ、〕ターゲ

ットエリアの住民を対象に苗木の研修をやりたいと提案したとき、日本側の研究

者より反対された。あなたの仕事はデータを収集するだけだと言われた。カメル

ーン側からもこの提案は反対された。現在のところ、ターゲットエリアの地域住  
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 民にとって、彼（女）の得になるような目に見える成果は出ておらず、地域住民

はプロジェクトのために何かを運んだときに労賃をせびるなどし始めている。そ

のようにしか FOSAS プロジェクトをみていない。 
・FOSAS プロジェクトはモニタリング＆評価の機能が弱かった。成果を達成するた

めに、指標の達成度を確認していく必要があったと思うが、ただ研究とデータ収

集にだけ集中していた。 
・現場では、チーム内で協議し、重複した活動をしないように心がけた。Ebolowa

のチームとは連携できなかったが、Gribé では 1 つのチームとして活動できたと思

う。 
・プロジェクトに携わったおかげで 3 人の学生が修士を取得した。 

 
10．FOSAS プロジェクト土壌班 

日 時 2015 年 11 月 30 日（月） 15:00～15:30 

場 所 国立農業開発研究所（IRAD） 

先 方 Mr. AGOUME Victor（Soil Science Team researcher, IRAD） 

調査団 松田（評価分析）、浜口 JICA インターンシップ、山江 JICA インターンシップ 

要 旨 ・カメルーン側チームリーダーのアシスタントとして、土壌チームのすべての活動

に携わった。 
・しかしながら、C/P ファンドが使われるようになってから、ほとんどフィールドへ

行けなくなった。出張申請をプロジェクトコーディネーターに出しても、それは

チームリーダーがすることだからと拒絶された。チームリーダーはチャン大学で

学部長となり、多忙によりヤウンデに来られなくなっていた。彼が申請しないと

私は行けないという理由で、ほとんどフィールドへ行けなかった。最後に行った

のは 1 年前である。土壌チームのカメルーン側は 4 人いたが、1 人が死去、もう 1
人もチームを離れ、チームリーダーと私は活動ができない状況のままである。 

・チームリーダー会議に、チームリーダーの代理で参加しようとしたところ、チー

ムリーダーの会議だからあなたは参加できないとプロジェクトコーディネーター

に拒絶された。 
 
11．FOSAS プロジェクト森林班 

日 時 2015 年 11 月 30 日（月） 16:00～17:00 

場 所 Millennium Ecologic Museum 

先 方 Prof. NKOGMENECK Bernard Aloys（Leader of Forest Team, University of Yaoundé） 

調査団 松田（評価分析）、浜口 JICA インターンシップ、山江 JICA インターンシップ 

要 旨 ・チームリーダーとして、チームのコーディネーションとスーパーバイズを担当し

た。プロジェクトのおかげで 2 人の学生が修士を取得した。 
・しかし、1 年前にプロジェクトを辞めた。理由は主に 2 つ。 
・1 つは制度上の問題。IRAD 以外にプロジェクトに参加している 3 大学は、プロジ

ェクトの参加に関する公式にサインされたドキュメントがない。チームリーダー

会議で幾度も提案したが結局なされることはなく、プロジェクトのポスターやパ
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 ンフレットにも、IRAD や MINRESI のロゴは載るものの、3 大学のロゴは一度も

載らなかった。 
・もう 1 つの問題はマネジメントの問題。マネジメントの問題には分けて 3 つがあ

るが、プロジェクトマネジメントは非常に悪かった。①NTFPs に関する研究活動

は、ターゲットエリアの住民に結果を還元し使ってもらうようにする必要がある

が、住民の巻き込みに関して、被雇用者として労賃を払う以上の巻き込みができ

ていなかった。私は村人に NTFPs を使ってもらえるように住民組織化を進めよう

と提案したが、それは研究者のする仕事ではないとプロジェクトコーディネータ

ーによって拒絶された。②日本側研究者の 1 人より、地域住民の NTFPs の維持管

理に関する能力が向上するわけがないという見解を示された。地域住民のために

ならない研究は、研究のための研究、論文執筆や学位・昇進のための研究でしか

ない。③NTFPs のデータを収集できる研究者は限られており、学生たちのプロジ

ェクトへの参与は大切であったが、学生たちを派遣する提案は拒絶された。 
・私は、研究結果はわれわれの生活の発展のために使われるべきものであると考え

ている。 
 
12．FOSAS プロジェクト会計担当 

日 時 2015 年 12 月 1 日（火） 09:15～10:00 

場 所 国立農業開発研究所（IRAD） 

先 方 Mr. KAYO GAIN-YO Alain（Maitrise d’ouvrage délégué, GIC FEPROMA） 

調査団 松田（評価分析）、新谷（科学技術評価）、浜口 JICA インターンシップ、山江 JICA
インターンシップ 

要 旨 ・契約ベースでプロジェクトの期間働いている。C/P ファンドの申請や、MINEPAD、

MINRESI、カメルーン自主減債基金（Autonomous Sinking Fund of Cameroon：CAA）

との間の書類作成などを担当している。 
・C/P ファンドの用途は 16 項目に分かれており、機材、契約スタッフの給与、車、

車の維持管理費、会議やミーティングの開催（JICA と資金を折半）、フィールド

への旅費、ガソリン代、印刷物作成費（パンフレット、ポスターなど）などであ

る。 
・C/P へのフィールドでの調査旅費に関して、各 C/P が業務内容（TOR）を書き、チ

ームリーダーの承認後、それが日本・カメルーンのプロジェクトコーディネータ

ーに提出される。プロジェクトコーディネーターがその TOR の必要性を認めて了

承したのち、私が CAA への書類を作成して、調査旅費を受け取る。調査旅費は、

事前に平均 66%（最大でも 75%）が支払われ、調査後、報告書を提出したのちに

CAA より残りの分が支払われる。 
・2014 年に C/P ファンドが受け取れなかった理由は、MINEPAT のシステムが変わっ

たことを MINRESI が知らず、毎年 9 月ごろに翌年の予算の準備をするが、間に合

わなかったためである。ちなみに、9 月ごろに申請して、受け取れるのは翌年の 6
月か 7 月ごろである。 

・4 名のスタッフがこれらの書類のやり取りの仕事に従事している。年に 2 回、

MINEPAT と C/P ファンドについても会議がある。 
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13．FOSAS プロジェクト森林班 

日 時 2015 年 12 月 1 日（火） 10:00～11:00 

場 所 国立農業開発研究所（IRAD） 

先 方 Mr. TENKU Simon（NTFPs Team researcher, IRAD） 

調査団 松田（評価分析）、新谷（科学技術評価）、浜口 JICA インターンシップ、山江 JICA
インターンシップ 

要 旨 ・2014 年 6 月、Dr. Betti に代わってプロジェクトに入り、Andom で NTFPs の研究を

している（活動 2-9）。Old Secondary Forest で 19 種、Young Secondary Forest で 29
種、バックヤード（民家のそば）でも数多くの種を発見し、インベントリーにま

とめた。 
・これらのデータは、AFlora にはまだ入れていない。担当の Dr. Amang とまだ連携

していない。 
・プロジェクト終了後も、データの解析を進めたい。また、NTFPs をバックヤード

に植えるなど、地域住民のための活動もしていきたい。 
・プロジェクトで日本と協力したことにより、フィールドに行けた（車と運転手の

存在）、フィールドステーションで電気が使えた、荒木先生から全地球測位システ

ム（GPS）をもらえた、など多くの物理的な利益があった。 
・（物理的な利益だけでなく技術的な利益はと尋ねたところ）日本人研究者から教え

てもらったり研修の機会はなかった。 
 
14．FOSAS プロジェクト農業班 

日 時 2015 年 12 月 1 日（火） 11:15～12:15 

場 所 国立農業開発研究所（IRAD） 

先 方 Dr MOULENDE épouse FOUDA Thérèse（Sustainable Agriculture Team researcher, 
University of Dschang） 

調査団 松田（評価分析）、新谷（科学技術評価） 

要 旨 ・活動 1-9「Socio-economic survey for marketing of processed cassava」を Bityili で開

始した。ベースライン調査ののち、100 家庭のなかから 20 家庭に絞って収入・支

出の調査、作物や加工品（コストの分析）の調査、キャッサバ加工品のバリュー

チェーン（VC）の調査、市場調査（Ebolowa とガボン・赤道ギニアの国境の町）

などを行った。また 2015 年には Andom でも収入・支出の調査を開始した。 
・これらの活動には 4 名の修士の学生も関わっており、これまでに 2 人が学位を取

得した。 
・稲泉先生と連携して活動をしており、もっと多くの地域で同様の調査を行う予定

だったが、先生が病気をし、また夫が病気になり、他の地域での調査はできなか

った。 
・Bityili では Andom に比べて結果（地域住民の変化）が出るのが遅い。今 Bityili で

取り組んでいる人が結果を出せば、他の人も興味を示すだろう。商業的に成果を

出すには住民の組織化を行っていく必要がある。 
・プロジェクト終了後について、成果をいかにして未来につなげていくか、チーム

リーダーたちが相談した。 
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 ・チャン大学と IRAD の連携については、プロジェクトが始まる前から学生をイン

ターンで派遣するなど交流があったので続いていくだろうが、研究者同士の個人

的な交流ではなく、制度化した連携になっていく必要があると思う。 
 
15．中央アフリカ森林協議会（COMIFAC）諸国における生物多様性保全・利用及び気候変動対策

プロジェクト 

日 時 2015 年 12 月 1 日（火） 15:00～15:45 

場 所 Nkolbisson 

先 方 松本 淳一郎 JICA チーム副総括 

調査団 松田（評価分析）、新谷（科学技術評価） 

要 旨 ・FOSAS プロジェクト成果は COMIFAC プロジェクトでも使いたい。森林班の平井

専門家の研究（野性マンゴーの収穫時期の違いによる、カメルーン－ガボンでの

越境保護区での貿易）、同じく森林班のその地域における哺乳類の頭数の研究（こ

の手法は、生物多様性の統計的なモニタリング手法として活用できる）、などが候

補である。 
・平井専門家は COMIFAC プロジェクトでも専門家として業務予定。また、哺乳類

の頭数の研究に携わったチャン大学の学生は、COMIFAC プロジェクトの現地スタ

ッフとして勤務を本日から開始している。 
・FOSAS プロジェクトの局所的な研究を、COMIFAC プロジェクトで行う予定のパ

イロットプロジェクトで実施し、COMIFAC を通して加盟国 10 カ国に FOSAS プロ

ジェクトの成果をアピールしていきたいと考えている。 
 
16．MINRESI 

日 時 2015 年 12 月 1 日（火） 17:00～17:45 

場 所 MINRESI（科学研究・革新省） 

先 方 Dr. DONGMO Thomas（Focal Point of FOSAS Project, Chief of Cooperation Division, 
MINRESI） 

調査団 松田（評価分析）、新谷（科学技術評価）、遠藤業務調整員、浜口 JICA インターンシ

ップ、山江 JICA インターンシップ 

要 旨 ・MINRESI にとって、FOSAS プロジェクトはとても重要である。MINRESI の大臣

も、本日の国会議会で FOSAS プロジェクトのことを話した。 
・IRAD はプロジェクトを続けていくつもりである。予算の準備も進めている。 
・いろいろと課題はあっただろうが、ここまで続けてきていて、多くの研究成果が

出ている。IRAD と 3 大学が連携し、研究者・学生がまとまったとても良いプロジ

ェクト。 
・日本、カメルーン、双方にとって Win-Win のプロジェクトであると思う。 
・本邦研修で日本を訪れた際、日本人の勤勉さにとても感心した。日本ともっと協

力していきたい。 
 
 

130－   －



17．チャン大学 

日 時 2015 年 12 月 2 日（水） 14:30～15:15 

場 所 University of Dschang 

先 方 Prof. Roger TSAFACK NANFOSSO（Rector, University of Dschang）, Prof. Donfack Sonken 
Leopold（Vice-Rector in charge of Internal Control, University of Dshcang）, Prof. Carl 
EBOBISSÉ（Technical Advisor of Rector, University of Dschang）, Mr. ONANA ADIBIME 
Adalbert（Soil Science Team, PhD student, University of Dschang） 

調査団 土井（計画管理）、松田（評価分析）、新谷（科学技術評価）、遠藤業務調整員、Ms. 
SANJOH（MINEPDED）、Ms. OBAMA（MINEPAT）、浜口 JICA インターンシップ、

山江 JICA インターンシップ 
要 旨 ・チャン大学としては、この日本との連携にとても喜んでいる。実りのある協力で

ある。 
・多くの研究がなされ、多くの論文が発表された。これはひとつの大きな達成であ

る。 
・プロジェクトを通して JICA が導入した機材は、教授、学生など皆の研究に使われ

ている。メインテインが必要だが、長く使われれば、学生にも長く影響を与える

ことができる。学生もプロジェクトに感謝している。 

 

18．FOSAS プロジェクト土壌班 

日 時 2015 年 12 月 3 日（木） 10:00～11:15 

場 所 University of Dschang 

先 方 Prof. MVONDO ZE Antoine（Leader of Soil Science Team, Dean of Faculty of Agriculture、
University of Dschang）、Mr. ONANA ADIBIME Adalbert（Soil Science Team, PhD student, 
University of Dschang） 

調査団 遠藤業務調整員、土井（計画管理）、松田（評価分析）、新谷（科学技術評価）、Ms. 
SANJOH（MINEPDED）、Ms. OBAMA（MINEPAT）、浜口 JICA インターンシップ、

山江 JICA インターンシップ 
要 旨 ・1 年前から学部長となり、サイトに行くのが難しくなった。今は Mr. ONANA にサ

イトに行ってもらっている。チームリーダーミーティングにも参加できなくなっ

た。 
・機材は故障中のものもあるが、学生や教授にとても役立った。プロジェクト当初、

古いものをいくつか新しく変えた。電圧の不安定の問題があり、また停電後の復

旧時には高電圧のため安定器があっても壊れた。とても洗練された機材であるた

め修理が難しく、修理できる人を探している状況である。 
・機材の導入時に、もっとスペアパーツがあればよかった。 
・試薬も最近はプロジェクトからもらっていないが、大学の予算でまかなっている。

・土壌チームの研究について、学生なしで研究を行うことは難しい。教授はいつも

サイトに行けないので、学生たちに行ってもらう。しかし多くの学生を参加させ

ることができなかった。 
・カメルーン側にとって、プロジェクトへの関与（involvement）、日本人と一緒に働

いているという感じがなかった。 
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 ・学部長になった際のリーダーの変更については、荒木先生の希望もありそのまま

変更しなかった。代わりを探すのは難しかったと思う。 
・本邦研修では多くのコンタクト先を得た。また舟川先生のラボを訪問し、メイン

テナンスの方法を学んだ。 
 
19．MINRESI 

日 時 2015 年 12 月 4 日（金） 10:00～11:15 

場 所 MINRESI 

先 方 Mr. Jean Marcel（Head of Follow up Unit） 

調査団 土井（計画管理）、松田（評価分析）、新谷（科学技術評価）、遠藤業務調整員、浜口

JICA インターンシップ、山江 JICA インターンシップ 

要 旨 ・昨年からこのプロジェクトに関わるようになったので知識は限られているが、こ

れまで 3 回、サイトを訪問した。プロジェクトの実施のレベルに関しては満足し

ている。キャッサバの生産・加工・販売、ローカルマテリアルでつくられたフィ

ールドステーション、NTFPs など、目に見えるインパクトがある。 
・だが、問題もある。例えば Gribé では、狩猟採集民の生活習慣を変えるのは難し

い。またプロジェクトへの期待が高すぎたのかもしれない。村民は「われわれに

何が残るのか」と言った。フィールドステーションのあとは村長の家を建てるも

のと思っている人もいた。研究者が村から搾取していると思っている人もいる。

Andom や Bityili でも問題があり、プロジェクトで導入された施設・機材が村のも

のになると思っている人もいる。 
・今から 2016 年の 2 月までに 3 つのアクションを行いたい。そのうちの 2 つは既に

実施した。①すべてのフィールドステーションに村民のプロジェクト活動をサポ

ートするためのスタッフを置くこと。②サイトの土地を政府のものとすること。

③フィールドステーションのスタッフを IRAD の雇用とすること。 
・プロジェクトの重要性を伝え、施設・機材を維持するためにも、郡知事や市長を

巻き込んで、これらは国のものであると理解してもらう必要がある。そうでない

と村人は壊してしまうかも知れない。 
・Follow-up Committee of FOSAS Project は、通常毎月会議が開催され、2014 年に 2

回、2015 年は 1 回、サイト視察を行った。MINRESI の事務次官（SG）が代表を

務め、6 人のメンバーがおり、日々の活動をモニタリングしている。問題があった

ら解決するように努め、Bityili や Andom で郡知事に話もしてきた。 
・それ以外には、合同調整委員会（Steering Committee）のメンバーでもある。また

Monitoring and Evaluation Unit of MINRESI の代表を務めている。毎週 MINRESI の
活動のモニタリングのための会議、毎月 MINRESI 傘下の IRAD を含む 8 つの

Insitution の活動のモニタリング、そして年に 1 回、省と国に対して報告書を書く。

・Follow-up Committee of FOSAS Project のプロジェクトへの提案など関与に関して

は、常にプロジェクトコーディネーターと協議している。 
・MINRESI としては、プロジェクトの施設・機材を維持していきたいし（これには

大臣が IRAD に予算をつけている）、他の地域でも FOSAS モデルを広めていきた

いと思っている。 
・プロジェクトの科学的成果の側面に関しては、成果は印刷物として発行されるべ  
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 きであると考えている。 

・ 3 回の訪問でも村民は変わってきており、例えば道路でキャッサバを乾かしてい

たものが乾燥施設で乾かすようになってきている。また Andom では住民組織もで

きて、プロジェクトに参加する人も多くなってきた。また Andom の住民が JICA
に要望書を出した。JICA はこの要望書を JICA の手紙付きで MINRESI に出し、

MINRESI 内では大臣にまでその手紙がいっている。村民と直接話してから決める

つもりでいるが、まだ行けていない。 
 
20．森林・野生動物省（MINFOF） 

日 時 2015 年 12 月 4 日（金） 11:15～12:45 

場 所 MINFOF 

先 方 Mr. NKOUOLEND SAKPAK Ferrand Patrice（Director of Cooperation Unit, MINFOF）、
Mr. ALADOUM Theodor（Research Officer, MINFOF）、Mr. APANDE MaPurin（Support 
Managerial Staff, MINFOF） 

調査団 土井（計画管理）、松田（評価分析）、新谷（科学技術評価）、遠藤業務調整員、浜口

JICA インターンシップ、山江 JICA インターンシップ 

要 旨 ・1 年以上前からプロジェクトに関わっている。シンポジウムにもスタッフが参加し

た。 
・Eco-Gurad は国立公園の保護を仕事としている。密漁や森の搾取から守っている。

また絶滅種保護、そして近隣の住民にも野生生物・植物の重要性を伝える活動も

行っている。 
・Eco-Gurad への研修（暗視カメラによる野生動物の監視など）について、研修成果

をこれからも活用していくという発言があったが、研修は行われていない旨を伝

えると、して欲しいという要望はあった。しかしこれまで JICA に対し研修のリク

エストは出ていない。プロジェクト期間は残り半年だが、プロジェクト側で講師

を準備すれば、MINFOF の予算で研修ができるか、研修後に暗視カメラを MINFOF
で購入し、研修の効果を活用できるのかと尋ねると、予算の獲得はこの国では難

しくドナーのサポートが必要とのことであり、研修の前にはカメラは買えないと

のことであった。また、2016 年度の予算は既に決まっているので、実施するなら

2017 年度になるという話であった。しかし Special Fund があるのでそれを使える

か確認し、今次終了時評価調査の結論が出るまでに連絡するとのことであった。

 
21．IRAD 

日 時 2015 年 12 月 4 日（金） 13:40～15:00 

場 所 IRAD 

先 方 Mr. NGOUCHEME René（Research assistant for monitoring of scientific aspects, Control 
Team, IRAD）、Mr. TAO Patrick（Research assistant for monitoring of financial aspects, 
Control Team, IRAD） 

調査団 土井（計画管理）、松田（評価分析）、新谷（科学技術評価）、浜口 JICA インターン

シップ、山江 JICA インターンシップ 
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要 旨 ・プロジェクト終了後のサイト管理についての担当者。 

・プロジェクト当初からサイト視察は何度か実施。そしてこの終了時評価調査のの

ち、12 月 15 日から 19 日の間に、サイトの住民とフィールドステーションや施設

の管理について協議する予定。そして 12 月 31 日までに報告書を作成したい。 
・IRAD としては、住民にそれらの施設を引き渡すと、その土地の所有者の個人の所

有物となる可能性もあり、新たな問題を引き起こすと考えている。そのため、IRAD
が維持・管理をしていきたいと考えている。しかし施設やフィールドステーショ

ンは住民の土地にできているため、住民と協議する必要がある。住民が拒否した

場合、IRAD はサポートするだけになってしまうが、問題を引き起こすおそれがあ

るため、IRAD としては IRAD が管轄する方針で住民と協議していく。 
・土地、そして施設を引き受けたのちは、フィールドキーパーを配置し（既に配置

している）、また彼らを IRAD の職員として契約し、プロジェクト終了後最低 2 年

間は任務にあたってもらう予定。フィールドキーパーはプロジェクトの活動を地

域の住民が続けていけるようにサポートする役割を担う。IRAD として、そのサイ

ト・施設が必要であり続ける限り、フィールドキーパーの配置を続けていく。予

算は既に確保されている。 
・しかしながら、プロジェクト終了後の具体的なプランは現時点ではない。なぜな

ら、まだ土地・施設が IRAD のものと決まっているわけではないので、まず土地

の協議を進め、決定後は電気を引き、フィールドキーパーを IRAD の所員とする。

プロジェクト終了後のアクションプランについては、土地の所有が決まったのち

に考えるが、プロジェクト終了までに準備する予定である。 
 
22．国際熱帯農業研究所（IITA） 

日 時 2015 年 12 月 4 日（金） 15:20～16:10 

場 所 IITA 

先 方 Dr. Rachid Hanna（Country Representative, IITA Cameroon Station） 

調査団 土井（計画管理）、松田（評価分析）、新谷（科学技術評価）、浜口 JICA インターン

シップ、山江 JICA インターンシップ 

要 旨 ・FOSAS プロジェクトは当初 IITA を主の C/P とする予定だったが、いくつかの条

件が合わず IRAD となった。しかしできる限りプロジェクトのサポートをしてき

た。例えば、プロジェクトに東部州を推薦したのは IITA であり、キャッサバ種の

推薦をし、またプロジェクトの研究者は IITA の Soil Labo も利用した。 
・IITA Cameroon Station では、キャッサバ開発、バナナ・プランタン開発、病虫害

対策、土壌の研究などに取り組んでいる。そのサイトはカメルーンの 10 州のいた

るところにある。 
・プロジェクトの成果としては、例えばキャッサバは土壌の養分を吸い取るという

悪評があるが、茎や葉など（他の植物のも含む）が土に戻れば養分が戻るという

研究結果があった。これはわれわれのサイトでも農民に伝えたい。 
・このように、研究成果の共有という面で、IITA とは連携している。 
・FOSAS プロジェクトへの提案として、FOSAS プロジェクトでは日本の研究技術

を使ったが、それにはコスト（渡航費用なども含む）がかかりすぎると思う。継

続していくためにはローカルテクノロジーを使っていく必要があり、その技術の
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 発展が必要だ。そのためにも、プロジェクトはもっと C/P への技術移転に力を入

れるべきだったと思う。専門家の滞在期間も短かったので、もっと長くカメルー

ンにいるとか、チャン大学などに一時的に教授として就任して腰を据えて取り組

むなど、できたのではないかと思う。 
 
23．FOSAS プロジェクト農業班 

日 時 2015 年 12 月 5 日（土） 09:10～10:20 

場 所 Meumi Palace Hotel 

先 方 Dr. YEMEFACK Martin（Leader of Sustainable Agriculture Team, IRAD） 

調査団 土井（計画管理）、松田（評価分析）、新谷（科学技術評価）、遠藤業務調整員 

要 旨 ・農業班の活動のなかでは主に Bityili でのキャッサバプロダクションに携わった。

Bityili ではキャッサバは重要で、キャッサバの茎（種）を Bityili まで他の地域か

ら買いにきた。Gribé でもキャッサバのトライアルをした。（2013、2014） 
・乾燥施設の導入が一番難しかった。Andom では成功した。しかし Bityili では失敗

した。Bityili では人々はグループで活動することに慣れていない。森林地域では、

食べ物などに困れば森に行けば何でも手に入る。森は豊か。また、Bityili にはフ

ィールドステーションも建てられなかった。JICA がそのように判断したようであ

る（この点に関して、遠藤専門家より、まずエコロジカルなフィールドステーシ

ョンは都会に近い Bityili には合わなかった［周りにコンクリートの家があるなか

で］。そのためコンクリートのステーションを建設するために見積もりを取るとこ

ろまではいったが、建設資材を入れるアクセス路は村で準備する予定だったがそれ

がつくられず、また加工施設運営や住民組織もあまりうまくいっていないので、結

局は建設しなかった。現在は賃貸で借りているフィールドステーションがある）。 
・しかし Bityili にも乾燥施設を導入する予定である。C/P ファンドでの購入手続き

をプロジェクトコーディネーターと相談して始めている。 
・農業班は学生を含めると 30 人もの研究者がいた。Andom のキャッサバ栽培の研

究では、日本側の SARR Papa 氏とよく連携した。社会調査の研究では日本側は

Andom、カメルーン側は Bityili と分かれた。市場調査はカメルーン側主体で行っ

た。しかし Internal meeting を定期的に開催し、全員がヤウンデにおらず難しい側

面もあったなかで一緒に決定した。 
・チームリーダー会議は基本的に 6 カ月おきに実施した。主な議題はマネジメント

の問題だった。いくつかのチームリーダーとプロジェクトコーディネーターとの

間に誤解が生じていた。プロジェクト開始から 1 年半後に政府の C/P ファンドが

使えるようになってからは、出張旅費が限られた。しかし研究は既に始まってお

り、データの収集だけであれば学生を派遣するなどして対応し、研究成果への影

響は少なかったと思う。 
・本邦研修は本当に役に立った。上野の国立科学博物館の展示の仕方を真似して、

IRAD の土壌ラボの展示に利用した。 
・プロジェクト終了後については、もう既に IRAD は定年で退職しており、プロジ

ェクト期間の雇用となっている。しかし、IITA での研究者でもあるので、キャッ

サバの収量増加に向けて、どの分野にフォーカスするかを考えて、研究を続けて

いく。 
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 ・FOSAS プロジェクトはすべての人々のものである。受益者はもちろん、学生、そ

してカメルーン政府にとっても。 
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